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はじめに

このマニュアルでは、SPARC®および x86ベースのシステムで Sun™ Cluster構成を
管理する手順について説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、 Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、 Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関
する知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。

UNIXコマンドの使用
このマニュアルには、Sun Cluster構成の管理に固有なコマンドに関する情報が記載さ
れています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドや手順に関するすべて
の情報は説明されていない場合があります。

これらの情報については、次を参照してください。
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� Solarisソフトウェアのオンラインマニュアル
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル
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$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは http://docs.sun.comで参照でき
ます。

トピック マニュアル

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

ハードウェアの設計と管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for
Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

データサービスのインストー
ルと管理

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』
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トピック マニュアル

コマンドと関数のリファレン
ス

『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterソフト
ウェアのリリースノートを http://docs.sun.comで参照してください。

Sun Clusterマニュアルの全一覧は、ご使用の Sun Clusterリリースに対応したリリー
スノートを参照してください。リリースノートは http://docs.sun.comに挙げられて
います。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Clusterのインストールまたは使用で問題が発生した場合は、ご購入先にお問い合
わせください。ご購入先には次の情報をお知らせください。

� 名前と電子メールアドレス
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのリリース番号 (例: Sun Cluster 3.1 4/04)

ご購入先に知らせるシステムの情報を収集するには、次のコマンドを使用してくださ
い。
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コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示し
ます

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev -p インストールされているパッチを報告する

SPARC:prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/scinstall
-pv

Sun Clusterのリリースとパッケージバージョン情報を
表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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第 1章

Sun Clusterの管理の概要

この章では、クラスタ管理の準備に関する情報と、Sun Cluster管理ツールの使用手順
について説明します。

� 22ページの「クラスタに遠隔ログインする」
� 23ページの「scsetupユーティリティーにアクセスする」
� 23ページの「Sun Clusterのパッチ情報を表示する」
� 24ページの「Sun Clusterのリリース情報とバージョン情報を表示する」
� 24ページの「構成されているリソースタイプ、リソースグループ、リソースを表
示する」

� 25ページの「クラスタコンポーネントの状態を確認する」
� 27ページの「パブリックネットワークの状態を確認する」
� 28ページの「クラスタ構成を表示する」
� 29ページの「基本的なクラスタ構成を検証する」
� 31ページの「広域マウントポイントを確認する」

Sun Clusterの管理の概要
Sun Clusterの高可用性環境によって、エンドユーザーに対して重要なアプリケー
ションの可用性が保証されます。システム管理者の業務は、Sun Clusterの安定した動
作を保証することです。

管理作業を始める前に、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』と『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』に記載されている計画情報をよく理解
しておいてください。Sun Clusterの管理は、次の作業ごとに各マニュアルにまとめら
れています。

� 定期的に (多くの場合は毎日)クラスタを管理および保守するための標準的な作
業。これらの作業は、このマニュアルで説明されています。

� インストール、構成、属性の変更などのデータサービス作業。これらの作業は、
『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』で説明されていま
す。
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� 記憶装置やネットワークハードウェアの追加や保守などのサービス作業。これらの
作業は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』で説明されています。

ほとんどの場合、Sun Clusterの管理作業はクラスタの稼動中に実行できるため、ノー
ドが 1つの場合を除き、クラスタの稼動に影響はありません。クラスタ全体の停止を
必要とする手順の場合は、システムへの影響がもっとも少ない勤務時間外に停止時間
を予定してください。クラスタまたはクラスタノードを停止する予定があるときは、
あらかじめユーザーに通知しておいてください。

Solaris OSの機能制限
以下の Solaris OS機能は、Sun Cluster構成ではサポートされません。

� Solaris 10 Management Facility (SMF)管理インタフェースを使用して以下の Sun
Clusterサービスを有効または無効にしないようにしてください。

Sun Clusterサービス FMRI

pnm svc:/system/cluster/pnm:デフォルト

cl_event svc:/system/cluster/cl_event:デフォルト

cl_eventlog svc:/system/cluster/cl_eventlog:デフォルト

rpc_pmf svc:/system/cluster/rpc_pmf:デフォルト

rpc_fed svc:/system/cluster/rpc_fed:デフォルト

rgm svc:/system/cluster/rgm:デフォルト

scdpm svc:/system/cluster/scdpm:デフォルト

cl_ccra svc:/system/cluster/cl_ccra:デフォルト

scsymon_srv svc:/system/cluster/scsymon_srv:デフォルト

spm svc:/system/cluster/spm:デフォルト

cl_svc_cluster_milestone svc:/system/cluster/cl_svc_cluster_milestone:デ
フォルト

cl_svc_enable svc:/system/cluster/cl_svc_enable:デフォル
ト

network-multipathing svc:/system/cluster/network-multipathing
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管理ツール
Sun Clusterで管理作業を行うときは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)
またはコマンド行を使用できます。以降の節では、GUIとコマンド行の管理ツールの
概要を示します。

グラフィカルユーザーインタフェース
Sun Clusterは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールをサポートして
います。これらのツールを使えば、クラスタに対してさまざまな管理作業を行うこと
ができます。GUIツールには、SunPlex™ Managerと Sun Management Centerがあ
ります (Sun Management Centerは SPARCベースのシステムで Sun Clusterを使用す
る場合に利用可)。SunPlex Managerと Sun Management Centerの詳細と構成手順に
ついては、第 10章を参照してください。各ツールに固有の使い方については、各
GUIのオンラインヘルプを参照してください。

コマンド行インタフェース
Sun Clusterのほとんどの管理作業は、scsetup(1M)ユーティリティーを使用して対
話形式で実行できます。本書での管理手順の説明には、可能な限り scsetupを使用
しています。

scsetupユーティリティーを使用すると、「メイン」メニュー内の以下の項目を管理
できます。

� 定足数 (quorum)
� リソースグループ
� クラスタインターコネクト
� デバイスグループとボリューム
� プライベートホスト名
� 新規ノード
� クラスタのその他のプロパティー

scsetupユーティリティーを使用すると、「リソースグループ」メニュー内の以下の
項目を管理できます。

� リソースグループを作成
� ネットワークリソースをリソースグループに追加
� データサービスリソースをリソースグループに追加
� リソースグループをオンライン /オフライン化、またはスイッチオーバー
� リソースを有効化または無効化
� リソースグループのプロパティーを変更
� リソースのプロパティーを変更
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� リソースグループからリソースを削除
� リソースグループを削除
� リソースの stop_failedエラーフラグをクリア

表 1-1に、Sun Clusterを管理するために使用するその他のコマンドのリストを示しま
す。詳細は、マニュアルページを参照してください。

表 1–1 Sun Clusterのコマンド行インタフェースのコマンド

コマンド 説明

ccp(1M) クラスタへの遠隔コンソールアクセスを開始します。

if_mpadm(1M) IPマルチパスグループ内のあるアダプタから別のアダプタに IPアドレス
を切り換える場合に使用します。

sccheck(1M) Sun Cluster構成を確認および検証して、クラスタの最も基本的な構成が
機能していることを保証します。

scconf(1M) Sun Clusterの構成を更新します。-pオプションを指定すると、クラスタ
の構成情報を一覧表示できます。

scdidadm(1M) デバイス IDの構成および管理用ユーティリティーを実行します。

scgdevs(1M) 広域デバイス名前空間管理スクリプトを実行します。

scinstall(1M) Sun Clusterソフトウェアのインストールと構成を行います。対話形式で
も、対話形式以外でも実行できます。-pオプションを指定すると、Sun
Clusterソフトウェアのリリース情報とパッケージのバージョン情報が表
示されます。

scrgadm(1M) リソースタイプの登録、リソースグループの作成、リソースグループ内の
リソースの起動を管理します。 -p オプションを指定すると、インストー
ルされているリソース、リソースグループ、およびリソースタイプに関す
る情報を表示できます。

注 – scrgadmを実行するときには、リソースタイプ、リソースグループ、
およびリソースのプロパティー名に大文字と小文字の区別はありません。

scsetup(1M) 対話形式のクラスタ構成ユーティリティーを実行します。このユーティリ
ティーは、scconfコマンドとそのオプションを生成します。

scshutdown(1M) クラスタ全体を停止します。

scstat(1M) クラスタの状態のスナップショットを提供します。

scswitch(1M) リソースグループとディスクデバイスグループのノードのマスターや状態
を変更します。

さらに、コマンドを使用して Sun Clusterのボリューム管理ソフトウェアを管理する
こともできます。使用するコマンドは、クラスタで使用しているボリュームマネー
ジャー (Solstice DiskSuite™、VERITAS Volume Manager、または Solaris Volume
Manager™)によって変わります。
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クラスタ管理の準備
この節では、クラスタ管理の準備を整える上で必要な作業について説明します。

Sun Clusterハードウェア構成の記録
Sun Clusterハードウェア構成は時とともに変化していくので、サイトに固有なハード
ウェアの特徴は記録しておきます。クラスタを変更または更新したときに、このハー
ドウェアの記録を参照することで、管理時間を節約できます。また、さまざまなクラ
スタ構成要素間のケーブルや接続部にラベルを付けておくと、管理作業が簡単になり
ます。

また、元のクラスタ構成とその後の変更を記録しておくと、サン以外のサービスプロ
パイダがクラスタをサービスする時間を節約できます。

管理コンソールの使用
管理コンソールと呼ばれる専用の SPARCワークステーションを使用して動作中のク
ラスタを管理できます。通常は、Cluster Control Panel (CCP)と、グラフィカルユー
ザーインターフェース(GUI)ツールを管理コンソールにインストールして実行しま
す。CCPの詳細については、22ページの「クラスタに遠隔ログインする」を参照し
てください。Sun Management Center用の Cluster Control Panelモジュールと
SunPlex Manager GUIツールをインストールする方法については、『Sun Clusterソ
フトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。

管理コンソールはクラスタノードではありません。管理コンソールは、パブリック
ネットワークまたはネットワークベースの端末集配信装置 (コンセントレータ)を通じ
てクラスタノードに遠隔アクセスするために使用します。

SPARCクラスタが Sun Enterprise ™ 10000サーバーで構成されている場合、管理コ
ンソールからシステムサービスプロセッサ (SSP)にログインする必要があります。さ
らに、netcon.1Mコマンドを使用して接続する必要があります。netconが Sun
Enterprise 10000ドメインと接続する場合デフォルトは、ネットワークインタフェー
スを経由する方法を使用します。ネットワークにアクセスできない場合は、-fオプ
ションを使用するか、通常の netcon セッション中に ~* を送信し、netcon を「排
他モード」で使用できます。どちらの解決方法でも、ネットワークにアクセスできな
くなった場合には、シリアルインタフェースに切り換えることができます。

Sun Clusterには、専用の管理コンソールは必要ありませんが、専用コンソールを使用
すると、次の利点が得られます。

� コンソールと管理ツールを同じマシンにまとめることで、クラスタ管理を一元化で
きます。
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� システム管理者や保守担当者がすみやかに問題を解決できるようになる可能性があ
ります。

クラスタのバックアップ
ご使用のクラスタを定期的にバックアップしてください。Sun Clusterは HA環境を
備えており、データのミラー化されたコピーを記憶装置に保存していますが、これが
定期的なバックアップの代わりになるとは考えないでください。Sun Clusterは複数の
障害に耐えることができますが、ユーザーやプログラムのエラー、あるいは、致命的
な障害には対処できません。したがって、データ損失に対する保護のために、バック
アップ手順を用意しておいてください。

次の情報もバックアップしてください。

� すべてのファイルシステムのパーティション

� DBMSデータサービスを実行している場合は、すべてのデータベースのデータ

� すべてのクラスタディスクのディスクパーティション情報

� md.tabファイル (ボリュームマネージャーとして Solstice DiskSuiteまたは
Solaris Volume Managerを使用している場合)

クラスタ管理の開始
表 1–2に、クラスタ管理の開始について示します。

表 1–2 Sun Cluster 3.1 4/04の管理ツール

タスク ツール マニュアル

クラスタへの遠隔ログイン ccpコマンドを使用して
Cluster Control Panel (CCP)
を起動します。次に以下のア
イコンのうちの 1つを選択し
ます。cconsole(1M)、
crlogin(1M)、また
はctelnet(1M)。

22ページの「クラスタに遠隔
ログインする」

対話形式でのクラスタの構成 scsetup(1M)ユーティリ
ティーを起動します。

23ページの「scsetupユー
ティリティーにアクセスす
る」
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表 1–2 Sun Cluster 3.1 4/04の管理ツール (続き)
タスク ツール マニュアル

Sun Clusterのリリース番号と
バージョン情報の表示

-pまたは -pvのいずれかの
オプションを指定して
scinstall(1M)コマンドを
使用します。

24ページの「Sun Clusterの
リリース情報とバージョン情
報を表示する」

インストールされているリ
ソース、リソースグループ、
リソースタイプの表示

注 – scrgadmを実行するとき
には、リソースタイプ、リ
ソースグループ、およびリ
ソースのプロパティー名に大
文字と小文字の区別はありま
せん。

scrgadm(1M) -pコマンドを
使用します。

24ページの「構成されている
リソースタイプ、リソースグ
ループ、リソースを表示す
る」

クラスタコンポーネントをグ
ラフィカルに監視

SunPlex Managerを使用しま
す。

SunPlex Managerのオンライ
ンヘルプ

いくつかのクラスタコンポー
ネントをグラフィカルに管理

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールを使用しま
す (Sun Management Center
は SPARCベースシステム上
の Sun Clusterでのみ利用
可)。

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールのオンライ
ンヘルプ

クラスタコンポーネントの状
態確認

scstat(1M)コマンドを使用
します。

25ページの「クラスタコン
ポーネントの状態を確認す
る」

パブリックネットワーク上の
IP Network Multipathingグ
ループの状態確認

-iオプションを指定して、
scstat(1M)コマンドを使用
します。

27ページの「パブリック
ネットワークの状態を確認す
る」

クラスタ構成の表示 scconf(1M) -pコマンドを
使用します。

28ページの「クラスタ構成を
表示する」

広域マウントポイントの確認 sccheck(1M)コマンドを使
用します。

29ページの「基本的なクラス
タ構成を検証する」

Sun Clusterのシステム
メッセージの参照

/var/adm/messagesファイ
ルを確認します。

『Solarisのシステム管理 (上
級編)』の「システムメッセー
ジの表示」

Solstice DiskSuiteの状態の監
視

metastatコマンドを使用し
ます。

Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerのマニュア
ル
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表 1–2 Sun Cluster 3.1 4/04の管理ツール (続き)
タスク ツール マニュアル

VERITAS Volume Managerの
状態の監視 (Solaris 8が動作し
ている場合)

vxstatまたは vxvaコマン
ドを使用します。

VERITAS Volume Managerの
マニュアル

Solaris Volume Managerの状
態を監視する (Solaris 9が動作
している場合)

svmstatコマンドを使用しま
す。

『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』

� クラスタに遠隔ログインする
Cluster Control Panel (CCP)からは、cconsole(1M)、crlogin(1M)、
ctelnet(1M)の各ツールを起動できます。これら 3種類のツールはすべて、指定し
た一連のノードとの多重ウィンドウ接続を起動するものです。共通ウィンドウへの入
力は、これら各ホストウィンドウに送信されます。その結果、クラスタのすべての
ノード上でコマンドを同時に実行できます。共通ウィンドウへの入力はホストウィン
ドウすべてに送信されるので、クラスタのすべてのノード上でコマンドを同時に実行
できます。詳細については、ccp(1M)と cconsole(1M)のマニュアルページを参照
してください。

1. Cluster Control Panel (CCP)を起動する前に、次の条件を満たしていることを確
認します。

� SUNWcconパッケージを管理コンソール上にインストールします。

� 管理コンソールの PATH変数に、Sun Clusterツールのディレクトリ
/opt/SUNWcluster/binと /usr/cluster/binが含まれることを確認しま
す。ツールのディレクトリには、$CLUSTER_HOME環境変数を設定することで
別の場所を指定できます。

� 端末集配信装置を使用している場合は、clustersファイル、serialports
ファイル、nsswitch.confファイルを構成します。これらのファイルは、
/etc内ファイルまたは NIS/NIS+データベースのどちらでもかまいません。
詳しくは、clusters(4)および serialports(4)のマニュアルページを参
照してください。

2. Sun Enterprise E10000サーバーを使用しているかどうかを確認します。

� 使用していない場合は、手順 3に進んでください。

� 使用している場合は、システムサービスプロセッサ (SSP)にログインし、
netconコマンドを使用して接続してください。接続が完了したなら、Shift +
@キーを入力してコンソールのロックを解除し、書き込み権を取得します。

3. CCP起動パッドを起動します。

管理コンソールから次のコマンドを入力します。

# ccp clustername

手順
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CCP起動パッドが表示されます。

4. クラスタとの遠隔セッションを開始するには、CCP起動パッドの該当するアイコ
ン (cconsole、crlogin、ctelnet)をクリックします。

cconsole、crlogin、ctelnetセッションは、コマンド行から開始することもでき
ます。

� scsetupユーティリティーにアクセスする
scsetup(1M)ユーティリティーを使用すると、定足数 (quorum)、リソースグルー
プ、クラスタトランスポート、プライベートホスト名、デバイスグループ、クラスタ
の新しいノードのオプションを対話形式で構成できます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 構成したい内容に応じてメニューから項目を選択し、画面に表示される指示に
従って、作業を完了します。

詳細については、scsetupのオンラインヘルプを参照してください。

� Sun Clusterのパッチ情報を表示する
この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� 次のコマンドを入力します。

% showrev -p

Sun Cluster更新リリースは、製品のメインパッチ番号に更新バージョンを加えた
ものです。

Sun Clusterのパッチ情報の表示

次に、パッチ 110648-05についての情報を表示した例を示します。

% showrev -p | grep 110648

Patch: 110648-05 Obsoletes: Requires: Incompatibles: Packages:

参照

手順

手順

例 1–1
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� Sun Clusterのリリース情報とバージョン情報を表
示する
この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� 次のコマンドを入力します。

% scinstall -pv

このコマンドは、すべての Sun Clusterパッケージについて Sun Clusterのリリー
ス番号とバージョン文字列を表示します。

Sun Clusterのリリース情報およびバージョン情報の表示

次に、すべてのパッケージのクラスタのリリース情報とバージョン情報の例を示しま
す。

% scinstall -pv
SunCluster 3.1
SUNWscr: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscdev: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscu: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscman: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscsal: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscsam: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscvm: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00

SUNWmdm: 4.2.1,REV=2000.08.08.10.01

� 構成されているリソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースを表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。第 10章を参照して
ください。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してくださ
い。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタで構成されているリソースタイプ、リソースグループ、リソースを表示し
ます。

% scrgadm -p

構成されているリソースタイプ、リソースグループ、リソースの表
示

次に、クラスタ schost に対して構成されているリソースタイプ (RT Name)、リソー
スグループ (RG Name)、リソース (RS Name) の例を示します。

手順

例 1–2

手順

例 1–3
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% scrgadm -p
RT Name: SUNW.SharedAddress
リソースタイプ 説明: HA Shared Address Resource Type

リソースタイプ 名前: SUNW.LogicalHostname
リソースタイプ 説明: Logical Hostname Resource Type

リソースグループ 名前: schost-sa-1
RG Description:
リソース 名前: schost-1
リソース 説明:
リソースリソースタイプ: SUNW.SharedAddress
リソースリソースグループ名: schost-sa-1

リソースグループ 名前: schost-lh-1
リソースグループ 説明:
リソース 名前: schost-3
リソース 説明:
リソース リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname

リソース リソースグループ名: schost-lh-1

� クラスタコンポーネントの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタコンポーネントの状態を確認します。

% scstat -p

クラスタコンポーネントの状態確認

次に、scstat(1M)で戻されるクラスタコンポーネントの状態情報の例を示します。

% scstat -p
-- クラスタノード --

ノード名 状態
--------- ------

クラスタノード: phys-schost-1 オンライン
クラスタノード: phys-schost-2 オンライン
クラスタノード: phys-schost-3 オンライン
クラスタノード: phys-schost-4 オンライン

------------------------------------------------------------------

-- クラスタトランスポートパス --

エンドポイント エンドポイント 状態
-------- -------- ------

トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-4:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:hme1 phys-schost-4:hme1 Path online

手順

例 1–4
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...

------------------------------------------------------------------

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票数: 6
必要な定足数投票数: 4
存在する定足数投票数: 6

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

...

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d2s2 1 1 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d8s2 1 1 オンライン

...

-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: rmt/1 - -
デバイスグループのサーバー: rmt/2 - -
デバイスグループのサーバー: schost-1 phys-schost-2 phys-schost-1
デバイスグループのサーバー: schost-3 - -

-- デバイスグループの状態 --

デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: rmt/1 オフライン
デバイスグループの状態: rmt/2 オフライン
デバイスグループの状態: schost-1 オンライン
デバイスグループの状態: schost-3 オフライン

------------------------------------------------------------------

-- リソースグループとリソース --

グループ名 リソース
---------- ---------

リソース: test-rg test_1
リソース: real-property-rg -
リソース: failover-rg -
リソース: descript-rg-1 -
...
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-- リソースグループ --

グループ名 ノード名 状態
---------- --------- -----

グループ: test-rg phys-schost-1 オフライン
グループ: test-rg phys-schost-2 オフライン

...

-- リソース --

リソース名 ノード名 状態 状態メッセージ
------------- --------- ----- --------------

リソース: test_1 phys-schost-1 オフライン オフライン
リソース: test_1 phys-schost-2 オフライン オフライン

-----------------------------------------------------------------

-- IPMP グループ --

ノード名 グループ 状態 アダプタ 状態
--------- ----- ------ ------- ------

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

------------------------------------------------------------------

� パブリックネットワークの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

IPネットワークマルチパスグループの状態を確認するには、scstat(1M)コマンドを
使用します。

� クラスタコンポーネントの状態を確認します。

% scstat -i

パブリックネットワークの状態を調べる

次に、scstat(1M)で戻されるクラスタコンポーネントの状態情報の例を示します。

% scstat -i
-----------------------------------------------------------------

手順

例 1–5
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-- IPMP グループ --

ノード名 グループ 状態 アダプタ 状態
--------- ----- ------ ------- ------

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp1 オンライン qfe2 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp1 オンライン qfe2 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

------------------------------------------------------------------

� クラスタ構成を表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタ構成を表示します。

% scconf -p

scconf コマンドを使用してより多くの情報を表示するには、冗長オプションを
使用します。詳細についてはscstat(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

クラスタ構成を表示する

次に、クラスタ構成の一覧の例を示します。

% scconf -p
クラスタ名: cluster-1
クラスタ ID: 0x3908EE1C
クラスタのインストールモード: disabled
クラスタのプライベートネット: 172.16.0.0
クラスタのプライベートネットマスク: 255.255.0.0
クラスタの新規ノード認証: unix
クラスタの新規ノードリスト: <NULL - Allow any node>
クラスタノード: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3
phys-schost-4
クラスタノード名: phys-schost-1
ノード ID: 1
有効なノード: yes
ノードのプライベートホスト名: clusternode1-priv
ノードの定足数投票数: 1
ノードの保護鍵: 0x3908EE1C00000001
ノードのトランスポートアダプタ: hme1 qfe1 qfe2

手順

例 1–6
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ノードのトランスポートアダプタ: hme1
有効なアダプタ: yes
アダプタのトランスポートタイプ: dlpi
アダプタのプロパティー: device_name=hme
アダプタのプロパティー: device_instance=1
アダプタのプロパティー: dlpi_heartbeat_timeout=10000

...
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub1 hub2

クラスタのトランスポート接続点: hub0
有効な接続点: yes
接続点のタイプ: switch
接続点のポート名: 1 2 3 4

...
接続点のポート名: 1

有効なポート: yes

接続点のポート名: 2
有効なポート: yes

...
クラスタのトランスポートケーブル

　　エンドポイント エンドポイント 状態
-------- -------- -----

トランスポートケーブル: phys-schost-1:hme1@0 hub0@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe1@0 hub1@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe2@0 hub2@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-2:hme1@0 hub0@2 有効

...
定足数デバイス: d2 d8

定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
定足数デバイスのホスト(有効): phys-schost-1
phys-schost-2
定足数デバイスのホスト(無効):

...
デバイスグループ名: schost-3
デバイスグループのタイプ: SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-3, phys-schost-4

ディスクセット名: schost-3

� 基本的なクラスタ構成を検証する
sccheck(1M)コマンドはシステムの構成を検証して、クラスタが機能するために必
要な正しい基本構成であるかどうかを判断します。エラーがない場合、sccheckは単
にシェルプロンプトに戻ります。エラーがあると、sccheckは、指定された出力
ディレクトリかデフォルトの出力ディレクトリにレポートを出力します。sccheckを
複数のノードに対して実行すると、sccheckは、ノードごとのレポートと複数ノード
全体の報告を生成します。
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sccheckコマンドは、データ収集のステップと分析のステップからなります。システ
ム構成によっては、データ収集に長い時間がかかることがあります。sccheckに
-v1フラグを指定し、冗長モードで実行することによって、進捗メッセージを表示で
きます。あるいは、sccheck に - v2 フラグを指定し、高冗長モードで実行すること
によって、より詳細な進捗メッセージを表示できます (特にデータ収集時)。

注 – sccheckは、デバイス、ボリューム管理コンポーネント、または Sun Cluster構
成を変更するような管理手順を行った後に実行してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

% su

2. クラスタ構成を検証します。

# sccheck

クラスタ構成の検証 (エラーがない場合)
次の例は、sccheckを冗長モードで phys-schost-1と phys-schost-2ノードに
対して実行し、エラーが発見されなかった場合を示しています。

# sccheck -v1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-1.
sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-2.
sccheck: phys-schost-1: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-1: Starting single-node checks.
sccheck: phys-schost-1: Single-node checks finished.
sccheck: phys-schost-2: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-2: Starting single-node checks.
sccheck: phys-schost-2: Single-node checks finished.
sccheck: Starting multi-node checks.
sccheck: Multi-node checks finished

#

クラスタ構成の検証 (エラーがある場合)
次の例は、クラスタ sunclusterのノード phys-schost-2にマウントポイント
/global/phys-schost-1がないことを示しています。レポートは、出力ディレク
トリ /var/cluster/sccheck/myReports/に作成されます。

# sccheck -v1 -h phys-schost-1,phys-schost-2 -o /var/cluster/sccheck/myReports
sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-1.
sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-2.
sccheck: phys-schost-1: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-1: Starting single-node checks.
sccheck: phys-schost-1: Single-node checks finished.
sccheck: phys-schost-2: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-2: Starting single-node checks.

手順

例 1–7

例 1–8
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sccheck: phys-schost-2: Single-node checks finished.
sccheck: Starting multi-node checks.
sccheck: Multi-node checks finished.
sccheck: One or more checks failed.
sccheck: The greatest severity of all check failures was 3 (HIGH).
sccheck: Reports are in /var/cluster/sccheck/myReports.
#
# cat /var/cluster/sccheck/myReports/sccheck-results.suncluster.txt
...
===================================================
= ANALYSIS DETAILS =
===================================================
------------------------------------
CHECK ID : 3065
SEVERITY : HIGH
FAILURE : Global filesystem /etc/vfstab entries are not consistent across
all Sun Cluster 3.x nodes.
ANALYSIS : The global filesystem /etc/vfstab entries are not consistent across
all nodes in this cluster.
Analysis indicates:
FileSystem ’/global/phys-schost-1’ is on ’phys-schost-1’ but missing from ’phys-schost-2’.
RECOMMEND: Ensure each node has the correct /etc/vfstab entry for the
filesystem(s) in question.
...

#

� 広域マウントポイントを確認する
sccheck(1M)コマンドには、/etc/vfstabファイルでクラスタファイルシステム
とその広域マウントポイントの構成エラーを調べるチェックが含まれます。

注 – sccheckは、デバイスやボリューム管理コンポーネントに影響を及ぼすような変
更をクラスタ構成に加えた後で実行してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

% su

2. クラスタ構成を検証します。

# sccheck

広域マウントポイントの確認

次の例は、クラスタ sunclusterのノード phys-schost-2にマウントポイント
/global/schost-1がないことを示しています。レポートが出力ディレクトリ
/var/cluster/sccheck/myReports/に送信されます。

# sccheck -v1 -h phys-schost-1,phys-schost-2 -o /var/cluster/sccheck/myReports

手順

例 1–9
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sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-1.
sccheck: Requesting explorer data and node report from phys-schost-2.
sccheck: phys-schost-1: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-1: Starting single-node checks.
sccheck: phys-schost-1: Single-node checks finished.
sccheck: phys-schost-2: Explorer finished.
sccheck: phys-schost-2: Starting single-node checks.
sccheck: phys-schost-2: Single-node checks finished.
sccheck: Starting multi-node checks.
sccheck: Multi-node checks finished.
sccheck: One or more checks failed.
sccheck: The greatest severity of all check failures was 3 (HIGH).
sccheck: Reports are in /var/cluster/sccheck/myReports.
#
# cat /var/cluster/sccheck/myReports/sccheck-results.suncluster.txt

...
===================================================
= ANALYSIS DETAILS =
===================================================
------------------------------------
CHECK ID : 3065
SEVERITY : HIGH
FAILURE : Global filesystem /etc/vfstab entries are not consistent across
all Sun Cluster 3.x nodes.
ANALYSIS : The global filesystem /etc/vfstab entries are not consistent across
all nodes in this cluster.
Analysis indicates:
FileSystem ’/global/phys-schost-1’ is on ’phys-schost-1’ but missing from ’phys-schost-2’.
RECOMMEND: Ensure each node has the correct /etc/vfstab entry for the
filesystem(s) in question.
...
#
# cat /var/cluster/sccheck/myReports/sccheck-results.phys-schost-1.txt

...
===================================================
= ANALYSIS DETAILS =
===================================================
------------------------------------
CHECK ID : 1398
SEVERITY : HIGH
FAILURE : An unsupported server is being used as a Sun Cluster 3.x node.
ANALYSIS : This server may not been qualified to be used as a Sun Cluster 3.x node.
Only servers that have been qualified with Sun Cluster 3.x are supported as
Sun Cluster 3.x nodes.
RECOMMEND: Because the list of supported servers is always being updated, check with
your Sun Microsystems representative to get the latest information on what servers
are currently supported and only use a server that is supported with Sun Cluster 3.x.
...

#
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第 2章

Sun Clusterと RBAC

この章では、RBAC (Role-Based Access Control)について Sun Clusterに関連する範囲
で説明します。次のトピックについて述べます。

� 37ページの「管理役割ツールを使用して役割を作成する方法」
� 38ページの「コマンド行から役割を作成する方法」
� 40ページの「ユーザーアカウントツールを使用してユーザーの RBACプロパ
ティーを変更する方法」

� 41ページの「コマンド行からユーザーの RBACプロパティーを変更する方法」

RBACの設定と Sun Clusterでの使用
次の表を参考に、RBACの設定と使用について確認するマニュアルを選んでくださ
い。RBACを作成し、それを Sun Clusterで使用するための手順については、この章
の後の方で説明します。

目的 参考マニュアル

RBACの詳細を調べる 『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の第 8章「役割と
特権の使用 (概要)」

RBACの設定、RBAC
要素の管理、RBACの
使用など

『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の第 9章「役割に
よるアクセス制御の使用 (手順)」

RBACの要素とツール
の詳細を調べる

『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の第 10章「役割
によるアクセス制御 (参照)」
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Sun Cluster RBACの権限プロファイル
SunPlex Managerや、コマンド行で実行される一部の Sun Clusterコマンドとオプ
ションは、認証に RBACを使用します。Sun Clusterには、いくつかの RBAC権限プ
ロファイルが含まれています。これらの権限プロファイルをユーザーまたは役割に割
り当てることで、Sun Clusterに対するさまざまなレベルのアクセス権をユーザーや役
割に与えることができます。次に、Clusterソフトウェアに含まれる権限プロファイル
を示します。

権限プロファイル 含まれる承認 この承認で役割 IDに許可される作業

Sun Cluster
Commands

なし。ただし、euid=0指定で実行される
Sun Clusterコマンドのリストが含まれま
す。

クラスタの構成と管理のための選り抜きの Sun
Clusterコマンドを実行します。次にこれらのコ
マンドを示します。

scgdevs(1M)

scswitch(1M) (選択オプション)

scha_control(1HA)

scha_resource_get(1HA)

scha_resource_setstatus(1H)

scha_resourcegroup_get(1HA)

scha_resourcetype_get(1HA)

Basic Solaris
User

この既存の Solaris権限プロファイルには、
Solarisの承認のほか次のものが含まれま
す。

Basic Solaris User役割 IDに許可されている作業
のほか、次の作業を行えます。

solaris.cluster.device.read デバイスグループについての情報を読み取る

solaris.cluster.gui SunPlex Managerにアクセスする

solaris.cluster.network.read IPマルチパスについての情報を読み取る

solaris.cluster.node.read ノード属性についての情報を読み取る

solaris.cluster.quorum.read 定足数デバイスと定足数ステータスについての情
報を読み取る

solaris.cluster.resource.read リソースとリソースグループについての情報を読
み取る

solaris.cluster.system.read クラスタのステータスを読み取る

solaris.cluster.transport.read トランスポートについての情報を読み取る
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権限プロファイル 含まれる承認 この承認で役割 IDに許可される作業

Cluster
Operation

solaris.cluster.appinstall クラスタ化されたアプリケーションをインストー
ルする

solaris.cluster.device.admin デバイスグループ属性についての管理作業を行う

solaris.cluster.device.read デバイスグループについての情報を読み取る

solaris.cluster.gui SunPlex Managerにアクセスする

solaris.cluster.install クラスタリングソフトウェアをインストールする

solaris.cluster.network.admin IPマルチパス属性についての管理作業を行う

solaris.cluster.network.read IPマルチパスについての情報を読み取る

solaris.cluster.node.admin ノード属性についての管理作業を行う

solaris.cluster.node.read ノード属性についての情報を読み取る

solaris.cluster.quorum.admin 定足数デバイス属性と定足数ステータス属性につ
いての管理作業を行う

solaris.cluster.quorum.read 定足数デバイスと定足数ステータスについての情
報を読み取る

solaris.cluster.resource.admin リソース属性とリソースグループ属性についての
管理作業を行う

solaris.cluster.resource.read リソースとリソースグループについての情報を読
み取る

solaris.cluster.system.admin システムを管理する

solaris.cluster.system.read クラスタのステータスを読み取る

solaris.cluster.transport.admin トランスポート属性についての管理作業を行う

solaris.cluster.transport.read トランスポートについての情報を読み取る

システム管理者 この既存の Solaris権限プロファイルには、
Cluster Managementプロファイルに含まれ
るものと同じ承認が入っています。

Cluster Management役割 IDに許可された作業
と、その他のシステム管理作業を行えます。

Cluster
Management

この権限プロファイルには、Cluster
Operationプロファイルに含まれるものと
同じ承認のほか、以下の承認が含まれま
す。

Cluster Operation役割 IDに許可されている作業
のほか、以下の作業を行えます。

solaris.cluster.device.modify デバイスグループ属性を変更する

solaris.cluster.gui SunPlex Managerにアクセスする

solaris.cluster.network.modify IP Network Multipathing属性を変更する

solaris.cluster.node.modify ノード属性を変更する
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権限プロファイル 含まれる承認 この承認で役割 IDに許可される作業

solaris.cluster.quorum.modify 定足数デバイス属性と定足数ステータス属性を変
更する

solaris.cluster.resource.modify リソース属性とリソースグループ属性を変更する

solaris.cluster.system.modify システム属性を変更する

solaris.cluster.transport.modify トランスポート属性を変更する

Sun Cluster管理権限プロファイルによ
る RBAC役割の作成と割り当て
役割を作成するには、Primary Administrator権利プロファイルが割り当てられている
役割になるか、rootユーザーとして実行する必要があります。

表 2–1「管理役割を追加 (Add Administrative)」ウィザード:ダイアログボックスとフィー
ルド

ダイアログボックス フィールド フィールドの説明

手順 1:役割名を入力し
ます。

役割名 役割の短縮名

役割の正式名称 正式名

説明 役割の説明

役割 ID番号 役割の UID。自動的に増分する

役割のシェル 役割に使用できるプロファイルシェル:
Administratorの Cシェル、
Administratorの Bourneシェル、また
はAdministratorの Kornシェル

役割のメーリングリストを
作成

この役割に割り当てられているユー
ザーのメーリングリストを作成する

手順 2:役割パスワード
を入力します。

役割パスワード ********

パスワードの確認 ********
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表 2–1「管理役割を追加 (Add Administrative)」ウィザード:ダイアログボックスとフィー
ルド (続き)
ダイアログボックス フィールド フィールドの説明

手順 3:役割権利を選択
します。

有効な権利 /許可された権
利

役割の権利プロファイルの割り当てま
たは削除を行う

同一のコマンドを複数回入力しても、
エラーにはならない。ただし、権利プ
ロファイルでは、同一のコマンドが複
数回発生した場合、最初のコマンドに
割り当てられた属性が優先され、後続
の同一コマンドはすべて無視される。
順番を変更するときは、上矢印または
下矢印を使用する

手順 4:ホームディレク
トリを選択します。
ホームディレクトリの
選択

サーバー ホームディレクトリのサーバー

パス ホームディレクトリのパス

手順 5:この役割にユー
ザーを割り当てます。
(Step 5: Assign users to
this role)ユーザーの役
割への割り当て

ノードを追加します。 この役割を引き受けるユーザーを追加
する。同じスコープ内でユーザーでな
ければならない

削除 この役割が割り当てられているユー
ザーを削除する

� 管理役割ツールを使用して役割を作成する方法

1. 管理役割ツールを起動します。
Solaris Management Consoleを起動し、管理役割ツールを実行します。これにつ
いては、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「Solaris管理コン
ソールで役割を引き受ける方法」を参照してください。次に、「ユーザー」ツール
コレクションを開いて、「管理役割 (Administrative Roles)」アイコンをクリック
します。

2. 「管理役割を追加 (Add Administrative)」ウィザードが起動します。
「アクション (Action)」メニューから「管理役割を追加 (Add Administrative
Role)」を選択して、「管理役割を追加 (Add Administrative)」ウィザードを起動
します。

3. Cluster Management権限プロファイルが割り当てられる役割を作成します。
「次へ (Next)」および「戻る (Back)」ボタンを使用して、ダイアログボックスを
移動します。ただし、すべての必要なフィールドに入力がなされるまで、「次へ

手順
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(Next)」ボタンはアクティブになりません。最後に、入力したデータを確認するダ
イアログボックスが表示されます。前のダイアログボックスに戻って入力を変更す
るか、「完了 (Finish)」をクリックして新しい役割を保存します。表 2–1に、ダイ
アログボックスの要約を示します。

注 –このプロファイルは、役割に割り当てられるプロファイルリストの先頭に置く
必要があります。

4. 新しく作成した役割に、SunPlex Manager機能や Sun Clusterコマンドを使用す
る必要があるユーザーを割り当てます。

useradd(1M)コマンドを使って、ユーザーアカウントをシステムに追加します。
ユーザーのアカウントに役割を割り当てるには、-Pオプションを使用します。

5. ［完了］をクリックして終了します。

6. 端末ウィンドウを開いてスーパーユーザーになり、ネームサービスキャッシュデー
モンを起動して停止します。

新しい役割は、ネームサービスキャッシュデーモンを再起動するまで有効になりま
せん。スーパーユーザーで、次のように入力します。

# /etc/init.d/nscd stop

# /etc/init.d/nscd start

� コマンド行から役割を作成する方法

1. スーパーユーザーになるか、ほかの役割を作成できる役割になります。

2. 次のいずれかの役割の作成方法を選択します。

� ローカルスコープの役割を作成する場合、roleadd(1M)コマンドを使用し
て、新しいローカル役割とその属性を指定します。

� また同じくローカルスコープの役割を作成する場合、user_attr(4)ファイル
を編集して、ユーザーに type=roleを追加することもできます。

この方法は、入力ミスが発生しやすいため、緊急時以外はできるだけ使用しな
いでください。

� ネームサービスの役割を作成する場合は、smrole(1M)コマンドを使用して、
新しい役割とその属性を指定します。

このコマンドは、スーパーユーザー、またはその他の役割を作成できる役割に
よる認証を必要とします。smroleコマンドは、すべてのネームサービスに適
用でき、Solaris管理コンソールサーバーのクライアントとして動作します。

3. ネームサービスキャッシュデーモンを起動して停止します。

手順
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新しい役割は、ネームサービスキャッシュデーモンを再起動するまで有効になりま
せん。スーパーユーザーで次のように入力します。

# /etc/init.d/nscd stop

# /etc/init.d/nscd start

smroleコマンドを使用してカスタムの Operator役割を作成する

次のコマンドシーケンスは、smroleコマンドを使用して役割を作成します。この例
では、新しい Operator役割が作成され、標準の Operator権利プロファイルとMedia
Restore権利プロファイルが割り当てられます。

% su primaryadmin
# /usr/sadm/bin/smrole add -H myHost -- -c "Custom Operator" -n oper2 -a johnDoe \
-d /export/home/oper2 -F "Backup/Restore Operator" -p "Operator" -p "Media Restore"

Authenticating as user: primaryadmin

Type /? for help, pressing <enter> accepts the default denoted by [ ]
Please enter a string value for: password :: <primaryadminパスワードを入力する>

Loading Tool: com.sun.admin.usermgr.cli.role.UserMgrRoleCli from myHost
Login to myHost as user primaryadmin was successful.
Download of com.sun.admin.usermgr.cli.role.UserMgrRoleCli from myHost was successful.

Type /? for help, pressing <enter> accepts the default denoted by [ ]
Please enter a string value for: password :: <type oper2 password>

# /etc/init.d/nscd stop
# /etc/init.d/nscd start

新しく作成した役割およびその他の役割を表示するには、次のように smroleコマン
ドに listオプションを指定します。

# /usr/sadm/bin/smrole list --
Authenticating as user: primaryadmin

Type /? for help, pressing <enter> accepts the default denoted by [ ]
Please enter a string value for: password :: <primaryadminパスワードを入力する>

Loading Tool: com.sun.admin.usermgr.cli.role.UserMgrRoleCli from myHost
Login to myHost as user primaryadmin was successful.
Download of com.sun.admin.usermgr.cli.role.UserMgrRoleCli from myHost was successful.
root 0 Super-User
primaryadmin 100 Most powerful role
sysadmin 101 Performs non-security admin tasks

oper2 102 Custom Operator

例 2–1
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ユーザーの RBACプロパティーの変更
ユーザーのプロパティーを変更するには、ユーザーツールコレクションをスーパー
ユーザーとして実行するか、Primary Administrator権利プロファイルが割り当てられ
ている役割を持つ必要があります。

� ユーザーアカウントツールを使用してユーザーの
RBACプロパティーを変更する方法

1. ユーザーアカウントツールを起動します。

ユーザーアカウントツールを実行するためには、Solaris Management Consoleを
起動する必要があります。これについては、『Solarisのシステム管理 (セキュリ
ティサービス)』の「Solaris管理コンソールで役割を引き受ける方法」を参照して
ください。次に、「ユーザー」ツールコレクションを開いて、「ユーザーアカウン
ト (User Accounts)」アイコンをクリックします。

ユーザーアカウントツールが起動すると、既存のユーザーアカウントのアイコンが
表示区画に表示されます。

2. 変更するユーザーアカウントのアイコンをクリックして、「アクション (Action)」
メニューから「プロパティー (Properties)」を選択するか、ユーザーアカウントの
アイコンをダブルクリックします。

3. 変更するプロパティーのダイアログボックスで、適切なタブを次のように選択しま
す。

� ユーザーに割り当てられた役割を変更するときは、「役割 (Role)」タブをク
リックして、変更する役割を「有効な役割 (Available Roles)」または「割り当
てられた役割 (Assigned Roles)」列に移動します。

� ユーザーに割り当てられた権利プロファイルを変更するときは、「権利
(Rights)」タブをクリックして、変更する権利プロファイルを「有効な権利
(Available Rights)」または「許可された権利 (Assigned Rights)」列に移動しま
す。

注 –権利プロファイルは、できるだけユーザーに直接割り当てないでくださ
い。特権付きアプリケーションを実行するときは、ユーザーが役割を引き受け
るようにしてください。通常のユーザーが、特権を不正に使用できないように
するためです。

手順
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� コマンド行からユーザーの RBACプロパティーを
変更する方法

1. スーパーユーザーになるか、ユーザーファイルを変更できる役割を引き受けます。

2. 次のように適切なコマンドを使用します。

� ローカルスコープに定義されたユーザーに割り当てられている承認、役割、ま
たは権利プロファイルを変更する場合は、 usermod(1M)コマンドを使用しま
す。

� また同じくローカルスコープに定義されたユーザーに割り当てられている承
認、役割、または権利プロファイルを変更する場合は、user_attrファイル
を編集することもできます。

この方法は、入力ミスが発生しやすいため、緊急時以外はできるだけ使用しな
いでください。

� ネームサービスに定義されたユーザーに割り当てられている承認、役割、また
は権利プロファイルを変更するときは、smuser(1M)コマンドを使用します。

このコマンドは、スーパーユーザー、またはユーザーファイルを変更できる役
割による認証を必要とします。smuserコマンドは、すべてのネームサービス
に適用でき、Solaris管理コンソールサーバーのクライアントとして動作しま
す。

手順
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第 3章

クラスタの停止と起動

この章では、クラスタと個々のクラスタノードの停止方法と起動方法について説明し
ます。

� 44ページの「クラスタを停止する」
� 46ページの「クラスタを起動する」
� 49ページの「クラスタを再起動する」
� 56ページの「クラスタノードを停止する」
� 58ページの「クラスタノードを起動する」
� 61ページの「クラスタノードを再起動する」
� 66ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起動する」
� 70ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」

この章の関連手順の概要は、表 3–1と表 3–2を参照してください。

クラスタの停止と起動の概要
Sun Cluster scshutdown(1M)コマンドを使用して、クラスタサービス全体を正しい
順序で正常に停止します。scshutdownコマンドは、クラスタの場所を移動するとき
にも使用できます。また、アプリケーションエラーによってデータが破壊された場合
に、クラスタを停止するときにも使用できます。

注 –クラスタ全体を正しく停止するには、shutdownや haltコマンドではなく、
scshutdownコマンドを使用します。Solarisの shutdownコマンドは、ノードを
個々に停止する場合に scswitch(1M)コマンドと一緒に使用します。詳細は、44
ページの「クラスタを停止する」、または55ページの「単一クラスタノードの停止
と起動」を参照してください。

scshutdownコマンドは、次の手順でクラスタのすべてのノードを停止します。

43



1. 実行中のすべてのリソースグループをオフラインにする。

2. すべてのクラスタファイルシステムをマウント解除する。

3. アクティブなデバイスサービスを停止する。

4. init 0 を実行してすべてのノードを OpenBoot™ PROM ok プロンプトの状態に
する (SPARCベースシステムの場合)か、あるいはブートサブシステムの状態にす
る (x86ベースシステムの場合)。ブートサブシステムの詳細は、『Solarisのシステ
ム管理 (基本編)』の「ブートサブシステム」で説明されています。

注 –必要であれば、ノードを非クラスタモードで (つまり、ノードがクラスタメンバー
シップを取得しないように)起動できます。非クラスタモードは、クラスタソフト
ウェアをインストールしたり、特定の管理手順を実行する際に役立ちます。詳細は、66
ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起動する」を参照してください。

表 3–1作業リスト:クラスタの停止と起動

タスク 参照先

クラスタの停止

-scshutdown(1M)を使用します

44ページの「クラスタを停止する」
を参照

すべてのノードを起動してクラスタを起動

クラスタメンバーシップを取得できるように、ノード
にはクラスタインターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

46ページの「クラスタを起動する」
を参照

クラスタの再起動

- scshutdownを使用します。

okプロンプト、または「Current Boot Parameters」画
面の Select (b)oot または (i)nterpreter プロン
プトで、boot(1M)または bコマンドを使用して各
ノードを個々に起動します。

クラスタメンバーシップを取得できるように、ノード
にはクラスタインターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

49ページの「クラスタを再起動す
る」を参照

� クラスタを停止する

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を使用
してはいけません。この機能はクラスタ内ではサポートされません。
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1. SPARC:Oracleの Parallel Serverまたは Real Application Clustersが動作してい
るクラスタの場合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. ただちにクラスタを停止します。

クラスタ内の 1つのノードから、次のコマンドを入力します。

# scshutdown -g0 -y

4. SPARCベースシステムでは、すべてのノードが okプロンプトの状態になったこ
とを確認します。x86ベースシステムでは、すべてのノードが Boot Subsystemの
状態になったことを確認します。

SPARCベースのシステムではすべてのクラスタノードが okプロンプトになるま
で、x86ベースシステムではすべてのクラスタノードが Boot Subsystemの状態に
なるまで、どのノードの電源も切らないでください。

5. 必要であればノードの電源を切ります。

SPARC:クラスタの停止
次に、正常なクラスタの動作を停止して、すべてのノードを okプロンプトの状態に
したときのコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで停止の猶予
期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう
指定しています。停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示
されます。

# scshutdown -g0 -y
Wed Mar 10 13:47:32 phys-schost-1 cl_runtime:
WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated

ok

x86:クラスタの停止
次に、正常なクラスタの動作を停止して、すべてのノードを停止したときのコンソー
ルの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで停止の猶予期間をゼロに設定
し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう指定しています。
停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示されます。

# scshutdown -g0 -y
May 2 10:32:57 phys-schost-1 cl_runtime:
WARNING: CMM: Monitoring disabled.

手順

例 3–1

例 3–2
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root@phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
failfasts already disabled on node 1
Print services already stopped.
May 2 10:33:13 phys-schost-1 syslogd: going down on signal 15
The system is down.
syncing file systems... done

Type any key to continue

46ページの「クラスタを起動する」を参照し、停止したクラスタを再起動します。

� クラスタを起動する

1. ノードが停止されて okプロンプトの状態になっているか、あるいは「Current
Boot Parameters」画面で Select (b)oot または (i)nterpreter プロンプト
の状態になっているクラスタを起動する場合には、boot(1M)コマンドで各ノー
ドを起動します。

停止中に構成を変更した場合は、最新の構成情報を持つノードを最初に起動する必
要があります。これ以外の場合は、どのような順序でノードを起動してもかまいま
せん。

� SPARC:

ok boot

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b

クラスタコンポーネントが起動すると、起動されたノードのコンソールにメッセー
ジが表示されます

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイ
ンターコネクトとの動作中の接続が必要です。

2. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

参照

手順
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scstat(1M)コマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合
は、70ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してくださ
い。

SPARC:クラスタの起動
次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。クラスタ内の他のノードのコンソールにも同様のメッセージが表
示されます。

ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: Node phys-schost-1 with votecount = 1 added.
NOTICE: Node phys-schost-2 with votecount = 1 added.
NOTICE: Node phys-schost-3 with votecount = 1 added.
...
NOTICE: Node phys-schost-1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-2 (incarnation # 937690106) has become reachable.
NOTICE: Node phys-schost-3 (incarnation # 937690290) has become reachable.
NOTICE: cluster has reached quorum.
NOTICE: node phys-schost-1 is up; new incarnation number = 937846227.
NOTICE: node phys-schost-2 is up; new incarnation number = 937690106.
NOTICE: node phys-schost-3 is up; new incarnation number = 937690290.
NOTICE: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3.

...

x86:クラスタの起動
次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。クラスタ内の他のノードのコンソールにも同様のメッセージが表
示されます。

ATI RAGE SDRAM BIOS P/N GR-xlint.007-4.330
* BIOS Lan-Console 2.0
Copyright (C) 1999-2001 Intel Corporation
MAC ADDR: 00 02 47 31 38 3C
AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064
2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz

例 3–3

例 3–4

第 3章 •クラスタの停止と起動 47



Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

Press <F2> to enter SETUP, <F12> Network

Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS v2.57S4
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved.

Press <Ctrl><A> for SCSISelect(TM) Utility!

Ch B, SCSI ID: 0 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 1 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 6 ESG-SHV SCA HSBP M18 ASYN

Ch A, SCSI ID: 2 SUN StorEdge 3310 160
SCSI ID: 3 SUN StorEdge 3310 160

AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064

2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

SunOS - Intel Platform Edition Primary Boot Subsystem, vsn 2.0

Current Disk Partition Information

Part# Status Type Start Length
================================================

1 Active X86 BOOT 2428 21852
2 SOLARIS 24280 71662420
3 <unused>
4 <unused>

Please select the partition you wish to boot: * *

Solaris DCB

loading /solaris/boot.bin

SunOS Secondary Boot version 3.00

Solaris Intel Platform Edition Booting System

Autobooting from bootpath: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/
pci8086,341a@7,1/sd@0,0:a

If the system hardware has changed, or to boot from a different
device, interrupt the autoboot process by pressing ESC.
Press ESCape to interrupt autoboot in 2 seconds.
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Initializing system
Please wait...
Warning: Resource Conflict - both devices are added

NON-ACPI device: ISY0050
Port: 3F0-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

ACPI device: ISY0050
Port: 3F2-3F3, 3F4-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter:
Size: 275683 + 22092 + 150244 Bytes
/platform/i86pc/kernel/unix loaded - 0xac000 bytes used
SunOS Release 5.9 Version Generic_112234-07 32-bit
Copyright 1983-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.
configuring IPv4 interfaces: e1000g2.
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Quorum device 1 (/dev/did/rdsk/d1s2) added; votecount = 1, bitmask
of nodes with configured paths = 0x3.
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g3 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 online
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g0 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being constructed
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: attempting to join cluster.
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being initiated
NOTICE: CMM: Quorum device /dev/did/rdsk/d1s2: owner set to node 1.
NOTICE: CMM: Cluster has reached quorum.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) is up; new incarnation number = 1068496374.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) is up; new incarnation number = 1068496374.
NOTICE: CMM: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2.
NOTICE: CMM: node reconfiguration #1 completed.

NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: joined cluster.

� クラスタを再起動する
scshutdown(1M) コマンドを実行してクラスタを停止してから、各ノード
でboot(1M)コマンドを使用してクラスタを再起動します。
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1. SPARC:Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clustersが動作してい
るクラスタの場合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. クラスタを停止します。

クラスタ内の 1つのノードから、次のコマンドを入力します。

# scshutdown -g0 -y

各ノードが停止します。

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイ
ンターコネクトとの動作中の接続が必要です。

4. 各ノードを起動します。

停止中に構成を変更した場合以外は、どのような順序でノードを起動してもかまい
ません。停止中に構成を変更した場合は、最新の構成情報を持つノードを最初に起
動する必要があります。

� SPARC:

ok boot

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b

クラスタコンポーネントが起動すると、起動されたノードのコンソールにメッセー
ジが表示されます。

5. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

scstatコマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

手順
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注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合
は、70ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してくださ
い。

SPARC:クラスタの再起動
次に、正常なクラスタの動作を停止してすべてのノードを okプロンプトの状態にし
てから、クラスタを再起動したときのコンソールの出力例を示します。ここでは、-g
0オプションで猶予期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に
yesと応答するよう指定しています。停止メッセージは、クラスタ内の他のノードの
コンソールにも表示されます。

# scshutdown -g0 -y
Wed Mar 10 13:47:32 phys-schost-1 cl_runtime:
WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
...
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated
ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-2 (incarnation # 937690106) has become reachable.
NOTICE: Node phys-schost-3 (incarnation # 937690290) has become reachable.
NOTICE: cluster has reached quorum.
...
NOTICE: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3.
...
NOTICE: Node phys-schost-1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.
phys-schost-1 console login:
NOTICE: Node phys-schost-1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems

例 3–5
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...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

x86:クラスタの再起動
次に、正常なクラスタの動作を停止してすべてのノードを停止し、続いてクラスタを
再起動したときのコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで猶予
期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう
指定しています。停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示
されます。

# scshutdown -g0 -y
May 2 10:32:57 phys-schost-1 cl_runtime:
WARNING: CMM: Monitoring disabled.
root@phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
failfasts already disabled on node 1
Print services already stopped.
May 2 10:33:13 phys-schost-1 syslogd: going down on signal 15
The system is down.
syncing file systems... done
Type any key to continue

ATI RAGE SDRAM BIOS P/N GR-xlint.007-4.330
* BIOS Lan-Console 2.0
Copyright (C) 1999-2001 Intel Corporation
MAC ADDR: 00 02 47 31 38 3C
AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064
2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

Press <F2> to enter SETUP, <F12> Network

Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS v2.57S4
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved.

Press <Ctrl><A> for SCSISelect(TM) Utility!

Ch B, SCSI ID: 0 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 1 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 6 ESG-SHV SCA HSBP M18 ASYN

例 3–6
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Ch A, SCSI ID: 2 SUN StorEdge 3310 160
SCSI ID: 3 SUN StorEdge 3310 160

AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064

2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

SunOS - Intel Platform Edition Primary Boot Subsystem, vsn 2.0

Current Disk Partition Information

Part# Status Type Start Length
================================================

1 Active X86 BOOT 2428 21852
2 SOLARIS 24280 71662420
3 <unused>
4 <unused>

Please select the partition you wish to boot: * *

Solaris DCB

loading /solaris/boot.bin

SunOS Secondary Boot version 3.00

Solaris Intel Platform Edition Booting System

Autobooting from bootpath: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/
pci8086,341a@7,1/sd@0,0:a

If the system hardware has changed, or to boot from a different
device, interrupt the autoboot process by pressing ESC.
Press ESCape to interrupt autoboot in 2 seconds.
Initializing system
Please wait...
Warning: Resource Conflict - both devices are added

NON-ACPI device: ISY0050
Port: 3F0-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

ACPI device: ISY0050
Port: 3F2-3F3, 3F4-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:
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Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b
Size: 275683 + 22092 + 150244 Bytes
/platform/i86pc/kernel/unix loaded - 0xac000 bytes used
SunOS Release 5.9 Version Generic_112234-07 32-bit
Copyright 1983-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.
configuring IPv4 interfaces: e1000g2.
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Quorum device 1 (/dev/did/rdsk/d1s2) added; votecount = 1, bitmask
of nodes with configured paths = 0x3.
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g3 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 online
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g0 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being constructed
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: attempting to join cluster.
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being initiated
NOTICE: CMM: Quorum device /dev/did/rdsk/d1s2: owner set to node 1.
NOTICE: CMM: Cluster has reached quorum.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) is up; new incarnation number = 1068496374.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) is up; new incarnation number = 1068496374.
NOTICE: CMM: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2.
NOTICE: CMM: node reconfiguration #1 completed.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: joined cluster.
WARNING: mod_installdrv: no major number for rsmrdt
ip: joining multicasts failed (18) on clprivnet0 - will use link layer
broadcasts for multicast
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
/dev/rdsk/c1t0d0s5: is clean.
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 online
NIS domain name is dev.eng.mycompany.com
starting rpc services: rpcbind keyserv ypbind done.
Setting netmask of e1000g2 to 192.168.255.0
Setting netmask of e1000g3 to 192.168.255.128
Setting netmask of e1000g0 to 192.168.255.128
Setting netmask of clprivnet0 to 192.168.255.0
Setting default IPv4 interface for multicast: add net 224.0/4: gateway phys-schost-1
syslog service starting.
obtaining access to all attached disks

*****************************************************************************
*
* The X-server can not be started on display :0...
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*
*****************************************************************************
volume management starting.
Starting Fault Injection Server...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

単一クラスタノードの停止と起動

注 –ノードを個々に停止する場合は、scswitch(1M)コマンドを Solarisの
shutdown(1M)コマンドと組み合わせて使用します。クラスタ全体を停止する場合に
だけ、scshutdownコマンドを使用します。

表 3–2 Task Map:クラスタノードの停止と起動

タスク 参照先

クラスタノードの停止

- scswitch(1M)と shutdown(1M)
を使用します

56ページの「クラスタノードを停止する」

ノードの起動

クラスタメンバーシップを取得でき
るように、ノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

58ページの「クラスタノードを起動する」

クラスタノードをいったん停止して
から再起動

- scswitchと shutdownを使用し
ます。

クラスタメンバーシップを取得でき
るように、ノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

61ページの「クラスタノードを再起動する」
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表 3–2 Task Map:クラスタノードの停止と起動 (続き)
タスク 参照先

ノードがクラスタメンバーシップを
取得しないようにノードを起動

- scswitchと shutdownを使用
し、次に boot -x または b -x を使
用します。

66ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起
動する」

� クラスタノードを停止する

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を使用
してはいけません。この機能はクラスタ内ではサポートされません。

1. SPARC:Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clustersが動作してい
るクラスタの場合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. 停止するクラスタノードでスーパーユーザーになります。

3. すべてのリソースグループ、リソース、およびデバイスグループを、停止するノー
ドから別のクラスタノードに切り替えます。

停止するノードで次のようにコマンドを入力します。

# scswitch -S -h node

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグループを退
避します。

-h node リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定しま
す。

4. クラスタノードを停止します。

停止するノードで次のようにコマンドを入力します。

# shutdown -g0 -y -i0

5. クラスタノードが okプロンプトの状態、あるいは「Current Boot Parameters」画
面の Select (b)oot または (i)nterpreter プロンプトの状態になったことを
確認します。

6. 必要であればノードの電源を切ります。

手順
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SPARC:クラスタノードの停止

次に、ノード phys-schost-1を停止したときのコンソールの出力例を示します。こ
こでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対し
て自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実行レベル 0で起動します。このノー
ドの停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
Wed Mar 10 13:47:32 phys-schost-1 cl_runtime:
WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
Notice: rgmd is being stopped.
Notice: rpc.pmfd is being stopped.
Notice: rpc.fed is being stopped.
umount: /global/.devices/node@1 busy
umount: /global/phys-schost-1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated

ok

x86:クラスタノードの停止

次に、ノード phys-schost-1を停止したときのコンソールの出力例を示します。こ
こでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対し
て自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実行レベル 0で起動します。このノー
ドの停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
Shutdown started. Wed Mar 10 13:47:32 PST 2004

Changing to init state 0 - please wait
Broadcast Message from root (console) on phys-schost-1 Wed Mar 10 13:47:32...
THE SYSTEM phys-schost-1 IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !
Log off now or risk your files being damaged

phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
failfasts disabled on node 1
Print services already stopped.
Mar 10 13:47:44 phys-schost-1 syslogd: going down on signal 15
umount: /global/.devices/node@2 busy
umount: /global/.devices/node@1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
WARNING: CMM: Node being shut down.

例 3–7

例 3–8
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Type any key to continue

58ページの「クラスタノードを起動する」を参照し、停止したクラスタノードを再起
動します。

� クラスタノードを起動する
クラスタ内の他のアクティブノードを停止または再起動したい場合は、少なくとも起
動中のノードでログインプロンプトが表示されるまで待ってください。ログインプロ
ンプトが表示されてからでなければ、そのノードは、停止または再起動するクラスタ
内の他のノードからサービスを引き継げません。

注 –クラスタノードの起動方法は、定足数 (quorum)の構成によって変わる場合があ
ります。2ノードのクラスタでは、クラスタの定足数の合計数が 3つになるように定
足数デバイスを構成する必要があります(各ノードごとに 1つと定足数デバイスに 1
つ)。この場合、最初のノードを停止しても、2つ目のノードは定足数を保持してお
り、唯一のクラスタメンバーとして動作します。1番目のノードをクラスタノードと
してクラスタに復帰させるには、2番目のノードが稼動中で必要な数のクラスタ定足
数(2つ)が存在している必要があります。

1. 停止したクラスタノードを起動するために、そのノードを起動します。

� SPARC:

ok boot

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b

クラスタコンポーネントが起動すると、起動されたノードのコンソールにメッセー
ジが表示されます。

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイ
ンターコネクトとの動作中の接続が必要です。

参照

手順
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2. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

scstatコマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合
は、70ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してくださ
い。

SPARC:クラスタノードの起動

次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。

ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

x86:クラスタノードの起動

次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

例 3–9

例 3–10
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Select (b)oot or (i)nterpreter: Size: 276915 + 22156 + 150372 Bytes
/platform/i86pc/kernel/unix loaded - 0xac000 bytes used
SunOS Release 5.9 Version on81-feature-patch:08/30/2003 32-bit
Copyright 1983-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.
configuring IPv4 interfaces: e1000g2.
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Quorum device 1 (/dev/did/rdsk/d1s2) added; votecount = 1, bitmask
of nodes with configured paths = 0x3.
WARNING: CMM: Initialization for quorum device /dev/did/rdsk/d1s2 failed with
error EACCES. Will retry later.
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g3 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 online
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g0 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being constructed
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: attempting to join cluster.
WARNING: CMM: Reading reservation keys from quorum device /dev/did/rdsk/d1s2
failed with error 2.
NOTICE: CMM: Cluster has reached quorum.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) is up; new incarnation number =
1068503958.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) is up; new incarnation number =
1068496374.
NOTICE: CMM: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2.
NOTICE: CMM: node reconfiguration #3 completed.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: joined cluster.
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 online
NOTICE: CMM: Retry of initialization for quorum device /dev/did/rdsk/d1s2 was
successful.
WARNING: mod_installdrv: no major number for rsmrdt
ip: joining multicasts failed (18) on clprivnet0 - will use link layer
broadcasts for multicast
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
/dev/rdsk/c1t0d0s5: is clean.
NIS domain name is dev.eng.mycompany.com
starting rpc services: rpcbind keyserv ypbind done.
Setting netmask of e1000g2 to 192.168.255.0
Setting netmask of e1000g3 to 192.168.255.128
Setting netmask of e1000g0 to 192.168.255.128
Setting netmask of clprivnet0 to 192.168.255.0
Setting default IPv4 interface for multicast: add net 224.0/4: gateway phys-schost-1
syslog service starting.
obtaining access to all attached disks

*****************************************************************************
*
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* The X-server can not be started on display :0...
*
*****************************************************************************
volume management starting.
Starting Fault Injection Server...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

� クラスタノードを再起動する
クラスタ内の他のアクティブノードを停止または再起動したい場合は、少なくとも再
起動中のノードでログインプロンプトが表示されるまで待ってください。ログインプ
ロンプトが表示されてからでなければ、そのノードは、停止または再起動するクラス
タ内の他のノードからサービスを引き継げません。

1. SPARC:Oracle Parallel Server/Real Application Clustersが動作しているクラスタ
ノードの場合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. 停止するクラスタノードでスーパーユーザーになります。

3. scswitchおよび shutdownコマンドを使用してクラスタノードを停止します。

停止するノードで次のコマンドを入力します。-i 6 オプションを指定して
shutdownコマンドを使用すると、ノードが停止して再起動します。

# scswitch -S -h node
# shutdown -g0 -y -i6

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイ
ンターコネクトとの動作中の接続が必要です。

4. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

# scstat -n

SPARC:クラスタノードの再起動

次に、ノード phys-schost-1を再起動したときのコンソールの出力例を示します。
このノードの停止時および起動時の通知メッセージは、クラスタ内の他のノードのコ
ンソールに表示されます。

手順

例 3–11
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# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i6
Shutdown started. Wed Mar 10 13:47:32 phys-schost-1 cl_runtime:

WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
INIT: New run level: 6
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
Notice: rgmd is being stopped.
Notice: rpc.pmfd is being stopped.
Notice: rpc.fed is being stopped.
umount: /global/.devices/node@1 busy
umount: /global/phys-schost-1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
rebooting...
Resetting ...
,,,
Sun Ultra 1 SBus (UltraSPARC 143MHz), No Keyboard
OpenBoot 3.11, 128 MB memory installed, Serial #5932401.
Ethernet address 8:8:20:99:ab:77, Host ID: 8899ab77.
...
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node phys-schost-1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

x86:クラスタノードの再起動

次に、ノード phys-schost-1を再起動したときのコンソールの出力例を示します。
このノードの停止時および起動時の通知メッセージは、クラスタ内の他のノードのコ
ンソールに表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i6
Shutdown started. Wed Mar 10 13:47:32 PST 2004

Changing to init state 6 - please wait
Broadcast Message from root (console) on phys-schost-1 Wed Mar 10 13:47:32...
THE SYSTEM phys-schost-1 IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !
Log off now or risk your files being damaged

phys-schost-1#
INIT: New run level: 6

例 3–12
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The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
Print services already stopped.
Mar 10 13:47:44 phys-schost-1 syslogd: going down on signal 15

umount: /global/.devices/node@2 busy
umount: /global/.devices/node@1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
WARNING: CMM: Node being shut down.
rebooting...

ATI RAGE SDRAM BIOS P/N GR-xlint.007-4.330
* BIOS Lan-Console 2.0
Copyright (C) 1999-2001 Intel Corporation
MAC ADDR: 00 02 47 31 38 3C
AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064
2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

Press <F2> to enter SETUP, <F12> Network

Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS v2.57S4
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved.

Press <Ctrl><A> for SCSISelect(TM) Utility!

Ch B, SCSI ID: 0 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 1 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 6 ESG-SHV SCA HSBP M18 ASYN

Ch A, SCSI ID: 2 SUN StorEdge 3310 160
SCSI ID: 3 SUN StorEdge 3310 160

AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064

2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

SunOS - Intel Platform Edition Primary Boot Subsystem, vsn 2.0

第 3章 •クラスタの停止と起動 63



Current Disk Partition Information

Part# Status Type Start Length
================================================

1 Active X86 BOOT 2428 21852
2 SOLARIS 24280 71662420
3 <unused>
4 <unused>

Please select the partition you wish to boot: * *

Solaris DCB

loading /solaris/boot.bin

SunOS Secondary Boot version 3.00

Solaris Intel Platform Edition Booting System

Autobooting from bootpath: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/
pci8086,341a@7,1/sd@0,0:a

If the system hardware has changed, or to boot from a different
device, interrupt the autoboot process by pressing ESC.
Press ESCape to interrupt autoboot in 2 seconds.
Initializing system
Please wait...
Warning: Resource Conflict - both devices are added

NON-ACPI device: ISY0050
Port: 3F0-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

ACPI device: ISY0050
Port: 3F2-3F3, 3F4-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: Size: 276915 + 22156 + 150372 Bytes
/platform/i86pc/kernel/unix loaded - 0xac000 bytes used
SunOS Release 5.9 Version on81-feature-patch:08/30/2003 32-bit
Copyright 1983-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.
configuring IPv4 interfaces: e1000g2.
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) with votecount = 1 added.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) with votecount = 1 added.
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NOTICE: CMM: Quorum device 1 (/dev/did/rdsk/d1s2) added; votecount = 1, bitmask
of nodes with configured paths = 0x3.
WARNING: CMM: Initialization for quorum device /dev/did/rdsk/d1s2 failed with
error EACCES. Will retry later.
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g3 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g3 - phys-schost-2:e1000g3 online
NOTICE: clcomm: Adapter e1000g0 constructed
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being constructed
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: attempting to join cluster.
WARNING: CMM: Reading reservation keys from quorum device /dev/did/rdsk/d1s2
failed with error 2.
NOTICE: CMM: Cluster has reached quorum.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1 (nodeid = 1) is up; new incarnation number =
1068503958.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-2 (nodeid = 2) is up; new incarnation number =
1068496374.
NOTICE: CMM: Cluster members: phys-schost-1 phys-schost-2.
NOTICE: CMM: node reconfiguration #3 completed.
NOTICE: CMM: Node phys-schost-1: joined cluster.
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 being initiated
NOTICE: clcomm: Path phys-schost-1:e1000g0 - phys-schost-2:e1000g0 online
NOTICE: CMM: Retry of initialization for quorum device /dev/did/rdsk/d1s2 was
successful.
WARNING: mod_installdrv: no major number for rsmrdt
ip: joining multicasts failed (18) on clprivnet0 - will use link layer
broadcasts for multicast
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
/dev/rdsk/c1t0d0s5: is clean.
NIS domain name is dev.eng.mycompany.com
starting rpc services: rpcbind keyserv ypbind done.
Setting netmask of e1000g2 to 192.168.255.0
Setting netmask of e1000g3 to 192.168.255.128
Setting netmask of e1000g0 to 192.168.255.128
Setting netmask of clprivnet0 to 192.168.255.0
Setting default IPv4 interface for multicast: add net 224.0/4: gateway phys-schost-1
syslog service starting.
obtaining access to all attached disks

*****************************************************************************
*
* The X-server can not be started on display :0...
*
*****************************************************************************
volume management starting.
Starting Fault Injection Server...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:
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� 非クラスタモードでクラスタノードを起動する
ノードは、クラスタメンバーシップに参加しないよう、つまり非クラスタモードで起
動できます。非クラスタモードは、クラスタソフトウェアをインストールしたり、
ノードにパッチを適用するなどの特定の管理手順を実行する際に役立ちます。

1. 非クラスタモードで起動したクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. scswitchおよびshutdownコマンドを使用してノードを停止します。

# scswitch -S -h node
# shutdown -g0 -y -i0

3. ノードが okプロンプトの状態、あるいは「Current Boot Parameters」画面の
Select (b)oot または (i)nterpreter プロンプトの状態になったことを確認
します。

4. boot(1M)または bコマンドに -xオプションを指定し、ノードを非クラスタモー
ドで起動します。

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

ノードがクラスタの一部ではないことを示すメッセージが、そのノードのコンソー
ルに表示されます。

SPARC:非クラスタモードでクラスタノードを起動する

次に、ノード phys-schost-1を停止してから、非クラスタモードで再起動したとき
のコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設
定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実
行レベル 0で起動します。このノードの停止メッセージは、クラスタ内の他のノード
のコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
Shutdown started. Wed Mar 10 13:47:32 phys-schost-1 cl_runtime:

手順

例 3–13
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WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
...
rg_name = schost-sa-1 ...
offline node = phys-schost-2 ...
num of node = 0 ...
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
Print services stopped.
syslogd: going down on signal 15
...
The system is down.
syncing file systems... done
WARNING: node phys-schost-1 is being shut down.
Program terminated

ok boot -x
...
Not booting as part of cluster
...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

x86:非クラスタモードでクラスタノードを起動する

次に、ノード phys-schost-1を停止してから、非クラスタモードで再起動したとき
のコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設
定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実
行レベル 0で起動します。このノードの停止メッセージは、クラスタ内の他のノード
のコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
Shutdown started. Wed Mar 10 13:47:32 PST 2004

phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
Print services already stopped.
Mar 10 13:47:44 phys-schost-1 syslogd: going down on signal 15
...
The system is down.
syncing file systems... done
WARNING: CMM: Node being shut down.
Type any key to continue

ATI RAGE SDRAM BIOS P/N GR-xlint.007-4.330
* BIOS Lan-Console 2.0
Copyright (C) 1999-2001 Intel Corporation

例 3–14
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MAC ADDR: 00 02 47 31 38 3C
AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064
2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

Press <F2> to enter SETUP, <F12> Network

Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS v2.57S4
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved.

Press <Ctrl><A> for SCSISelect(TM) Utility!

Ch B, SCSI ID: 0 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 1 SEAGATE ST336605LC 160
SCSI ID: 6 ESG-SHV SCA HSBP M18 ASYN

Ch A, SCSI ID: 2 SUN StorEdge 3310 160
SCSI ID: 3 SUN StorEdge 3310 160

AMIBIOS (C)1985-2002 American Megatrends Inc.,
Copyright 1996-2002 Intel Corporation
SCB20.86B.1064.P18.0208191106
SCB2 Production BIOS Version 2.08
BIOS Build 1064

2 X Intel(R) Pentium(R) III CPU family 1400MHz
Testing system memory, memory size=2048MB
2048MB Extended Memory Passed
512K L2 Cache SRAM Passed
ATAPI CD-ROM SAMSUNG CD-ROM SN-124

SunOS - Intel Platform Edition Primary Boot Subsystem, vsn 2.0

Current Disk Partition Information

Part# Status Type Start Length
================================================

1 Active X86 BOOT 2428 21852
2 SOLARIS 24280 71662420
3 <unused>
4 <unused>

Please select the partition you wish to boot: * *

Solaris DCB

loading /solaris/boot.bin

SunOS Secondary Boot version 3.00
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Solaris Intel Platform Edition Booting System

Autobooting from bootpath: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/
pci8086,341a@7,1/sd@0,0:a

If the system hardware has changed, or to boot from a different
device, interrupt the autoboot process by pressing ESC.
Press ESCape to interrupt autoboot in 2 seconds.
Initializing system
Please wait...
Warning: Resource Conflict - both devices are added

NON-ACPI device: ISY0050
Port: 3F0-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

ACPI device: ISY0050
Port: 3F2-3F3, 3F4-3F5, 3F7; IRQ: 6; DMA: 2

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x
...
Not booting as part of cluster
...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

満杯の /varファイルシステムを修復す
る
Solarisと Sun Clusterソフトウェアは、どちらも /var/adm/messagesファイルに
エラーメッセージを書き込みます。このため、運用を続けるうちに /varファイルシ
ステムが満杯になってしまうことがあります。クラスタノードの /varファイルシス
テムが満杯になると、そのノード上では Sun Clusterが再起動できなくなる可能性が
あります。また、そのノードにログインできなくなる可能性もあります。
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� 満杯の /varファイルシステムを修復する
/varファイルシステムが満杯になったことがノードによって報告され、Sun Cluster
サービスが引き続き実行されているときは、次の手順で、満杯になったファイルシス
テムを整理してください。詳細については、『Solarisのシステム管理 (上級
編)』の「システムメッセージの表示」を参照してください。

1. 満杯の /varファイルシステムが存在するクラスタノードでスーパーユーザーにな
ります。

2. 満杯のファイルシステムを整理します。

たとえば、ファイルシステムにある重要ではないファイルを削除します。

手順
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第 4章

広域デバイス、ディスクパス監視、お
よびクラスタファイルシステムの管理

この章では、広域デバイス、ディスクパス監視、およびクラスタファイルシステムの
管理手順を説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 79ページの「広域デバイス名前空間を更新する」
� 80ページの「ディスクデバイスグループを追加および登録する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 81ページの「ディスクデバイスグループを削除して登録を解除する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager )」
� 82ページの「すべてのディスクデバイスグループからノードを削除する」
� 83ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 85ページの「1つのクラスタ内に 3つ以上のディスクセットを作成する」
� 86ページの「SPARC:ディスクの初期化時に新しいディスクグループを作成

(VERITAS Volume Manager)」
� 87ページの「SPARC:ディスクをカプセル化する際に新しいディスクグループを
作成する (VERITAS Volume Manager)」

� 88ページの「SPARC:新しいボリュームを既存のディスクデバイスグループに登
録する (VERITAS Volume Manager)」

� 89ページの「SPARC:既存のディスクグループをディスクデバイスグループに変
更する (VERITAS Volume Manager)」

� 90ページの「SPARC:ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当
てる (VERITAS Volume Manager)」

� 91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録
する (VERITAS Volume Manager)」

� 93ページの「SPARC:ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume
Manager)」

� 94ページの「SPARC:二次ノードの希望数を設定する (VERITAS Volume
Manager)」

� 96ページの「SPARC:ディスクデバイスグループからボリュームを削除する
(VERITAS Volume Manager)」

� 97ページの「SPARC:ディスクデバイスグループを削除して登録を解除する
(VERITAS Volume Manager )」
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� 98ページの「SPARC:ディスクデバイスグループにノードを追加する (VERITAS
Volume Manager)」

� 99ページの「SPARC:ディスクデバイスグループからノードを削除する
(VERITAS Volume Manager)」

� 100ページの「SPARC: rawディスクデバイスグループからノードを削除する」
� 102ページの「ディスクデバイスのプロパティーを変更する」
� 103ページの「デバイスグループの二次ノードの希望数を変更する」
� 105ページの「ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示する」
� 106ページの「デバイスグループの主ノードを切り替える」
� 107ページの「ディスクデバイスグループを保守状態にする」
� 109ページの「クラスタファイルシステムを追加する」
� 113ページの「クラスタファイルシステムを削除する」
� 115ページの「クラスタ内の広域マウントを確認する」
� 117ページの「ディスクパスの監視方法」
� 119ページの「障害のあるディスクパスを表示する」
� 118ページの「ディスクパスの監視を解除する方法」
� 120ページの「ファイルからディスクパスを監視する」

この章に関連する手順の概要については、表 4–2を参照してください。

広域デバイス、広域名前空間、ディスクデバイスグループ、ディスクパス監視、およ
びクラスタファイルシステムの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。

広域デバイスと広域名前空間の管理の概
要
Sun Clusterディスクデバイスグループの管理方法は、クラスタにインストールされて
いるボリューム管理ソフトウェアによって決まります。Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerは「クラスタ対応」なので、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerの metaset(1M)コマンドを使用してディスクデバイスグループを追加、登
録、および削除できます。VERITAS Volume Manager (VxVM)を使用している場合、
VxVMコマンドを使用してディスクグループを作成し、scsetup(1M)ユーティリ
ティーを使用し、ディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして
登録します。VxVMディスクデバイスグループを削除するには、scsetupコマンド
と VxVMコマンドの両方を使用します。

Sun Clusterソフトウェアは、クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイスごと
に、rawディスクデバイスグループを自動的に作成します。ただし、クラスタデバイ
スグループは広域デバイスとしてアクセスされるまでオフラインのままです。ディス
クデバイスグループやボリューム管理ソフトウェアのディスクグループを管理する際
は、グループの主ノードであるクラスタから実行する必要があります。
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広域名前空間はインストール中に自動的に設定され、Solarisオペレーティングシステ
ムの再起動中に自動的に更新されるため、通常、広域デバイス名前空間は管理する必
要はありません。ただし、広域名前空間を更新する必要がある場合は、任意のクラス
タノードから scgdevs(1M)コマンドを実行できます。このコマンドにより、その他
のすべてのクラスタノードだけでなく、今後クラスタに結合する可能性があるノード
でも広域名前空間を更新できます。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの広域
デバイスのアクセス権
広域デバイスのアクセス権に加えた変更は、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerおよびディスクデバイスのクラスタのすべてのノードには自動的に伝達され
ません。広域デバイスのアクセス権を変更する場合は、クラスタ内のすべてのノード
で手作業でアクセス権を変更する必要があります。たとえば、広域デバイス
/dev/global/dsk/d3s0のアクセス権を 644に変更する場合は、次のコマンドを実
行する必要があります。

# chmod 644 /dev/global/dsk/d3s0

このコマンドは、クラスタ内のすべてのノードで実行してください。

VxVMは、chmodコマンドをサポートしません。VxVMで広域デバイスのアクセス
権を変更する方法については、VxVMの管理者ガイドを参照してください。

広域デバイスでの動的再構成
クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイス上で動的再構成 (DR)を実行すると
きには、いくつかの問題を考慮する必要があります。

� Sun Clusterの動的再構成 (DR)のサポートには、Solarisの DR機能に述べられて
いる必要条件、手順、および制限がすべて適用されます。ただし、オペレーティン
グ環境の休止操作は除きます。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能
を使用する前には必ず、Solarisの DR機能についての説明を熟読してください。
特に、DR Detach操作中に、ネットワークに接続されていない入出力デバイスに
影響する問題について確認してください。

� 主ノードのアクティブなデバイス上では DR削除操作を実行できません。DR操作
を実行できるのは、主ノードのアクティブでないデバイスか、二次ノードの任意の
デバイス上でだけです。

� DR操作が終了すると、クラスタのデータアクセスが前と同じように続けられま
す。

� Sun Clusterは、定足数デバイスの使用に影響を与える DR操作を拒否します。詳
細については、125ページの「定足数デバイスへの動的再構成」を参照してくださ
い。
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注意 –二次ノードに対して DR操作を行っているときに現在の主ノードに障害が発生
すると、クラスタの可用性が損なわれます。新しい二次ノードが提供されるまで、主
ノードにはフェイルオーバーする場所がありません。

広域デバイス上で DR操作を実行するには、次の手順をその順番どおりに行います。

表 4–1 Task Map:ディスクデバイスとテープデバイスでの動的再構成

タスク 参照先

1.アクティブなデバイスグループに
影響するような DR操作を現在の主
ノードに実行する必要がある場合、
DR削除操作をデバイス上で実行す
る前に、主ノードと二次ノードの切
替えを実行

106ページの「デバイスグループの主ノードを切り替え
る」

2.削除するデバイス上で DR削除操
作を実行します。

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris
9 on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 DR Configuration Guide』と『Sun Enterprise
10000 Dynamic Reconfiguration Reference Manual』

SPARC: VERITAS Volume Managerによる管理に
関する注意事項
� Sun Clusterで VxVM名前空間を保持するには、VxVMのディスクグループまた
はボリュームの変更を Sun Clusterディスクデバイスグループの構成の変更として
登録する必要があります。変更を登録することによって、すべてのクラスタノード
を確実に更新できます。名前空間に影響を与える構成の変更の例としては、ボ
リュームの追加、削除、名前変更があります。また、ボリュームのアクセス権、所
有者、グループIDの変更なども名前空間に影響を与えます。

注 –ディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとしてクラスタに
登録した後は、VxVMコマンドを使用して VxVMディスクグループをインポート
またはデポートしてはいけません。ディスクグループのインポートやデポートが必
要な場合は、すべて Sun Clusterソフトウェアによって処理します。

� 各 VxVMディスクグループには、クラスタ全体で一意のマイナー番号が与えられ
ています。デフォルトでは、ディスクグループを作成したときに、VxVMに
よって 1000の倍数の乱数がディスクグループのベースマイナー番号として選択さ
れます。少数のディスクグループしかないほとんどの構成では、このマイナー番号
で十分一意性を保証できます。ただし、新たに作成したディスクグループのマイ

74 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



ナー番号が、以前別のクラスタノードにインポートしたディスクグループのマイ
ナー番号と衝突することがあります。この場合、Sun Clusterディスクデバイスグ
ループは登録できません。この問題を解消するには、新しいディスクグループに一
意の値である新しいマイナー番号を付けたうえで、Sun Clusterディスクデバイス
グループとして登録してください。

� ミラー化したボリュームを設定している場合、ダーティーリージョンログ (DRL)
を使用すると、ノードに障害が発生してからボリュームが回復するまでの時間を短
縮できます。入出力のスループットが低下することになりますが、DRLの使用を
強くお勧めします。

� VxVMは、chmodコマンドをサポートしません。VxVMで広域デバイスのアクセ
ス権を変更する方法については、VxVMの管理者ガイドを参照してください。

� Sun Cluster 3.1 4/04ソフトウェアは、同じノードから複数のパスを管理する
VxVM Dynamic Multipathing (DMP)をサポートしません。

� VxVMを使用して Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の
共有ディスクグループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager
Administrator’s Reference Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使
用します。Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有
ディスクグループの作成は、その他のディスクグループの作成と異なります。
Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有ディスクグルー
プをインポートするには、 vxdg -s を使用する必要があります。Oracle Parallel
Server or Oracle Real Application Clusters用の共有ディスクグループをクラスタ
フレームワークに登録してはいけません。ほかの VxVMディスクグループを作成
する方法については、86ページの「SPARC:ディスクの初期化時に新しいディス
クグループを作成 (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

クラスタファイルシステムの管理の概要
クラスタファイルシステムを管理するのに特別な Sun Clusterコマンドは必要ありま
せん。クラスタファイルシステムを管理するには、他の Solarisファイルシステムを管
理するときと同じように、Solarisの標準のファイルシステムコマンド (mountや
newfsなど)などを使用します。クラスタファイルシステムをマウントするには、
mountコマンドに -gオプションを指定します。また、起動時に自動的にマウントす
ることもできます。

注 –クラスタファイルシステムがファイルを読み取るとき、ファイルシステムは
ファイルのアクセス時間を更新しません。

クラスタファイルシステムの制限事項
次に、クラスタファイルシステム管理に適用される制限事項を示します。
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� unlink(1M)コマンドは、空でないディレクトリに対してはサポートされませ
ん。

� コマンド lockfs -d はサポートされません。対処方法として、lockfs -n を使
用してください。

� クラスタファイルシステムをマウントし直すとき、 directioマウントオプ
ションは指定できません。

� directio ioctlを使用して、directioマウントオプションを単一ファイルに設
定することはできません。

SPARC: VxFSサポートについてのガイドライン
次の VxFS機能は、Sun Cluster 3.1クラスタファイルシステムではサポートされてい
ません。ただし、ローカルのファイルシステムではサポートされます。

� クイック入出力

� スナップショット

� 記憶装置チェックポイント

� VxFS固有のマウントオプション:

� convosync (Convert O_SYNC)
� mincache
� qlog、delaylog、tmplog

� VERITASクラスタファイルシステム (VxVMクラスタ機能 & VERITASクラスタ
サーバーが必要)

キャッシュアドバイザリは使用可能、効果が認められるのは特定のノードのみ

クラスタファイルシステムでサポートされる VxFSのその他の機能とオプションは、
すべて Sun Cluster 3.1ソフトウェアでサポートされます。クラスタ構成でサポートさ
れる VxFSオプションの詳細については、VxFSマニュアルを参照してください。

次に示す VxFSを使って高可用性ファイルシステムを作成する方法に関する指針は、
Sun Cluster 3.1 4/04構成に固有のものです。

� VxFSマニュアルの手順に従って VxFSファイルシステムを作成します。

� 主ノードから VxFSファイルシステムをマウントおよびマウント解除します。主
ノードは、VxFSファイルシステムが存在するディスクをマスターします。二次
ノードから VxFSファイルシステムをマウントまたはマウント解除すると、失敗す
ることがあります。

� VxFSの管理コマンドはすべて、VxFSクラスタファイルシステムの主ノードから
実行します。

次に示す VxFSを管理する方法に関する指針は、Sun Cluster 3.1 4/04構成に固有のも
のではありません。しかし、これらのガイドラインは UFSクラスタファイルシステム
を管理する方法とは異なります。
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� VxFSクラスタファイルシステム上にあるファイルは、クラスタ内にある任意の
ノードから管理できます。例外は ioctlsで、ioctlsだけは主ノードから実行する必
要があります。管理コマンドが ioctlに関連するかどうかがわからない場合は、主
ノードからコマンドを発行します。

� VxFSクラスタファイルシステムが二次ノードにフェイルオーバーされると、
フェイルオーバー時に実行中であったすべての標準システム呼び出し操作は、新し
い主ノードで透過的に再実行されます。ただし、フェイルオーバー時に実行してい
た ioctl関連の操作は失敗します。VxFSクラスタファイルシステムのフェイルオー
バーの後で、このクラスタファイルシステムの状態を調べる必要があります。
フェイルオーバー以前に古い主ノードから実行された管理コマンドには修正処理が
必要になることもあります。詳細については、VxFSのマニュアルを参照してくだ
さい。

ディスクデバイスグループの管理
scsetup(1M)ユーティリティーは、scconf(1M)コマンドの対話的なインタフェー
スです。scsetupは scconfコマンドを生成します。生成されるコマンドについて
は、各説明の後にある例を参照してください。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイスご
とに、rawディスクデバイスグループを自動的に作成します。ただし、クラスタデバ
イスグループは広域デバイスとしてアクセスされるまでオフラインのままです。

表 4–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理

タスク 参照箇所

再構成再起動せずに広域デバイス名
前空間を更新

- scgdevs(1M)を使用します

79ページの「広域デバイス名前空間を更新する」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクセットを追加して
ディスクデバイスグループとして登
録

- metaset(1M)を使用します

80ページの「ディスクデバイスグループを追加および
登録する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」
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表 4–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理 (続き)
タスク 参照箇所

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクデバイスグループ
を構成から削除

- metasetと metaclear(1M)を使
用します

81ページの「ディスクデバイスグループを削除して登
録を解除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager )」

すべてのディスクデバイスグループ
からノードを削除

- scconf、metaset、scsetupを
使用します。

82ページの「すべてのディスクデバイスグループから
ノードを削除する」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクデバイスグループ
からノードを削除

- metasetを使用します。

83ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」

SPARC:VERITAS Volume Manager
ディスクグループをディスクデバイ
スグループとして追加

- VxVMコマンドと scsetup(1M)
を使用します

86ページの「SPARC:ディスクの初期化時に新しい
ディスクグループを作成 (VERITAS Volume
Manager)」

87ページの「SPARC:ディスクをカプセル化する際に新
しいディスクグループを作成する (VERITAS Volume
Manager)」

88ページの「SPARC:新しいボリュームを既存のディス
クデバイスグループに登録する (VERITAS Volume
Manager)」

89ページの「SPARC:既存のディスクグループをディス
クデバイスグループに変更する (VERITAS Volume
Manager)」

90ページの「SPARC:ディスクデバイスグループに新し
いマイナー番号を割り当てる (VERITAS Volume
Manager)」

91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバ
イスグループとして登録する (VERITAS Volume
Manager)」

93ページの「SPARC:ディスクグループの構成変更を登
録する (VERITAS Volume Manager)」

SPARC:VERITAS Volume Manager
ディスクデバイスグループを構成か
ら削除

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

96ページの「SPARC:ディスクデバイスグループからボ
リュームを削除する (VERITAS Volume Manager)」

97ページの「SPARC:ディスクデバイスグループを削除
して登録を解除する (VERITAS Volume Manager )」
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表 4–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理 (続き)
タスク 参照箇所

SPARC:VERITAS Volume Manager
ディスクデバイスグループにノード
を追加

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

98ページの「SPARC:ディスクデバイスグループにノー
ドを追加する (VERITAS Volume Manager)」

SPARC:VERITAS Volume Manager
ディスクデバイスグループからノー
ドを削除

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

99ページの「SPARC:ディスクデバイスグループから
ノードを削除する (VERITAS Volume Manager)」

rawディスクデバイスグループから
ノードを削除

- scconf(1M)を使用します

100ページの「SPARC: rawディスクデバイスグループ
からノードを削除する」

ディスクデバイスグループの属性の
変更

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

102ページの「ディスクデバイスのプロパティーを変更
する」

ディスクデバイスグループと属性の
表示

- scconfを使用します

105ページの「ディスクデバイスグループ構成の一覧を
表示する」

デバイスグループの二次ノード数の
変更

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

103ページの「デバイスグループの二次ノードの希望数
を変更する」

ディスクデバイスグループの主ノー
ドの切替え

- scswitch(1M)を使用します

106ページの「デバイスグループの主ノードを切り替え
る」

ディスクデバイスグループを保守状
態に変更

- metasetまたは vxdgを使用しま
す。

107ページの「ディスクデバイスグループを保守状態に
する」

� 広域デバイス名前空間を更新する
新しい広域デバイスを追加するときに、scgdevs(1M)を実行して手作業で広域デバ
イス名前空間を更新します。
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注 –コマンドを実行するノードがクラスタのメンバーでない場合や、
/global/.devices/node@ nodeIDファイルシステムがマウントされていない場合
は、scgdevsコマンドを実行しても無効です。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scgdevsコマンドを使用して名前空間を再構成します。

# scgdevs

広域デバイス名前空間の更新

次に、scgdevsが正常に実行された場合に生成される出力例を示します。

# scgdevs
Configuring the /dev/global directory (global devices)...
obtaining access to all attached disks

reservation program successfully exiting

� ディスクデバイスグループを追加および登録する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
metasetコマンドを使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスク
セットを作成し、このディスクセットを Sun Clusterディスクデバイスグループとし
て登録します。ディスクデバイスグループには、ディスクセットを登録するときに
ディスクセットに割り当てた名前が自動的に割り当てられます。

1. ディスクセットを作成するディスクに接続されているノードでスーパーユーザーに
なります。

2. 構成に必要な Solstice DiskSuiteメタデバイスや Solaris Volume Managerボ
リュームの名前の数を算出し、各ノード上の/kernel/drv/md.confファイルを
変更します。

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の「メタデバイス名
またはボリューム名とディスクセットの数を算出する」を参照してください。

3. metasetコマンドを使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager
ディスクセットを追加し、このディスクセットをディスクデバイスグループとして
Sun Clusterに登録します。複数所有者のディスクグループを作成するには、–M
オプションを使用します。

# metaset -s diskset -a -M -h nodelist

-s diskset 作成するディスクセットを指定します。

-a -h nodelist ディスクセットをマスターできるノードの一覧を追加します。

手順

例 4–1

手順
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-M ディスクグループを複数所有者として指定します。

注 – metasetコマンドを実行して設定した Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerデバイスグループは、そのデバイスグループに含まれるノード数に関わ
らず、デフォルトで二次ノードになります。二次ノード数を変更するには、デバイ
スグループを作成したあとで scsetup(1M)ユーティリティーを使用します。
ディスクのフェイルオーバーの詳細については、103ページの「デバイスグループ
の二次ノードの希望数を変更する」を参照してください。

4. ディスクデバイスグループが追加されたことを確認します。

ディスクデバイスグループ名は metasetに指定したディスクセット名と一致しま
す。

# scconf -p | grep disk-device-group

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグ
ループの追加

次は、ディスクセットとディスクデバイスグループを作成して、ディスクデバイスグ
ループが作成されたことを確認する例です。

# metaset -s dg-schost-1 -a -h phys-schost-1
# scconf -p | grep dg-schost-1

デバイスグループ名: dg-schost-1

ディスクデバイスグループを削除して登録を解除
する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager )
ディスクデバイスグループとは、Sun Clusterに登録している Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクセットのことです。Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグループを削除するには、
metaclearと metasetコマンドを使用します。これらのコマンドは、Sun Cluster
ディスクデバイスグループと同じ名前を持つディスクデバイスグループを削除して、
ディスクグループの登録を解除します。

ディスクセットを削除する方法については、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerのマニュアルを参照してください。

例 4–2
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� すべてのディスクデバイスグループからノードを
削除する
すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードからクラスタノードを削除す
る場合は、この手順を使用します。

1. すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードとして削除を行うノード上
でスーパーユーザーになります。

2. 削除するノードがメンバーになっているディスクデバイスグループを確認します。

各ディスクデバイスグループの Device group node list からこのノード名を
検索します。

# scconf -p | grep "Device group"

3. 手順 2で特定したディスクデバイスグループの中に、デバイスグループタイプが
SDS/SVMのものがあるかどうかを確認します。

� ある場合は、83ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 4に進みます。

4. 手順 2で特定したディスクデバイスグループの中に、デバイスグループタイプが
VxVMのものがあるかどうかを確認します。

� ある場合は、99ページの「SPARC:ディスクデバイスグループからノードを削
除する (VERITAS Volume Manager)」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 5に進みます。

5. 削除するノードがメンバーになっている rawディスクデバイスグループを特定し
ます。

次のコマンドの -pvvには、2つの「v」が指定されています。rawディスクデバ
イスグループを表示するためには、2つめの「v」が必要です (1つめの「v」は出
力を冗長形式にするためのオプションです)。

# scconf -pvv | grep "Device group"

6. 手順 5で表示されたディスクデバイスグループのリストの中に、デバイスグループ
タイプが Disk、Local_Disk、またはこの両方に該当するものがあるかどうかを
確認します。

� ある場合は、100ページの「SPARC: rawディスクデバイスグループからノード
を削除する」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 7に進みます。

7. すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードのリストからノードが削除
されていることを確認します。

手順
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ノードがどのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードのリストにも存在しな
ければ、このコマンドは何も返しません。

# scconf -pvv | grep "Device group" | grep nodename

� ディスクデバイスグループからノードを削除する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグループの潜在的な主
ノードのリストからクラスタノードを削除するには、次の手順を使用します。ノード
を削除したいディスクグループデバイスごとに metasetコマンドを繰り返します。

1. ノードがまだディスクデバイスグループのメンバーであり、かつ、このディスクデ
バイスグループが Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイス
グループであることを確認します。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerのディスクデバイスグループは、デバ
イスグループタイプが SDS/SVMのものです。

phys-schost-1% scconf -pv | grep ’(global-galileo)’
(global-galileo) デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
(global-galileo) デバイスグループの有効なフェイルバック: no
(global-galileo) デバイスグループノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
(global-galileo) Diskset name: global-galileo

phys-schost-1%

2. どのノードがデバイスグループの現在の主ノードであるかを特定します。

# scstat -D

3. 変更したいディスクデバイスグループを所有しているノードでスーパーユーザーに
なります。

4. ディスクデバイスグループからこのノードのホスト名を削除します。

# metaset -s setname -d -h nodelist

-s setname ディスクデバイスグループの名前を指定します。

-d -hで指定されたノードをディスクデバイスグループから削除
します。

-h nodelist ディスクデバイスグループをマスターできるノード群からこの
ノードを削除します。

注 –更新が完了するまでに数分間かかることがあります。

手順
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コマンドが正常に動作しない場合は、コマンドに -f (Force)オプションを追加し
ます。

# metaset -s setname -d -f -h nodelist

5. 潜在的な主ノードとしてノードを削除するディスクデバイスグループごとに手順 4
を繰り返します。

6. ディスクデバイスグループからノードが削除されたことを確認します。

ディスクデバイスグループ名は metasetに指定したディスクセット名と一致しま
す。

phys-schost-1% scconf -pv | grep devicegroup
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2

ディスクデバイスグループからノードを削除する (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)

次に、ディスクデバイスグループ構成からホスト名 phys-schost-2を削除する例を
示します。この例では、指定したディスクデバイスグループから phys-schost-2を
潜在的な主ノードとして削除します。ノードの削除を確認するには、scstat-Dコマ
ンドを実行し、削除したノードが画面に表示されていないことを確認します。

[ノードの Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager
ディスクデバイスグループ (2)を確認する:]
# scconf -pv | grep Device
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

[ディスクデバイスグループの現在のプライマリノードを確認する:]
# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg-schost-1 phys-schost-1 phys-schost-2
[ディスクデバイスグループを現在所有しているノードでスーパーユーザーになる.]
[ディスクデバイスグループからホスト名を削除する:]
# metaset -s dg-schost-1 -d -h phys-schost-2
[ノードが削除されたことを確認する:]
phys-schost-1% scconf -pv | grep dg-schost-1
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg-schost-1 phys-schost-1

例 4–3
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� 1つのクラスタ内に 3つ以上のディスクセットを作
成する
クラスタにディスクセットを 3つ以上作成する場合は、ディスクセットを作成する前
に次の各手順を行う必要があります。これらの手順は、ディスクセットを初めてイン
ストールする場合でも、完全に構成されているクラスタにディスクセットをさらに追
加する場合でも必要です。

1. md_nsets変数が十分に大きな値であることを確認します。この値は、クラスタ
に作成する予定のディスクセットの合計数より大きな値である必要があります。

a. クラスタの任意のノードで、/kernel/drv/md.confファイルの md_nsets
変数の値を検査します。

b. クラスタ内にあるディスクセットの数が md_nsetsの既存の値から 1を引いた
値よりも大きい場合、各ノード上で md_nsetsの値を増やします。

ディスクセットの最大数は md_nsetsの値から 1を引いた値です。md_nsets
に設定できる最大値は 32です。

c. クラスタの各ノードの /kernel/drv/md.confファイルが同じであるかを確
認します。

注意 –このガイドラインに従わないと、重大な Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerエラーが発生し、データが失われることがあります。

d. ノードのどれか 1つでクラスタを停止します。

# scshutdown -g0 -y

e. クラスタ内にある各ノードを再起動します。

� SPARC:

ok boot

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@
7,1/sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b

手順
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2. クラスタの各ノードで devfsadm(1M)コマンドを実行します。

このコマンドは、すべてのノードで同時に実行できます。

3. クラスタのノードの 1 つで、scgdevs (1M) コマンドを実行します。

4. ディスクセットの作成に移る前に、各ノードで scgdevsコマンドが終了している
かを確認します。

ノードの 1つで scgdevsコマンドを実行すると、このコマンドはリモートから自
分自身をすべてのノードで呼び出します。scgdevsコマンドが処理を終了したか
どうかを確認するには、クラスタの各ノードで次のコマンドを実行します。

% ps -ef | grep scgdevs

� SPARC:ディスクの初期化時に新しいディスクグ
ループを作成 (VERITAS Volume Manager)

注 –次の手順は、ディスクを初期化する場合にのみ必要となります。ディスクをカプ
セル化する場合は、87ページの「SPARC:ディスクをカプセル化する際に新しい
ディスクグループを作成する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

VxVMディスクグループを追加したら、ディスクデバイスグループを登録する必要が
あります。

VxVMを使用して Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有
ディスクグループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Reference Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。

1. 追加しようとしているディスクグループを構成するディスクに物理的に接続されて
いる任意のクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. VxVMのディスクグループとボリュームを作成します。

ディスクグループとボリュームは任意の方法で作成してください。

注 –ミラー化したボリュームを設定している場合、ダーティーリージョンログ
(DRL)を使用すると、ノードに障害が発生してからボリュームが回復するまでの時
間を短縮できます。ただし、DRLを使用すると I/Oスループットが低下すること
があります。

この手順を完了する方法については、VERITAS Volume Managerのマニュアルを
参照してください。

手順
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3. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録し
ます。

詳細は、91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグループと
して登録する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有ディスクグルー
プをクラスタフレームワークに登録してはいけません。

� SPARC:ディスクをカプセル化する際に新しい
ディスクグループを作成する (VERITAS Volume
Manager)

注 –次の手順は、ディスクをカプセル化する場合にのみ必要となります。ディスクを
初期化する場合は、86ページの「SPARC:ディスクの初期化時に新しいディスクグ
ループを作成 (VERITAS Volume Manager)」の手順を使用します。

ルート以外のディスクを Sun Clusterディスクデバイスグループに変更するには、そ
のディスクを VxVMディスクグループとしてカプセル化してから、そのディスクグ
ループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。

ディスクのカプセル化は、VxVMディスクグループを初めて作成するときのみサポー
トされています。VxVMディスクグループを作成して、Sun Clusterディスクデバイ
スグループとして登録した後は、そのディスクグループには、初期化してもよい
ディスクだけを登録します。

VxVMを使用して Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有
ディスクグループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Reference Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. /etc/vfstabファイルに、カプセル化されたディスクのファイルシステムのエン
トリがある場合は、mount at boot オプションを必ず no に設定します。

ディスクがカプセル化されて Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録さ
れた後は、この設定を yesに設定し直します。

3. ディスクをカプセル化します。

vxdiskadmのメニューまたはグラフィカルユーザーインタフェースを使用して、
ディスクをカプセル化します。VxVMでは、2つの空きパーティションのほかに、
ディスクの始点または終端に未割当てのシリンダが必要です。また、スライス 2を
ディスク全体に設定する必要もあります。詳細は、vxdiskadmのマニュアルペー
ジを参照してください。
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4. ノードを停止して再起動します。

scswitch(1M)コマンドを使用して、すべてのリソースグループとデバイスグ
ループを主ノードから次の優先ノードに切り替えます。shutdownを使用して、
ノードを停止して再起動します。

# scswitch -S -h node[,...]
# shutdown -g0 -y -i6

5. 必要であれば、すべてのリソースグループとデバイスグループを元のノードにス
イッチバックします。

リソースグループとデバイスグループが、もともと主ノードにフェイルバックする
ように構成されていた場合、この手順は必要ありません。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node[,...]
# scswitch -z -g resource-group -h node[,...]

6. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録し
ます。

詳細は、91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグループと
して登録する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

Oracle Parallel Server or Oracle Real Application Clusters用の共有ディスクグルー
プをクラスタフレームワークに登録してはいけません。

7. 手順 2 で mount at boot オプションを no に設定した場合は、yes に戻してくだ
さい。

� SPARC:新しいボリュームを既存のディスクデバイ
スグループに登録する (VERITAS Volume
Manager)
新しいボリュームを既存の VxVMディスクデバイスグループに追加する場合、次の手
順は、オンラインであるディスクデバイスグループの主ノードから実行します。

注 –ボリュームを追加したあとで、93ページの「SPARC:ディスクグループの構成変
更を登録する (VERITAS Volume Manager)」の手順に従って構成変更の内容を登録す
る必要があります。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 新しいボリュームを追加するディスクデバイスグループの主ノードを確認します。

# scstat -D

手順
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3. ディスクデバイスグループがオフラインである場合、デバイスグループをオンライ
ンにします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node[,...]

-z -D disk-device-group 指定したデバイスグループを切り替えます。

-h node ディスクデバイスグループの切替え先のノードの名前を
指定します。このノードが新しい主ノードになります。

4. 主ノード (ディスクデバイスグループを現在マスターしているノード)から、
ディスクグループに VxVMボリュームを作成します。

VxVMボリュームの作成方法は、VERITAS Volume Managerのマニュアルを参照
してください。

5. VxVMディスクグループに加えた変更を登録し、広域名前空間を更新します。

DPM

93ページの「SPARC:ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume
Manager)」。

� SPARC:既存のディスクグループをディスクデバイ
スグループに変更する (VERITAS Volume
Manager)
既存の VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループに変更する
には、ディスクグループを現在のノードにインポートしてから、そのディスクグルー
プを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. VxVMディスクグループを現在のノードにインポートします。

# vxdg import diskgroup

3. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録し
ます。

詳細は、91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグループと
して登録する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。
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� SPARC:ディスクデバイスグループに新しいマイ
ナー番号を割り当てる (VERITAS Volume
Manager)
マイナー番号が他のディスクグループと衝突してディスクデバイスグループの登録が
失敗する場合、新しいディスクグループに未使用の新しいマイナー番号を割り当てる
必要があります。新しいマイナー番号を割り当てた後で、登録手順を再度実行し、
ディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 使用中のマイナー番号を確認します。

# ls -l /global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/*

3. 新しいディスクグループのベースとなるマイナー番号として、使用されていない別
の 1000の倍数を選択します。

4. ディスクグループに新しいマイナー番号を割り当てます。

# vxdg reminor diskgroup base-minor-number

5. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録し
ます。

詳細は、91ページの「SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグループと
して登録する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

SPARC:ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当
てる

次の例は、マイナー番号 16000から 16002と 4000から 4001が使用されていることを
示しています。ここでは、vxdg reminor コマンドを使用して新しいディスクデバイ
スグループにベースとなるマイナー番号 5000を割り当てています。

# ls -l /global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/*
/global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/dg1
brw------- 1 root root 56,16000 Oct 7 11:32 dg1v1
brw------- 1 root root 56,16001 Oct 7 11:32 dg1v2
brw------- 1 root root 56,16002 Oct 7 11:32 dg1v3

/global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/dg2
brw------- 1 root root 56,4000 Oct 7 11:32 dg2v1
brw------- 1 root root 56,4001 Oct 7 11:32 dg2v2

# vxdg reminor dg3 5000

手順
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� SPARC:ディスクグループをディスクデバイスグ
ループとして登録する (VERITAS Volume
Manager)
次の手順では、scsetup(1M)ユーティリティーを使用して、関連付けられている
VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。

注 –ディスクデバイスグループをクラスタに登録した後は、VxVMコマンドを使用し
て VxVMディスクグループをインポートまたはデポートしないでください。VxVM
ディスクグループやボリュームに変更を加えた場合は、93ページの「SPARC:ディス
クグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume Manager)」の手順に従って、
ディスクデバイスグループの構成変更を登録してください。この手順によって、広域
名前空間が正しい状態になります。

VxVMディスクデバイスグループを登録するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。
� ディスクデバイスグループとして登録する VxVMディスクグループの名前
� ディスクデバイスグループをマスターするノードの優先順位
� ディスクデバイスグループの二次ノードの希望数

優先順位を指定する場合は、最優先ノードが停止した後にクラスタに復帰するとき
に、ディスクデバイスグループを最優先ノードにスイッチバックするかどうかも指定
します。

ノードの優先順位とフェイルバックのオプションの詳細については、scconf(1M)の
マニュアルページを参照してください。

主ノード以外のクラスタノード (スペア)から二次ノードへの移行ノードの優先順位で
は通常、デバイスグループの二次ノードのデフォルト数は 1に設定されます。デ
フォルトの設定では、主ノードが通常の動作中に複数の二次ノードをチェックするこ
とによって発生する性能の低下を最小限に抑えます。たとえば、4ノードクラスタで
は、デフォルトで、1つが主ノード、1つが二次ノード、そして 2つがスペアノード
に構成されます。94ページの「SPARC:二次ノードの希望数を設定する (VERITAS
Volume Manager)」も参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。
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3. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMディスクデバイスグルー
プで作業します。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 1 (VxVMディスクグループをデバイスグループとして登録)を選択して、VxVM
ディスクデバイスグループを登録します。

指示に従って、Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録する VxVM
ディスクグループの名前を入力します。

Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループを
VxVMを使用して設定した場合、この共有ディスクグループをクラスタフレーム
ワークに登録してはいけません。『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Reference Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。

5. ディスクデバイスグループを登録しようとしたときに、次のようなエラーが表示さ
れた場合は、ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てます。

scconf: Failed to add device group - in use

ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てる方法については、
90ページの「SPARC:ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当て
る (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。この手順によって、既存の
ディスクデバイスグループが使用しているマイナー番号と衝突しない、新しいマイ
ナー番号を割り当てることができます。

6. ディスクデバイスグループが登録され、オンラインになったことを確認します。

ディスクデバイスグループが適切に登録されている場合、次のコマンドを使用する
と、新しいディスクデバイスグループの情報が表示されます。

# scstat -D

注 –クラスタに登録されている VxVMディスクグループまたはボリュームの構成
情報を変更した場合、scsetup(1M)を使用してディスクデバイスグループの同期
をとる必要があります。このような構成変更には、ボリュームの追加や削除、既存
ボリュームのグループ、所有者、アクセス権の変更などがあります。構成変更後に
登録を行うと、広域名前空間が正しい状態になります。79ページの「広域デバイ
ス名前空間を更新する」を参照してください。

SPARC: VERITAS Volume Managerディスクデバイスグループの登
録

次に、scsetupで VxVMディスクデバイスグループ (dg1)を登録する際に生成され
る scconfコマンドの例と、その検証手順を示します。この例では、VxVMディスク
グループとボリュームは以前に作成されたものと想定しています。

# scsetup

scconf -a -D type=vxvm,name=dg1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2

例 4–5
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# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg1 phys-schost-1 phys-schost-2

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: dg1 Online

VxVMディスクデバイスグループ上にクラスタファイルシステムを作成する場合は、
109ページの「クラスタファイルシステムを追加する」を参照してください。

マイナー番号に問題がある場合は、90ページの「SPARC:ディスクデバイスグループ
に新しいマイナー番号を割り当てる (VERITAS Volume Manager)」を参照してくださ
い。

� SPARC:ディスクグループの構成変更を登録する
(VERITAS Volume Manager)
VxVMディスクグループやボリュームの構成情報を変更したときは、Sun Cluster
ディスクデバイスグループに構成変更を登録する必要があります。この登録に
よって、広域名前空間が正しい状態になります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMディスクデバイスグルー
プで作業します。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 2 (VxVMデバイスグループのボリューム情報の同期をとる)を選択して、構成の
変更を登録します。

指示に従って、構成を変更した VxVMディスクグループ名を入力します。

参照
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SPARC: VERITAS Volume Managerディスクグループの構成の変更
の登録

次に、scsetupで VxVMディスクデバイスグループ (dg1)の変更を登録する際に生
成される scconfコマンドの例を示します。この例では、VxVMディスクグループと
ボリュームは以前に作成されたものと想定しています。

# scsetup

scconf -c -D name=dg1,sync

� SPARC:二次ノードの希望数を設定する (VERITAS
Volume Manager)
numsecondariesプロパティーは、主ノードに障害が発生した場合にデバイスグ
ループをマスターできる、デバイスグループ内のノード数を指定します。デバイス
サービスの二次ノードのデフォルト数は 1です。この値には、1からデバイスグルー
プ内で動作している主ノード以外のプロバイダノード数までの任意の整数を設定でき
ます。

この設定は、クラスタの性能と可用性のバランスをとるための重要な要因になりま
す。たとえば、二次ノードの希望数を増やすと、クラスタ内で同時に複数の障害が発
生した場合でも、デバイスグループが生き残る可能性が増えます。しかし、二次ノー
ド数を増やすと、通常の動作中の性能が一様に下がります。通常、二次ノード数を減
らすと、性能が上がりますが、可用性が下がります。しかし、二次ノード数を増やし
ても、必ずしも、当該のファイルシステムまたはデバイスグループの可用性が上がる
わけではありません。詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』の第 3
章「重要な概念 -システム管理者とアプリケーション開発者」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMディスクデバイスグルー
プで作業します。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (デバイスグループのキープロパティー変更)を選択して、デバイスグループの重
要なプロパティーを変更します。

「デバイスグループのプロパティー変更メニュー」が表示されます。

例 4–6
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5. 2 (numsecondariesプロパティーを変更)を選択して、二次ノードの希望数を変
更します。

指示に従って、ディスクデバイスグループに構成したい二次ノードの希望数を入力
します。適切な値を入力すると、対応する scconfコマンドが実行されます。そ
して、ログが出力され、ユーザーは前のメニューに戻ります。

6. scconf -p コマンドを使用して、デバイスグループの構成を確認します。

# scconf -p | grep Device
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1,phys-schost-2, phys-schost-3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

注 – VxVMディスクグループ、または、クラスタに登録されているボリュームの構
成情報を変更した場合、scsetupを使用してディスクデバイスグループを登録す
る必要があります。このような構成変更には、ボリュームの追加や削除、既存ボ
リュームのグループ、所有者、アクセス権の変更などがあります。構成変更後に登
録を行うと、広域名前空間が正しい状態になります。79ページの「広域デバイス
名前空間を更新する」を参照してください。

7. ディスクデバイスグループの主ノードと状態を確認します。

# scstat -D

SPARC:二次ノードの希望数の設定 (VERITAS Volume Manager)

次に、デバイスグループ (diskgrp1)の二次ノードの希望数を構成するときに、
scsetupによって生成される scconfコマンドの例を示します。デバイスグループ
を作成したあとで二次ノードの希望数を変更する方法については、103ページの「デ
バイスグループの二次ノードの希望数を変更する」を参照してください。

# scconf -a -D type=vxvm,name=diskgrp1,nodelist=host1:host2:host3\
,preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=2

例 4–7
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� SPARC:ディスクデバイスグループからボリューム
を削除する (VERITAS Volume Manager)

注 –ディスクデバイスグループからボリュームを削除したあとは、93ページ
の「SPARC:ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume Manager)」
の手順に従って、ディスクデバイスグループに構成の変更を登録する必要がありま
す。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ディスクデバイスグループの主ノードを確認します。

# scstat -D

3. ディスクデバイスグループがオフラインのときは、オンラインにします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node

-z 切り替えを実行します。

-D disk-device-group 切り替えるデバイスグループを指定します。

-h node 切り替え先のノードの名前を指定します。このノードが新
しい主ノードになります。

4. 主ノード (ディスクデバイスグループを現在マスターしているノード)から、
ディスクグループの VxVMボリュームを削除します。

# vxedit -g diskgroup -rf rm volume

-g diskgroup ボリュームが含まれる VxVMディスクグループを指定しま
す。

-rf rm volume 指定したボリュームを削除します。-rオプションは、処理を
再帰的に繰り返す指定です。-fオプションは、有効に設定さ
れているボリュームを削除する場合に必要です。

5. scsetup(1M)を使用して、ディスクデバイスグループの構成変更を登録し、広域
名前空間を更新します

93ページの「SPARC:ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume
Manager)」を参照してください。

手順
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� SPARC:ディスクデバイスグループを削除して登録
を解除する (VERITAS Volume Manager )
Sun Clusterディスクデバイスグループを削除すると、対応する VxVMディスクグ
ループはデポートされます(消去されるわけではない)。ただし、VxVMディスクグ
ループが引き続き存在していても、再登録しない限りクラスタで使用することはでき
ません。

次の手順では、scsetup(1M)ユーティリティーを使用して、VxVMディスクグルー
プを削除して、Sun Clusterディスクデバイスグループから登録を解除します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ディスクデバイスグループをオフラインにします。

# scswitch -F -D disk-device-group

-F ディスクデバイスグループをオフラインにします。

-D disk-device-group オフラインにするデバイスグループを指定します。

3. scsetupユーティリティーを実行します。

メインメニューが表示されます。

# scsetup

4. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMデバイスグループで作業を
行います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

5. 3 (VxVMデバイスグループ登録を解除)を選択して、VxVMデバイスグループの
登録を解除します。

指示に従って、登録を解除する VxVMディスクグループを入力します。

SPARC: VERITAS Volume Managerディスクデバイスグループの削
除および登録の解除

次に、VxVMディスクデバイスグループ dg1をオフラインにして、scsetupで
ディスクデバイスグループの削除と登録の解除を行う際に生成される scconfコマン
ドの例を示します。

# scswitch -F -D dg1
# scsetup

scconf -r -D name=dg1

手順
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� SPARC:ディスクデバイスグループにノードを追加
する (VERITAS Volume Manager)
この手順では、scsetup(1M)ユーティリティーを使用してディスクデバイスグルー
プにノードを追加します。

VxVMディスクデバイスグループにノードを追加するには以下が必要です。

� クラスタ内のノードでのスーパーユーザー特権
� ノードの追加先の VxVMデバイスグループの名前
� 追加するノードの名前またはノード ID

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. プロンプトで、scsetupコマンドを入力します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMディスクデバイスグルー
プで作業します。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 4 (ノードを VxVMデバイスグループに追加)を選択して、VxVMディスクデバイ
スグループにノードを追加します。

指示に従って、デバイスグループ名とノード名を入力します。

5. ノードが追加されたことを確認します。

次のコマンドを実行し、表示される新しいディスクのデバイスグループ情報を確認
します。

# scconf -p

SPARC: VERITAS Volume Managerディスクデバイスグループへの
ノードの追加

次に、scsetupで VxVMノード (phys-schost-3)を VxVMディスクデバイスグ
ループ (dg1)に追加する際に生成される scconfコマンドと、その検証手順の例を示
します。

# scsetup

scconf a D type=vxvm,name=dg1,nodelist=phys-schost-3

# scconf -p
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VXVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes

手順
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デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-3

� SPARC:ディスクデバイスグループからノードを削
除する (VERITAS Volume Manager)
VERITAS Volume Manager (VxVM)ディスクデバイスグループ (ディスクグループ)の
潜在的な主ノードリストからクラスタノードを削除する場合は、この手順を使用しま
す。

1. ノードがまだグループのメンバーであり、かつ、グループが VxVMデバイスグルー
プであることを確認します。

デバイスグループタイプ VxVMは VxVMディスクデバイスグループを示します。

phys-schost-1% scconf -pv | grep ’(global-galileo)’
(global-galileo) デバイスグループのタイプ: VxVM
(global-galileo) デバイスグループの有効なフェイルバック: no
(global-galileo) デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
(global-galileo) ディスクセット名: global-galileo

phys-schost-1%

2. 現在のクラスタメンバーノードでスーパーユーザーになります。

3. scsetup(1M)コマンドを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、ディスクデバイスグループを再構
成します。

5. 5 (VxVMデバイスグループからノードを削除)を選択して、VxVMディスクデバ
イスグループからノードを削除します。

プロンプトに従って、ディスクデバイスグループからクラスタノードを削除しま
す。次の情報を入力するよう求められます。

� VxVMのデバイスグループ
� ノード名

6. ノードが VxVMのディスクデバイスグループから削除されていることを確認しま
す。

# scconf -p | grep Device

手順
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SPARC:ディスクデバイスグループからノードを削除する (VxVM)

この例では、dg1という VxVMのディスクデバイスグループから phys-schost-1
というノードを削除します。

[ノードの VxVMディスクデバイスグループを確認する:]
# scconf -p | grep Device
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループのディスクセット名: dg1

[スーパーユーザーになり scsetup ユーティリティーを実行する:]
# scsetup
「デバイスグループとボリューム」を選択し、次に「VxVMデバイスグループからノードを削除」を
選択する

プロンプトが表示されたら「yes」と答える
次の情報が必要となる
項目: 例:
VxVM device group name dg1
node names phys-schost-1

[scconfコマンドが適切に実行されたことを確認する:]
scconf -r -D name=dg1,nodelist=phys-schost-1

コマンドの実行が正常に終了する
scsetup デバイスグループメニューとメインメニューを終了する
[ノードが削除されたことを確認する:]
# scconf -p | grep Device
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-2

ディスクグループのディスクセット名: dg1

� SPARC: rawディスクデバイスグループからノード
を削除する
VERITAS Volume Manager (VxVM)ディスクデバイスグループ (ディスクグループ)の
潜在的な主ノードリストからクラスタノードを削除する場合は、この手順を使用しま
す。

rawディスクデバイスグループの潜在的主ノードリストからクラスタノードを削除す
る場合は、この手順を使用します。

1. 削除するノード以外のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

2. 削除するノードに接続されているディスクデバイスグループを特定します。

例 4–10
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Device group node list エントリからこのノード名を探します。

# scconf -pvv | grep nodename | grep "Device group node list"

3. 手順 2で特定したディスクデバイスグループのうち、どれが rawディスクデバイ
スグループであるかを特定します。

rawディスクデバイスグループのデバイスグループタイプは Diskか
Local_Diskです。

# scconf -pvv | grep group-type

4. すべての Local_Disk rawディスクデバイスグループの localonlyプロパ
ティーを無効にします。

# scconf -c -D name=rawdisk-device-group,localonly=false

localonlyプロパティーの詳細については、scconf_dg_rawdisk(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

5. 削除するノードに接続されているすべての rawディスクデバイスグループの
localonlyプロパティーが無効になっていることを確認します。

デバイスグループタイプ Diskは、この rawディスクデバイスグループの
localonlyプロパティーが無効になっていることを表します。

# scconf -pvv | grep group-type

6. 手順 3で特定したすべての rawディスクデバイスグループからノードを削除しま
す。

この手順は、削除するノードに接続されている rawディスクデバイスグループご
とに行う必要があります。

# scconf -r -D name=rawdisk-device-group,nodelist=nodename

SPARC: rawディスクデバイスグループからノードを削除する

この例では、rawディスクデバイスグループからノード (phys-schost-2)を削除し
ます。すべてのコマンドは、クラスタの別のノード (phys-schost-1)から実行しま
す。

[削除したいノードに接続されているディスクデバイスグループを識別する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep phys-schost-2 | grep "Device group node list"

(dsk/d4) Device group node list: phys-schost-2
(dsk/d2) Device group node list: phys-schost-1, phys-schost-2
(dsk/d1) Device group node list: phys-schost-1, phys-schost-2

[rawディスクデバイスグループを識別する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep Disk

(dsk/d4) Device group type: Local_Disk
(dsk/d8) Device group type: Local_Disk

[ノード上の各ローカルディスクに対して localonlyフラグを無効にする:]
phys-schost-1# scconf -c -D name=dsk/d4,localonly=false
[localonlyフラグが無効になったことを確認する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep Disk

例 4–11
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(dsk/d4) Device group type: Disk
(dsk/d8) Device group type: Local_Disk

[すべての rawディスクデバイスグループからノードを削除する:]
phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d4,nodelist=phys-schost-2

phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d2,nodelist=phys-schost-2

phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d1,nodelist=phys-schost-2

� ディスクデバイスのプロパティーを変更する
ディスクデバイスグループの主所有権を確立する方法は、preferencedという所有
権設定属性の設定にもとづきます。この属性を設定していない場合は、ほかで所有さ
れていないディスクデバイスグループの主所有者が、そのグループ内のディスクへの
アクセスを試みる最初のノードになります。一方、この属性を設定してある場合は、
ノードが所有権の確立を試みる優先順位を指定する必要があります。

preferenced属性を無効にすると、failback属性も自動的に無効に設定されま
す。ただし、preferenced属性を有効または再有効にする場合は、failback属性
を有効にするか無効にするかを選択できます。

preferenced属性を有効または再有効にした場合は、主所有権の設定一覧でノード
の順序を確立し直す必要があります。

次の手順では、scsetup(1M)を使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerまたは VxVMの preferenced属性と failback属性を設定または設定解
除します。

この手順を実行するには、属性値を変更するディスクデバイスグループの名前が必要
です。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupコマンドを実行します。

メインメニューが表示されます。

# scsetup

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、デバイスグループで作業を行いま
す。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (ディスクグループのキープロパティーを変更)を選択して、デバイスグループの
重要なプロパティーを変更します。

「デバイスグループのプロパティー変更メニュー」が表示されます。

手順
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5. 1 (preferencedまたは failbackプロパティーを変更)を選択して、デバイスグルー
プのプロパティーを変更します。

指示に従って、デバイスグループの preferencedおよび failbackオプション
を設定します。

6. ディスクデバイスグループの属性が変更されたことを確認します。

次のコマンドを実行し、表示されるデバイスグループ情報を確認します。

# scconf -p

ディスクデバイスグループのプロパティーの変更

次に、scsetupでディスクデバイスグループ (dg-schost-1)の属性値を設定したと
きに生成される scconfコマンドの例を示します。

# scconf -c -Dname=dg-schost-1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2, \
preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=1

# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

� デバイスグループの二次ノードの希望数を変更す
る
デバイスグループの二次ノードのデフォルト数は 1に設定されます。この設定は、主
ノードに障害が発生した場合にデバイスグループの主ノードの所有者となることがで
きる、デバイスグループ内のノード数を指定します。二次ノードの希望数の値には、1
からデバイスグループ内の主ノード以外のプロパイダノード数までの任意の整数を設
定できます。

numsecondariesプロパティーが変更されたとき、二次ノードの実際数と希望数の
間に整合性がない場合、二次ノードはデバイスグループに追加されるか、またはデバ
イスグループから削除されます。

この手順では、scsetup(1M)を使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerまたは VxVMディスクデバイスグループの numsecondariesプロパ
ティーを設定または設定解除します。デバイスグループを構成するときのディスクデ
バイスグループオプションについては、scconf_dg_rawdisk(1M)、
scconf_dg_sds(1M)、scconf_dg_svm(1M)、および scconf_dg_vxvm(1M)の
マニュアルページを参照してください。

例 4–12
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1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 5 (デバイスグループとボリューム)を選択して、ディスクデバイスグループで作業
を行います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (デバイスグループのキープロパティー変更)を選択して、デバイスグループの重
要なプロパティーを変更します。

「デバイスグループのプロパティー変更メニュー」が表示されます。

5. 2 (numsecondariesプロパティーを変更)を選択して、二次ノードの希望数を変
更します。

指示に従って、ディスクデバイスグループに構成したい二次ノードの希望数を入力
します。適切な値を入力すると、対応する scconfコマンドが実行され、ログが
出力され、ユーザーは前のメニューに戻ります。

6. ディスクデバイスグループの属性が変更されたことを確認します。

次のコマンドを実行して、表示されるデバイスグループ情報を確認します。

# scconf -p

二次ノードの希望数の変更

次に、デバイスグループ (dg-schost-1)の二次ノードの希望数を構成するときに、
scsetupによって生成される scconfコマンドの例を示します。この例では、
ディスクグループとボリュームは以前に作成されているものと想定しています。

# scconf -c -D name=phys-host-1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2,phys-schost-3 \
preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=1

# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-scost-2, phys-schost-3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

次に、ヌル文字列値を使用して、二次ノードのデフォルト数を構成する例を示しま
す。デバイスグループは、デフォルト値が変更されても、デフォルト値を使用するよ
うに構成されます。

手順
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# scconf -c -D name=diskgrp1, nodelist=host1:host2:host3, \
preferenced=false,failback=enabled,numsecondaries=
# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phost-2, phys-schost-3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

� ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示する
構成の一覧を表示するために、スーパーユーザーになる必要はありません。

� 次に示されている方法のどれかを選択してください。

� SunPlex Manager GUIを使用

詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

� scstat(1M)を使用して、ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示

% scstat -D

� scconf(1M)を使用して、ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示

% scconf -p

scstatによるディスクデバイスグループ構成の一覧の表示

scstat -D コマンドを使用すると、次の情報が表示されます。

-- デバイスグループのサーバー --
デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: phys-schost-2 - -
デバイスグループのサーバー: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3
デバイスグループのサーバー: phys-schost-3 - -

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: phys-schost-2 オフライン
デバイスグループの状態: phys-schost-1 オフライン
デバイスグループの状態: phys-schost-3 オフライン

手順
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scconfによるディスクデバイスグループ構成の一覧の表示

scconfコマンドを使用するときは、ディスクグループ名の下に表示される情報を確
認してください。

# scconf -p
...
デバイスグループ名: dg-schost-1

デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-2, phys-schost-3

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

� デバイスグループの主ノードを切り替える
次の手順は、アクティブでないデバイスグループを起動する (オンラインにする)とき
にも使用できます。

SunPlex Manager GUIを使用すると、アクティブでないデバイスグループをオンライ
ンにしたり、デバイスグループの主ノードを切り替えることができます。詳細につい
ては、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scswitch(1M)を使用して、ディスクデバイスグループの主ノードを切り替えま
す。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node

-z 切り替えを実行します。

-D disk-device-group 切り替えるデバイスグループを指定します。

-h node 切り替え先のノードの名前を指定します。このノードが新
しい主ノードになります。

3. ディスクデバイスグループが新しい主ノードに切り替わったことを確認します。

ディスクデバイスグループが適切に登録されている場合、次のコマンドを使用する
と、新しいディスクデバイスグループの情報が表示されます。

# scstat -D

ディスクデバイスグループの主ノードの切り替え

次に、ディスクデバイスグループの主ノードを切り替えて変更結果を確認する例を示
します。

例 4–15

手順

例 4–16
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# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1
# scstat -D

-- デバイスグループのサーバー --
デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg-schost-1 phys-schost-1 phys-schost-2

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態

------------ ------

デバイスグループの状態: dg-schost-1 オンライン

� ディスクデバイスグループを保守状態にする
デバイスグループを保守状態にすることによって、デバイスのいずれかにアクセスさ
れたときに、デバイスグループが自動的にオンラインになることを防ぎます。デバイ
スグループを保守状態にする必要があるのは、修理手順において、修理が終わるま
で、すべての入出力活動を停止する必要がある場合などです。また、デバイスグルー
プを保守状態にすることによって、別のノード上のディスクセットまたはディスクグ
ループを修復していても、当該ノード上のディスクデバイスグループはオンラインに
ならないため、データの損失を防ぎます。

注 –デバイスグループを保守状態にする前に、そのデバイスへのすべてのアクセスを
停止し、依存するすべてのファイルシステムをマウント解除する必要があります。

1. デバイスグループを保守状態にします。

# scswitch -m -D disk-device-group

2. 修理手順を実行するときに、ディスクセットまたはディスクグループの所有権が必
要な場合は、ディスクセットまたはディスクグループを手動でインポートします。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの場合:

# metaset -C take -f -s diskset

注意 – Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクセットの所有権を取得
する場合、デバイスグループが保守状態にあるときは、metaset -C take コマン
ドを使用する必要があります。metaset -t を使用すると、所有権の取得作業の
一部として、デバイスグループがオンラインになります。VxVMディスクグルー
プをインポートする場合、ディスクグループをインポートするときは、-t フラグ
を使用する必要があります。こうすることによって、当該ノードが再起動した場合
に、ディスクグループが自動的にインポートされることを防ぎます。

手順
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VERITAS Volume Managerの場合:

# vxdg -t import disk-group-name

3. 必要な修理手順をすべて実行します。

4. ディスクセットまたはディスクグループの所有権を解放します。

注意 –ディスクデバイスグループを保守状態から戻す前に、ディスクセットまたは
ディスクグループの所有権を解放する必要があります。解放しないと、データを損
失する可能性があります。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの場合:

# metaset -C release -s diskset

� VERITAS Volume Managerの場合:

# vxdg deport disk-group-name

5. ディスクデバイスグループをオンラインにします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node

ディスクデバイスグループを保守状態にする

次に、ディスクデバイスグループ dg-schost-1を保守状態にし、修理作業後に保守
状態から戻す例を示します。

[ディスクデバイスグループを保守状態にする]
# scswitch -m -D dg-schost-1

[必要に応じてディスクセットまたはディスクグループを手動でインポートする]
For Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager の場合 :
# metaset -C take -f -s dg-schost-1

For VERITAS Volume Manager の場合 :
# vxdg -t import dg1

[必要な修理作業がすべて完了する]

[所有権を開放する]
For Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager の場合 :
# metaset -C release -s dg-schost-1

For VERITAS Volume Manager の場合 :
# vxdg deport dg1

[ディスクデバイスグループをオンラインにする]

# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1

例 4–17
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クラスタファイルシステムの管理
クラスタファイルシステムは、クラスタのどのノードからでも読み取りやアクセスが
可能な広域的なファイルシステムです。

表 4–3 Task Map:クラスタファイルシステムの管理

タスク 参照箇所

Sun Clusterの初期インストールの後
で、クラスタファイルシステムを追
加

- newfs(1M)と mkdirを使用しま
す

109ページの「クラスタファイルシステムを追加する」

クラスタファイルシステムを削除

- fuser(1M)と umount(1M)を使
用します

113ページの「クラスタファイルシステムを削除する」

ノード間で一貫性を保つように、ク
ラスタ内の広域マウントポイントを
検査

- sccheck(1M)を使用します

115ページの「クラスタ内の広域マウントを確認する」

� クラスタファイルシステムを追加する
次の作業は、Sun Clusterの初期インストール後に作成するクラスタファイルシステム
ごとに実行します。

注意 –必ず、正しいディスクデバイス名を指定してください。クラスタファイルシス
テムを作成すると、ディスク上のデータはすべて消去されます。デバイス名を誤って
指定すると、本来消去する必要のないデータを失うことになります。

クラスタファイルシステムを追加するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。

� ボリュームマネージャーソフトウェアがクラスタ上にインストールおよび構成され
ていること。

� クラスタファイルシステムの作成先がデバイスグループ (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerデバイスグループまたは VxVMデバイスグループ)、またはブ
ロックディスクスライスであること。
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SunPlex Managerを使用してデータサービスをインストールした場合は、1つ以上の
クラスタファイルシステムがすでに自動的に作成されています (十分な共有ディスク
が存在する場合)。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

ヒント –ファイルシステムを迅速に作成するには、ファイルシステムを作成する広
域デバイスの現在の主ノードでスーパーユーザーになります。

2. newfsコマンドを使用してファイルシステムを作成します。

注 – newfsコマンドは、新しい UFSファイルシステムを作成するときだけ有効で
す。新しい VxFSファイルシステムを作成する場合は、VxFSマニュアルの手順に
従ってください。

# newfs raw-disk-device

下の表に、引数 raw-disk-deviceの名前の例を挙げます。命名規約はボリューム管
理ソフトウェアごとに異なるので注意してください。

使用中のボリューム
管理ソフトウェア 使用可能なディスクデバイス名 説明

Solstice
DiskSuite/Solaris
Volume Manager

/dev/md/oracle/rdsk/d1 oracleメタセット内部の raw
ディスクデバイス d1

SPARC:VERITAS
Volume Manager

/dev/vx/rdsk/oradg/vol01 oradgディスクグループ内部の
rawディスクデバイス vol01

なし /dev/global/rdsk/d1s3 ブロックスライス d1s3の raw
ディスクデバイス

3. クラスタ内の各ノードで、クラスタファイルシステムのマウントポイントディレク
トリを作成します。

クラスタファイルシステムにアクセスしないノードがある場合でも、マウントポイ
ントは各ノードごとに必要です。

ヒント –管理を行いやすくするには、マウントポイントを /global/device-group
ディレクトリに作成します。これを使用することによって、広域に利用できるクラ
スタファイルシステムを、ローカルファイルシステムから簡単に判別できるように
なります。

手順
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# mkdir -p /global/device-group mountpoint

device-group デバイスが含まれるデバイスグループ名に対応するディレクト
リ名を指定します。

mountpoint クラスタファイルシステムのマウント先のディレクトリ名を指
定します。

4. クラスタ内の各ノードで、マウントポイント用の /etc/vfstabファイルにエント
リを追加します。

a. 以下の必須マウントオプションを使用します。

注 –ロギングはすべてのクラスタファイルシステムに必要です。

� Solaris UFSロギング – global,loggingマウントオプションを使用しま
す。UFSマウントポイントの詳細については、mount_ufs(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

注 – syncdirマウントオプションは UFSクラスタファイルシステムには必
要ありません。syncdirを指定すると、POSIXに準拠したファイルシステ
ムの動作が保証されます。指定しない場合は、UFSファイルシステムと同じ
動作になります。syncdirを指定しない場合、ディスクブロックを割り当
てる (つまり、データをファイルに追加するような)書き込みの性能が大幅に
向上します。ただし、場合によっては syncdirを指定しないと、ファイル
を閉じるまで容量不足の状態を検出できません。syncdirを指定しないこ
とで生じる問題はほとんどありません。syncdir (つまり、POSIXの動作)
を指定した場合、空間不足状態はファイルを閉じる前に見つかります。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerトランスメタデバイスまたは
トランザクションボリューム– globalマウントオプションを使用します
(loggingマウントオプションを使用してはいけません)。トランスメタデバ
イスとトランザクションボリュームを設定する方法については、Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerのマニュアルを参照してください。

注 –将来の Solarisリリースでは、トランザクションボリュームは Solarisオ
ペレーティングシステムから削除される予定です。Solaris 8リリースからサ
ポートされている Solaris UFSロギングは、トランザクションボリュームと
同じ機能を備えており、より高い性能を提供します。UFSロギングでは、シ
ステム管理の要件やオーバーヘッドが軽減されます。
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� VxFSロギング – globalおよび logマウントオプションを使用します。詳
細は、VxFSソフトウェアに付属の mount_vxfsのマニュアルページを参照
してください。

b. クラスタファイルシステムを自動的にマウントするには、mount at boot
フィールドを yesに設定します。

c. 各クラスタファイルシステムで、/etc/vfstabエントリの情報が各ノードで
同じになるようにします。

d. 各ノードの /etc/vfstabファイルのエントリに、デバイスが同じ順序で表示
されることを確認します。

e. ファイルシステムの起動順の依存関係を検査します。

たとえば、phys-schost-1がディスクデバイス d0を /global/oracleに
マウントし、phys-schost-2がディスクデバイス d1を
/global/oracle/logsにマウントすると仮定します。この構成では、
phys-schost-1が起動して /global/oracleをマウントしたあとにのみ
phys-schost-2が起動して /global/oracle/logsをマウントできます。

詳細については、vfstab(4)のマニュアルページを参照してください。

5. クラスタ内にある任意のノード上で、マウントポイントが存在し、クラスタ内にあ
るすべてのノード上で /etc/vfstabファイルのエントリが正しいことを確認しま
す。

# sccheck

エラーがない場合は何も表示されません。

6. クラスタ内にある任意のノードから、クラスタファイルシステムをマウントしま
す。

# mount /global/device-group mountpoint

7. クラスタ内にある各ノード上で、クラスタファイルシステムがマウントされている
ことを確認します。

dfまたは mountのいずれかのコマンドを使用し、マウントされたファイルシステ
ムの一覧を表示します。

Sun Cluster環境で VxFSクラスタファイルシステムを管理するには、管理コマン
ドは VxFSクラスタファイルシステムがマウントされている主ノードから実行する
必要があります。

クラスタファイルシステムの追加

次に、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerメタデバイスまたはボリューム
/dev/md/oracle/rdsk/d1上に UFSクラスタファイルシステムを作成する例を示
します。

例 4–18
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# newfs /dev/md/oracle/rdsk/d1
...

[各ノード上で以下のコマンドを実行:]
# mkdir -p /global/oracle/d1

# vi /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount mount
#to mount to fsck point type pass at boot options
#
/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/d1 ufs 2 yes global,logging
[保存し、終了する]

[1つのノード上で以下のコマンドを実行する:]
# sccheck
# mount /dev/md/oracle/dsk/d1 /global/oracle/d1
# mount
...
/global/oracle/d1 on /dev/md/oracle/dsk/d1 read/write/setuid/global/logging/largefiles

on Sun Oct 3 08:56:16 2001

� クラスタファイルシステムを削除する
クラスタファイルシステムを削除するには、単に、そのクラスタファイルシステムの
マウントを解除します。データも削除する場合は、配下のディスクデバイス (または
メタデバイスかボリューム)をシステムから削除します。

注 –クラスタファイルスシステムは、scshutdown(1M)を実行してクラスタ全体を
停止したときに、システム停止処理の一環として自動的にマウント解除されます。
shutdownを実行して単独でノードを停止したときはマウント解除されません。な
お、停止するノードが、ディスクに接続されている唯一のノードの場合は、その
ディスク上のクラスタファイルシステムにアクセスしようとするとエラーが発生しま
す。

クラスタファイルシステムをマウント解除するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。

� ファイルシステムが使用中でないこと。ファイルシステムが使用中と見なされるの
は、ユーザーがファイルシステム内のディレクトリにアクセスしている場合や、プ
ログラムがファイルシステム内のファイルを開いている場合です。ユーザーやプロ
グラムは、クラスタ内のどのノードでもアクセスできます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。手順
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2. マウントされているクラスタファイルシステムを確認します。

# mount -v

3. 各ノードで、クラスタファイルシステムを使用中の全プロセスの一覧を表示し、停
止するプロセスを判断します。

# fuser -c [ -u ] mountpoint

-c ファイルシステムのマウントポイントとなっているファイル
と、マウントされているファイルシステム内のファイルが表示
される。

-u (任意)各プロセス IDのユーザーログイン名を表示します。

mountpoint プロセスを停止するクラスタファイルシステムの名前を指定し
ます。

4. 各ノードで、クラスタファイルシステムのプロセスをすべて停止します。

プロセスは任意の方法で停止できます。必要であれば、次のコマンドを使用して、
クラスタファイルシステムに関係するプロセスを強制終了してください。

# fuser -c -k mountpoint

クラスファイルシステムを使用している各ノードに SIGKILLが送信されます。

5. 各ノードで、ファイルシステムを使用しているプロセスがないことを確認します。

# fuser -c mountpoint

6. 1つのノードからファイルシステムをマウント解除します。

# umount mountpoint

mountpoint マウント解除するクラスタファイルシステムの名前を指定しま
す。クラスタファイルシステムがマウントされているディレク
トリの名前や、ファイルシステムのデバイス名パスを指定でき
ます。

7. (任意) /etc/vfstabファイルを編集して、削除するクラスタファイルシステムの
エントリを削除します。

この手順は、/etc/vfstabファイルにこのクラスタファイルシステムのエントリ
がある各クラスタノードで実行してください。

8. (任意)ディスクデバイス group/metadevice/volume/plexを削除します。

詳細については、ボリューム管理ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

クラスタファイルシステムの削除

次に、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerメタデバイスまたはボリューム
/dev/md/oracle/rdsk/d1にマウントされた UFSクラスタファイルシステムを削
除する例を示します。

例 4–19
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# mount -v
...
/global/oracle/d1 on /dev/md/oracle/dsk/d1 read/write/setuid/global/logging/largefiles
# fuser -c /global/oracle/d1
/global/oracle/d1: 4006c
# fuser -c -k /global/oracle/d1
/global/oracle/d1: 4006c
# fuser -c /global/oracle/d1
/global/oracle/d1:
# umount /global/oracle/d1

(各ノードごとに強調表示されているエントリを削除する:)
# vi /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount mount
#to mount to fsck point type pass at boot options
#
/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/d1 ufs 2 yes global,logging

[保存し終了する]

クラスタファイルシステム上のデータを削除するには、配下のデバイスを削除しま
す。詳細については、ボリューム管理ソフトウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

� クラスタ内の広域マウントを確認する
sccheck(1M)ユーティリティーを使用して、/etc/vfstabファイル内のクラスタ
ファイルシステムのエントリの構文を確認します。エラーがない場合は何も表示され
ません。

注 – sccheckは、デバイスやボリューム管理コンポーネントに影響を及ぼすような変
更 (クラスタファイルシステムの削除など)をクラスタ構成に加えたあとで実行しま
す。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタの広域マウントを確認します。

# sccheck

手順
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ディスクパス監視の管理
ディスクパス監視 (DPM)の管理コマンドを使用すれば、二次ディスクパス障害の通知
を受け取ることができます。この節では、ディスクパスの監視に必要な管理作業を行
うための手順を説明します。ディスクパス監視デーモンの概念については、『Sun
Clusterの概念 (Solaris OS版)』の第 3章「重要な概念 -システム管理者とアプリケー
ション開発者」を参照してください。scdpmコマンドのオプションと関連するコマン
ドについては、scdpm(1M)のマニュアルページを参照してください。ログに記録さ
れたエラーについては、syslogd(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 – scgdevsまたは scdidadmコマンドを使ってノードに入出力デバイスを追加す
ると、監視を行なっていた監視リストにディスクパスが自動的に追加されます。Sun
Clusterコマンドを使ってノードからデバイスを削除すると、ディスクパスは自動的
に監視から除外されます。

表 4–4 Task Map:ディスクパス監視の管理

タスク 参照先

scdpmコマンドを使ってディスクパ
スを監視する

117ページの「ディスクパスの監視方法」

scdpmコマンドを使ってディスクパ
スの監視を解除する

118ページの「ディスクパスの監視を解除する方法」

scdpmコマンドを使って、障害のあ
るディスクパスのステータスを出力
する

119ページの「障害のあるディスクパスを表示する」

scdpm -f コマンドを使って、
ファイルからディスクパスを監視ま
たは監視解除する

120ページの「ファイルからディスクパスを監視する」

以下のセクションの各手順では、scdpmコマンドとディスクパス引数を使用します。
ディスクパス引数はノード名とディスク名からなります。ただし、ノード名は必須で
はありません。指定しないと、allが使用されます。次の表に、ディスクパスの命名
規約を示します。
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注 –広域ディスクパス名はクラスタ全体で一貫性があるため、ディスクパス名には広
域名を使用することを強くお勧めします。UNIXディスクパス名には、クラスタ全体
での一貫性がありません。つまり、あるディスクの UNIXディスクパスは、クラスタ
ノードによって異なる可能性があります。たとえば、あるディスクパス名があるノー
ドでは c1t0d0、別のノードでは c2t0d0となっている場合があります。UNIX
ディスクパス名を使用する場合は、scdidadm -L コマンドを使って UNIX ディスク
パス名と広域ディスクパス名を対応付けてから DPMコマンドを実行してください。
scdidadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

表 4–5ディスクパス名の例

名前型 ディスクパス名の例 説明

広域ディスクパ
ス

phys-schost-1:/dev/did/dsk/d1 phys-schost-1ノードでの
ディスクパス d1

all:d1 クラスタのすべてのノードで
のディスクパス d1

UNIXディスクパ
ス

phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0s0 phys-schost-1ノードでの
ディスクパス c0t0d0s0

phys-schost-1:all クラスタのすべてのノードで
のすべてのディスクパス

� ディスクパスの監視方法
この作業は、クラスタのディスクパスを監視するときに行います。

注意 – DPMは、Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアより前にリリースされたバー
ジョンが動作するノードではサポートされません。ローリングアップグレードが行わ
れているときには DPMコマンドを使用しないでください。すべてのノードをアップ
グレードしたら、DPMコマンドを使用する前にこれらのノードをオンラインにする
必要があります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scdpmコマンドを使ってディスクパスを監視します。

# scdpm -m node:disk path

3. ディスクパスが監視されているか確認します。

# scdpm -p node:all

手順
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単一ノードのディスクパスを監視

次の例では、単一ノードから schost-1:/dev/did/rdsk/d1 ディスクパスを監視
します。ディスク /dev/did/dsk/d1へのパスを監視するのは、ノード schost-1
上の DPMデーモンだけです。

# scdpm -m schost-1:d1
# scdpm -p schost-1:d1

schost-1:/dev/did/dsk/d1 Ok

すべてのノードのディスクパスを監視

次の例では、すべてのノードから schost-1:/dev/did/dsk/d1 ディスクパスを監
視します。DPMは、/dev/did/dsk/d1が有効なパスであるすべてのノードで起動
されます。

# scdpm -m all:/dev/did/dsk/d1
# scdpm -p schost-1:d1

schost-1:/dev/did/dsk/d1 Ok

CCRからディスク構成を読み直す
次の例では、デーモンが CCRからディスク構成を読み直し、監視されているディス
クパスをそのステータスとともに出力します。

# scdpm -m all:all
# scdpm -p all:all

schost-1:/dev/did/dsk/d4 Ok
schost-1:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d4 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d5 Unmonitored

schost-2:/dev/did/dsk/d6 Ok

� ディスクパスの監視を解除する方法
ディスクパスの監視を解除する場合は、この手順を使用します。

注意 – DPMは、Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアより前にリリースされたバー
ジョンが動作するノードではサポートされません。ローリングアップグレードが行わ
れているときには DPMコマンドを使用しないでください。すべてのノードをアップ
グレードしたら、DPMコマンドを使用する前にこれらのノードをオンラインにする
必要があります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 監視を解除するディスクパスの状態を調べます。

# scdpm -p [all:] disk path

例 4–20

例 4–21

例 4–22

手順
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-p 指定したディスクパスの現在のステータスを示す詳細なリスト
を出力します。

[:all] 監視されているすべてのディスクパスと監視されていないすべ
てのディスクパスを表示します。

3. 各ノードで、適切なディスクパスの監視を解除します。

# scdpm -u node:disk path

node:disk path引数の命名規則については、表 4–5を参照してください。

ディスクパスの監視解除

次の例では、schost-2:/dev/did/rdsk/d1 ディスクパスの監視を解除し、クラス
タ全体のディスクパスの一覧とそのステータスを出力します。

# scdpm -u schost-2:/dev/did/rdsk/d1
# scdpm -p all:all

schost-1:/dev/did/dsk/d4 Ok
schost-1:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d4 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d1 Unmonitored

schost-2:/dev/did/dsk/d6 Ok

� 障害のあるディスクパスを表示する
クラスタに障害のあるディスクパスを表示する場合は、次の手順を使用します。

注意 – DPMは、Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアより前にリリースされたバー
ジョンが動作するノードではサポートされません。ローリングアップグレードが行わ
れているときには DPMコマンドを使用しないでください。すべてのノードをアップ
グレードしたら、DPMコマンドを使用する前にこれらのノードをオンラインにする
必要があります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 全クラスタ内の障害のあるディスクパスを表示します。

# scdpm -p -F node:disk path

node:disk path引数の命名規則については、表 4–5を参照してください。

障害のあるディスクパスを表示する

次の例では、全クラスタ内の障害のあるディスクパスを表示します。

例 4–23

手順

例 4–24
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# scdpm -p -F [all:]all
schost-1:/dev/did/dsk/d4 Fail
schost-1:/dev/did/dsk/d3 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d4 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d3 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d5 Fail

schost-2:/dev/did/dsk/d6 Fail

� ファイルからディスクパスを監視する
ファイルを使ってディスクパスを監視したり、その監視を解除する場合は、次の手順
を使用します。ファイルには、監視または監視解除するコマンドと、ノード名、
ディスクパス名を指定します。ファイルの各フィールドは、カラムで区切る必要があ
ります。形式は次の通りです。

syntax in command file:
[u,m] [node|all]:<[/dev/did/rdsk/]d- | [/dev/rdsk/]c-t-d- | all>

command file entry
u schost-1:/dev/did/rdsk/d5

m schost-2:all

注意 – DPMは、Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアより前にリリースされたバー
ジョンが動作するノードではサポートされません。ローリングアップグレードが行わ
れているときには DPMコマンドを使用しないでください。すべてのノードをアップ
グレードしたら、DPMコマンドを使用する前にこれらのノードをオンラインにする
必要があります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ファイルを使ってディスクパスを監視します。

# scdpm -f filename

3. クラスタのディスクパスとそのステータスを確認します。

# scdpm -p all:all

ファイルからディスクパスを監視または監視解除する

次の例では、ファイルを使ってディスクパスを監視または監視解除します。

# scdpm -f schost_config
# scdpm -p all:all

schost-1:/dev/did/dsk/d4 Ok

手順

例 4–25
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schost-1:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d4 Fail
schost-2:/dev/did/dsk/d3 Ok
schost-2:/dev/did/dsk/d5 Unmonitored

schost-2:/dev/did/dsk/d6 Ok
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第 5章

定足数の管理

この章では、Sun Cluster内の定足数 (quorum)の管理手順について説明します。定足
数の概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』の「定足数と定足数デバ
イス」を参照してください。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 126ページの「SCSI定足数デバイスを追加する」
� 128ページの「Network Applianceネットワーク接続ストレージ (NAS)定足数デ
バイスを追加する」

� 131ページの「定足数デバイスを削除する」
� 132ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削除する」
� 133ページの「定足数デバイスを交換する」
� 134ページの「定足数デバイスのノードリストを変更する」
� 136ページの「定足数デバイスを保守状態にする」
� 137ページの「定足数デバイスを保守状態から戻す」
� 139ページの「クラスタ構成を一覧表示する」
� 139ページの「定足数デバイスを修復する」

この章で示す例は、主に 3ノードクラスタです。

定足数と定足数デバイスの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を
参照してください。

定足数の管理の概要
scconf(1M)コマンドを使用すると、定足数の管理手順をすべて実行できます。ま
た、scsetup(1M)対話型ユーティリティーや SunPlex Manager GUIを使用しても、
いくつかの管理手順を実行できます。この章の管理手順は、可能な限り scsetupを
使用して説明してあります。GUIを使用して定足数手順を実行する方法については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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定足数関連の scconfコマンドが中断または失敗すると、定足数の構成情報は、クラ
スタ構成データベースで矛盾することになります。この場合、コマンドを再度実行す
るか、resetオプションを指定して scconfを実行し、定足数の構成をリセットして
ください。

注 – scsetupコマンドは、scconfコマンドの対話的なインタフェースです。
scsetupを実行すると、scconfコマンドが生成されます。これらのコマンドは、各
説明の後にある例の中で示しています。

定足数の構成を表示できるコマンドには、scstat -q と scconf -p の 2 つがありま
す。この章の手順では、通常、scconf を使用していますが、scstat -q も使用でき
ます。

表 5–1作業リスト:定足数の管理

タスク 参照箇所

定足数デバイスをクラスタに追加

- scsetup(1M)を使用します

126ページの「定足数デバイスの追加」

定足数デバイスをクラスタから削除

- scsetupを使用して scconfを生
成します。

131ページの「定足数デバイスを削除する」

最後の定足数デバイスをクラスタか
ら削除

- scsetupを使用して scconfを生
成します。

132ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削
除する」

クラスタの定足数デバイスの交換

-上記の追加および削除手順を使用し
ます。

133ページの「定足数デバイスを交換する」

定足数デバイスリストの変更 -追
加および削除手順を使用します。

134ページの「定足数デバイスのノードリストを変更す
る」

定足数デバイスを保守状態に変更

(保守状態にある場合、定足数デバイ
スは定足数確立の投票に参加しませ
ん。)

- scsetupを使用して scconfを生
成します。

136ページの「定足数デバイスを保守状態にする」
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表 5–1作業リスト:定足数の管理 (続き)
タスク 参照箇所

定足数構成をデフォルトの状態にリ
セット

- scsetupを使用して scconfを生
成します。

137ページの「定足数デバイスを保守状態から戻す」

定足数デバイスおよび投票数の一覧
表示

- scconf(1M)を使用します

139ページの「クラスタ構成を一覧表示する」

定足数デバイスへの動的再構成
クラスタ内の定足数デバイス上で動的再構成 (DR)を実行するときには、いくつかの
問題を考慮する必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
しない場合を除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する
前に、必ず、Solarisの DR機能についての説明を参照してください。特に、DR
Detach操作中に、ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問
題について確認してください。

� Sun Clusterは、定足数デバイス用に構成されたインタフェースが存在する場合
DR削除操作を実行できません。

� DR操作がアクティブなデバイスに影響する場合、Sun Clusterはその操作を拒否
して、その操作から影響を受けるデバイスを識別します。

定足数デバイスを削除するには、次の手順をその順番どおりに行います。

表 5–2 Task Map:定足数デバイスへの動的再構成

タスク 参照箇所

1.削除する定足数デバイスと交換す
る、新しい定足数デバイスを有効に
設定

126ページの「定足数デバイスの追加」

2.削除する定足数デバイスを無効に
設定

131ページの「定足数デバイスを削除する」

3.削除する定足数デバイス上で DR
削除操作を実行

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris
9 on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 DR構成マニュアル』と『Sun Enterprise 10000
Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュアル』)
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定足数デバイスの追加
この節では、定足数デバイスを追加する手順について説明します。クラスタに必要な
定足数投票数を確認する方法、推奨される定足数構成、障害回避などについては、
『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』の「定足数と定足数デバイス」を参照してくだ
さい。

Sun Clusterは、2種類の定足数デバイス、SCSIと Network Appliance (NetApp)
NASをサポートします。これらのデバイスを追加する方法については、次の節で説明
しています。

� 126ページの「SCSI定足数デバイスを追加する」
� 128ページの「Network Applianceネットワーク接続ストレージ (NAS)定足数デ
バイスを追加する」

これらの作業は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細について
は、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

以下の作業で使用されているコマンドの詳細は、scsetup(1M)と scconf(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

� SCSI定足数デバイスを追加する
この手順を実行するには、ノードが共有するデバイス ID (DID)によりディスクドライ
ブを確認します。scdidadmコマンドを使用して、DID名の一覧を参照します。詳細
については、scdidadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティーを起動します。

# scsetup

scsetupのメインメニューが表示されます。

3. 定足数のオプションに対応する番号を入力します。

「定足数メニュー」が表示されます。

4. 定足数デバイスを追加するオプションに対応する番号を入力し、定足数デバイスを
追加するかを確認するメッセージが表示されたら「yes」と入力します。

追加する定足数デバイスの種類を確認するメッセージが表示されます。

5. SCSI定足数デバイスのオプションに対応する番号を入力します。

どの広域デバイスを使用するかを確認するメッセージが表示されます。

6. 使用している広域デバイスを入力します。

指定した広域デバイスに新しい定足数デバイスを追加するか確認を求めるメッセー
ジが表示されます。

手順
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7. 「yes」と入力し、新しい定足数デバイスの追加を続行します。

新しい定足数デバイスが正常に追加されると、その影響についてのメッセージが表
示されます。

8. 定足数デバイスが追加されていることを確認します。

# scstat -q

9. 記憶装置を共有する各ノードグループについて、手順 3から手順 8を繰り返しま
す。

SCSI定足数デバイスの追加
次の例は、SCSI定足数デバイスを追加する際に scsetupコマンドによって生成され
る scconfコマンドと、検証ステップを示しています。

クラスタの任意のノード上でスーパーユーザーになる

[scsetupユーティリティーを実行する:]
# scsetup
「定足数」を選択し、次に「定足数デバイスを追加する」を選択する.
SCSIデバイスを選択する
使用している広域デバイスを入力する
d20
「yes」と入力し、新しい定足数デバイスの追加を続行する

yes
[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -a -q globaldev=d20

コマンドの実行が正常に終了しました
scsetupの「定足数」メニューとメインメニューを終了する
[定足数デバイスが追加されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の概要 --

可能な定足数投票数: 4
必要な定足数投票数: 3
現在の定足数投票数: 4

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d20s1 1 1 Online

例 5–1
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デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d20s2 1 1 Online

� Network Applianceネットワーク接続ストレージ (NAS)
定足数デバイスを追加する
次に、Network Appliance (NetApp)ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイスを
定足数デバイスとして使用する場合の要件を示します。

� NetAppの iSCSIライセンスをインストールする必要があります。

� クラスタ化されたファイラを定足数デバイスとして使用する場合は、そのファイラ
に iSCSI LUNを構成する必要があります。

� 時間の同期をとるために NTPを使用するには、NetApp NASユニットを構成する
必要があります。

� クラスタ化されたファイラに選択されている NTPサーバーのうち少なくとも 1つ
は、Sun Clusterノードの NTPサーバーでなければなりません。

� クラスタを起動する場合は、常にクラスタノードを起動する前に NASデバイスを
起動する必要があります。

誤った順序でデバイスを起動すると、ノードは定足数デバイスを検出できません。
このような状況でノードが停止した場合、クラスタはサービスに対応できなくなる
可能性があります。このような状態が発生した場合は、クラスタ全体を起動し直す
か、NetApp NAS定足数デバイスを削除して追加し直す必要があります。

� クラスタは、各 NASデバイスを単一の定足数デバイスにしか使用できません。

定足数デバイスがさらに必要な場合は、ほかの共有ストレージを構成できます。同
じ NASデバイスを使用するほかのクラスタは、そのデバイスの別の LUNをそれ
らの定足数デバイスとして使用できます。

Network Appliance NASデバイスと LUNの構築と設定については、以下の Network
Appliance NASマニュアルを参照してください。これらのマニュアル
は、http://now.netapp.comで利用できます。

� NASデバイスの設定

『System Administration File Access Management Guide』

� LUNの設定

『Host Cluster Tool for Unix Installation Guide』

� ONTAPソフトウェアのインストール

『Software Setup Guide』、『Upgrade Guide』

� クラスタのボリュームのエクスポート

『Data ONTAP Storage Management Guide』

� クラスタノードへの NASサポートソフトウェアパッケージのインストール

http://now.netapp.comにログインし、「Software Download」ページから『Host
Cluster Tool for Unix Installation Guide』をダウンロードしてください。
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Sun Cluster環境で NetApp NASストレージデバイスをインストールする方法につい
ては、Sun Clusterのマニュアル『Sun Cluster 3.1 With Network-Attached Storage
Devices Manual for Solaris OS』を参照してください。

1. すべての Sun Clusterノードがオンライン状態であり、クラスタ化された NetApp
ファイラと通信が行えることを確認します。

2. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. scsetupユーティリティーを起動します。

# scsetup

scsetupのメインメニューが表示されます。

4. 定足数のオプションに対応する番号を入力します。

「定足数メニュー」が表示されます。

5. 定足数デバイスを追加するオプションに対応する番号を入力し、定足数デバイスを
追加するかを確認するメッセージが表示されたら「yes」と入力します。

追加する定足数デバイスの種類を確認するメッセージが表示されます。

6. netapp_nas定足数デバイスのオプションに対応する番号を入力し、netapp_nas定
足数デバイスを追加するかを確認するメッセージが表示されたら「yes」と入力し
ます。

新しい定足数デバイスの名前を入力するようにメッセージが表示されます。

7. 追加する定足数デバイスの名前を入力します。

定足数デバイスの名前は任意に選択できます。この名前は、今後の管理コマンドの
処理だけに使用されるものです。

新しい定足数デバイスのファイラの名前を入力するようにメッセージが表示されま
す。

8. 新しい定足数デバイスのファイラの名前を入力します。

この名前には、ネットワークアクセスが可能なファイラ名またはファイラのアドレ
スを指定してください。

ファイラの LUN IDを指定するようにメッセージが表示されます。

9. ファイラの定足数デバイス LUNの IDを入力します。

ファイラに新しい定足数デバイスを追加するか確認を求めるメッセージが表示され
ます。

10.「yes」と入力し、新しい定足数デバイスの追加を続行します。

新しい定足数デバイスが正常に追加されると、その影響についてのメッセージが表
示されます。

11.定足数デバイスが追加されていることを確認します。

# scstat -q

手順

第 5章 •定足数の管理 129



12.記憶装置を共有する各ノードグループについて、手順 4から手順 11を繰り返しま
す。

NetApp NAS定足数デバイスの追加
次の例は、NetApp NAS定足数デバイスを追加する際に scsetupコマンドによって
生成される scconfコマンドと、検証手順を示しています。

すべての Sun Clusterノードがオンライン状態で、クラスタ化された NetAppファイラと通信が可能であることを確認する

クラスタの任意のノード上でスーパーユーザーになる
[scsetupユーティリティーを実行する:]
# scsetup
「定足数」を選択し、次に「定足数デバイスを追加」を選択する.
Netapp_nas定足数デバイスを選択する
追加する定足数デバイスの名前を入力する

qd1
新しい定足数デバイスのファイラの名前を入力する

nas1.sun.com
ファイラの定足数デバイス LUNの IDを入力する
0
「yes」と入力し、新しい定足数デバイスの追加を続行する

yes
[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -a -q name=qd1,type-=netapp_nas,filer=nas1.sun.com,lun_id=0

コマンドは正常に完了しました。
>scsetupの「定足数」メニューとメインメニューを終了する
[定足数デバイスが追加されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の概要 --

可能な定足数投票数: 5
必要な定足数投票数: 3
現在の定足数投票数: 5

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: qd1 1 1 Online
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 Online

例 5–2
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デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d4s2 1 1 Online

� 定足数デバイスを削除する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数デバイスを削除すると、そのデバイスは定足数確立の投票に参加できなくなり
ます。2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必
要があります。構成されているデバイスが、クラスタの最後の定足数デバイスの場合
は、scconf(1M)は失敗してデバイスは構成から削除されません。

注 –削除するデバイスがクラスタの最後の定足数デバイスの場合は、132ページ
の「クラスタから最後の定足数デバイスを削除する」の手順を参照してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 削除する定足数デバイスを判別します。

# scconf -pv | grep Quorum

3. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 定足数のオプションに対応する番号を入力します。

5. 定足数デバイスを削除するオプションに対応する番号を入力します。

削除プロセス中に表示される質問に答えます。

6. scsetupを終了します。

7. 定足数デバイスが削除されたことを確認します。

# scstat -q

定足数デバイスの削除

次に、2つ以上の定足数デバイスが構成されているクラスタから定足数デバイスを削
除する例を示します。

任意のノード上でスーパーユーザーになり削除するノードを保守状態にする

[[削除する定足数デバイスを判別する:]
# scconf -pv | grep "定足数"
[scsetupユーティリティーを実行する:]

手順
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# scsetup
「定足数」を選択し、次に「定足数ディスクを削除」を選択する.
プロンプトが表示されたら答える
[sconfコマンドが正常に終了したことを確認:]

scconf -r -q globaldev=d4

コマンドは正常に完了しました。
「定足数」メニューとメインメニューを終了する
[定足数デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票数: 3
必要な定足数投票数: 2
現在の定足数投票数: 3

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 Online

� クラスタから最後の定足数デバイスを削除する
削除するデバイスが、クラスタ内の最後の定足数デバイスではない場合は、先の手順
131ページの「定足数デバイスを削除する」を使用してください。

注 – 2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必要
があります。構成されているデバイスが、2ノードクラスタの最後の定足数デバイス
の場合は、scconf(1M)を使用して構成からデバイスを削除できるように、このクラ
スタをインストールモードにする必要があります。これは、クラスタからノードを削
除する場合にだけ行います。

1. クラスタ内の任意のノードでスーパーユーザーになり、削除するノードを保守状態
にします。

165ページの「ノードを保守状態にする」を参照してください。

2. クラスタをインストールモードにします。

# scconf -c -q installmode

手順
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3. scconfコマンドを使用して定足数デバイスを削除します。

クラスタがインストールモードである場合、scsetup(1M)クラスタ管理メニュー
オプションは利用できません。

# scconf -r -q name=device

4. 定足数デバイスが削除されたことを確認します。

# scstat -q

最後の定足数デバイスの削除

次に、クラスタ構成の最後の定足数デバイスを削除する例を示します。

[任意のノード上でスーパーユーザーになる]
[クラスタをインストールモードにする:]
# scconf -c -q installmode
[定足数デバイスを削除する:]
# scconf -r -q name=d3
[定足デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の概要 --

可能な定足数投票数: 2
必要な定足数投票数: 2
現在の定足数投票数: 2

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

� 定足数デバイスを交換する
この作業は、既存の定足数デバイスをほかの定足数デバイスに交換する場合に行いま
す。定足数デバイスは、類似したデバイスタイプに交換することも (例: NASデバイス
をほかの NASデバイスに置き換える)、あるいは類似点がないデバイスに交換するこ
とも (例: NASデバイスを共有ディスクに置き換える)こともできます。

1. 新しい定足数デバイスを構成します。

最初に、古いデバイスの代わりに、新しい定足数デバイスを構成に追加する必要が
あります。クラスタに新しい定足数デバイスを追加する方法は、126ページの「定
足数デバイスの追加」を参照してください。

例 5–4
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2. 定足数デバイスとして交換するデバイスを削除します。

構成から古い定足数デバイスを削除する方法は、131ページの「定足数デバイスを
削除する」を参照してください。

3. 定足数デバイスが障害が発生したディスクである場合は、ディスクを取り替えま
す。

『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris OS』で、使用
しているディスク装置のハードウェア作業を参照してください。

� 定足数デバイスのノードリストを変更する
scsetup(1M)ユーティリティーを使用すると、既存の定足数デバイスのノードリス
トにノードを追加したり、ノードリストからノードを削除できます。定足数デバイス
のノードリストを変更するには、定足数デバイスを削除し、削除した定足数デバイス
へのノードの物理的な接続を変更して、定足数デバイスをクラスタ構成に追加し直す
必要があります。定足数デバイスを追加すると、scconf(1M)は自動的に、ディスク
が接続されているすべてのノードについて、ノードからディスクへのパスを構成しま
す。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 変更したい定足数デバイスの名前を判別します。

# scconf -p | grep "定足数"

3. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 定足数オプションに対応する番号を入力します。

「定足数メニュー」が表示されます。

5. 定足数デバイスを削除するオプションに対応する番号を入力します。

指示に従います。削除するディスクの名前を問い合わせられます。

6. 定足数デバイスへのノードの物理的な接続を追加または削除します。

7. 定足数デバイスを追加するオプションに対応する番号を入力します。

指示に従います。定足数デバイスとして使用するディスクの名前を問い合わせられ
ます。

8. 定足数デバイスが追加されていることを確認します。

# scstat -q
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定足数デバイスノードリストの変更

次に、scsetupユーティリティーを使用して、定足数デバイスのノードリストにノー
ドを追加したり、ノードリストからノードを削除する例を示します。この例では、定
足数デバイスの名前は d2であり、この手順の最終目的は別のノードを定足数デバイ
スのノードリストに追加することです。

[クラスタ内の任意のノードでスーパーユーザーになる
]
[変更したい定足数デバイス名を判別する:]
# scconf -p | grep Quorum
定足数デバイス: d2
定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
定足数デバイスのホスト(有効): phys-schost-1 phys-schost-2
定足数デバイスのホスト(無効):

[ユーティリティーを実行する:]
# scsetup
定足数オプションに対応する番号を入力
.
定足数デバイスを削除するオプションに対応する番号を入力
.
プロンプトが表示されたら、質問に答える。
項目:

例:
定足数デバイス名 d2

[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -r -q globaldev=d2
コマンドの実行が正常に終了しました。

定足数オプションに対応する番号を入力
.
定足数デバイスを追加するオプションに対応する番号を入力
プロンプトが表示されたら、質問に答える。
項目: 例:

定足数デバイス名 d2

[scconf コマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -a -q globaldev=d2
コマンドの実行が正常に終了しました。

scsetupユーティリティーを終了する
[正しいノードが定足数デバイスに接続されることを確認する。
この例では、ノード phys-schost-3 が有効ホストリストに追加されていることを確認する]
# scconf -p | grep "定足数"
定足数デバイス: d2
定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 2
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
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定足数デバイスホスト (有効): phys-schost-1 phys-schost-2
phys-schost-3

定足数デバイスホスト(無効):
[変更した定足数デバイスがオンラインであることを確認する]
# scstat -q
-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d2s2 1 1 オンライン
[定足数デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の概要 --

可能な定足数投票数: 4
必要な定足数投票数: 3
現在の定足数投票数: 4

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 Online

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d4s2 1 1 Online

� 定足数デバイスを保守状態にする
定足数デバイスを保守状態にするには、scconf(1M)コマンドを使用する必要があり
ます。現在、scsetup(1M)ユーティリティーにこの機能はありません。この手順
は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、SunPlex
Managerのオンラインヘルプを参照してください。

サービスから定足数デバイスを長時間はずす場合は、その定足数デバイスを保守状態
にします。定足数デバイスの定足数投票数 (quorum vote count)はゼロに設定される
ため、そのデバイスが稼働中でも定足数確立の投票には参加しません。保守状態でも
定足数デバイスの構成情報は保持されます。

注 – 2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必要
があります。構成されているデバイスが 2ノードクラスタの最後の定足数デバイスの
場合は、scconfは失敗してデバイスは保守状態になりません。

クラスタノードを保守状態にする方法については、165ページの「ノードを保守状態
にする」を参照してください。
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1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 定足数デバイスを保守状態にします。

# scconf -c -q name=device,maintstate

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

name=device 変更するディスクデバイスの DID名 (d4など)を指定します。

maintstate 共有定足数デバイスを保守状態にします。

3. 定足数デバイスが保守状態にあることを確認します。

保守状態にしたデバイスの出力は、定足数デバイスの投票数 (以下の例の Quorum
device votes)がゼロになっていなければなりません。

# scconf -p | grep -i quorum

定足数デバイスを保守状態にする

次に、定足数デバイスを保守状態にし、結果を検証する例を示します。

# scconf -c -q name=d20,maintstate
# scconf -p | grep -i 定足数
ノードの定足数投票数: 1
ノードの定足数投票数: 1

定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 0
有効な定足数デバイス: no
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2
定足数デバイスのホスト(有効): phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト(無効):

定足数デバイスを有効にし直す方法については、137ページの「定足数デバイスを保
守状態から戻す」を参照してください。

ノードを保守状態にする方法については、165ページの「ノードを保守状態にする」
を参照してください。

� 定足数デバイスを保守状態から戻す
この作業は、定足数デバイスが保守状態にある場合にその状態から定足数デバイスを
戻して定足数投票数をデフォルトにリセットするときに実行します。

手順

例 5–6

参照
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注意 – globaldevまたは nodeオプションのどちらも指定しない場合、定足数投票数
はクラスタ全体でリセットされます。

定足数デバイスを構成する場合、Sun Clusterソフトウェアは定足数デバイスに投票数
として N-1を割り当てます (Nは定足数デバイスに結合された投票の数)。たとえば、
2つのノードに接続された、投票数がゼロ以外のクォーラムデバイスの投票数は 1
(2−1)になります。

� クラスタノードと、そのクラスタノードに関係付けられた定足数デバイスを保守状
態から戻す方法については、167ページの「ノードを保守状態から戻す」を参照し
てください。

� 定足数投票数の詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』の「定足
数投票数について」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 定足数投票数をリセットします。

# scconf -c -q name=device,reset

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

name=device リセットする定足数デバイスの DID名 (d4など)を指定します。

reset 定足数をリセットする変更フラグです。

3. ノードが保守状態にあったために定足数投票数をリセットする場合は、このノード
を再起動します。

4. 定足数投票数を確認します。

# scconf -p | grep -i quorum

定足数投票数 (定足数デバイス)のリセット

次に、定足数デバイスの投票数をリセットしてデフォルト設定に戻し、結果を検証す
る例を示します。

# scconf -c -q name=d20,reset
# scconf -p | grep -i "定足数"
ノードの定足数投票数: 1
ノードの定足数投票数: 1

定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2

手順

例 5–7
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定足数デバイスのホスト: phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト(無効):

� クラスタ構成を一覧表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数構成を一覧表示するには、スーパーユーザーになる必要はありません。

注 –定足数デバイスに対するノード接続の数を増減させる場合、定足数が自動的に再
計算されることはありません。すべての定足数デバイスをいったん削除し、その後そ
れらを構成に追加し直すと、正しい定足数が再設定されます。2ノードクラスタの場
合、定足数デバイスを取り外して、もとの定足数デバイスに戻す前に一時的に新しい
定足数デバイスを追加します。次に一時的に追加した定足数デバイスを取り外しま
す。

� scconf(1M)を使用して、定足数構成を一覧表示します。

# scconf -p | grep -i quorum

定足数構成の一覧表示
# scconf -p | grep “定足数”

ノード定足数投票数: 1
ノード定足数投票数: 1
定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2
定足数デバイスのホスト(有効): phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト(無効):

� 定足数デバイスを修復する
この作業は、動作が不正な定足数デバイスを交換する場合に行なってください。

1. 定足数デバイスとして交換するディスクデバイスを削除します。

手順

例 5–8

手順
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注 –削除するデバイスが最後の定足数デバイスである場合は、必要に応じて初めに
ほかのディスクを新しい定足数デバイスとして追加してください。このような方法
をとると、交換作業を行なっている間に障害が発生しても有効な定足数デバイスを
確保できます。新しい定足数デバイスを追加する方法については、126ページ
の「定足数デバイスの追加」を参照してください。

定足数デバイスとしてのディスクデバイスを削除する方法については、131ページ
の「定足数デバイスを削除する」を参照してください。

2. ディスクデバイスを交換します。

ディスクデバイスを交換する方法については、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』に記されたディスク装置のハードウェア作
業の説明を参照してください。

3. 交換したディスクを新しい定足数デバイスとして追加します。

ディスクを新しい定足数デバイスとして追加する方法については、126ページ
の「定足数デバイスの追加」を参照してください。

注 –手順 1で定足数デバイスを別途追加した場合は、デバイスを削除しても安全で
す。定足数デバイスを削除する方法については、131ページの「定足数デバイスを
削除する」を参照してください。
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第 6章

クラスタインターコネクトとパブ
リックネットワークの管理

この章では、Sun Clusterインターコネクトとパブリックネットワークのソフトウェア
上の作業手順について説明します。

クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの管理には、ハードウェア上の
作業とソフトウェア上の作業が含まれます。通常、初めてクラスタをインストールお
よび構成するときには、IPネットワークマルチパス (IP Network Multipathing)グ
ループを含むクラスタインターコネクトとパブリックネットワークを構成します。あ
とで、クラスタインターコネクトネットワーク構成を変更する必要が生じた場合は、
この章のソフトウェア手順を使用します。クラスタ内に IP Network Multipathingグ
ループを構成する方法については、152ページの「パブリックネットワークの管理」
の節を参照してください。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 144ページの「クラスタインターコネクトの状態を確認する」
� 145ページの「クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トラ
ンスポート接続点を追加する」

� 146ページの「クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トラ
ンスポート接続点を削除する」

� 149ページの「クラスタトランスポートケーブルを有効にする」
� 150ページの「クラスタトランスポートケーブルを無効にする」
� 153ページの「クラスタで IPネットワークマルチパスグループを管理する」
� 152ページの「トランスポートアダプタのインスタンス番号を確認する」

この章の関連手順の概要は、表 6–1と表 6–3を参照してください。

クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの背景情報や概要については、
『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。
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クラスタインターコネクトの管理
この節では、クラスタトランスポートアダプタやクラスタトランスポートケーブルな
どのクラスタインターコネクトの再構成手順について説明します。これらの手順で
は、Sun Clusterソフトウェアをインストールする必要があります。

通常、scsetup(1M)ユーティリティーを使用して、クラスタインターコネクトのク
ラスタトランスポートを管理できます。詳細は、scsetupのマニュアルページを参照
してください。

クラスタソフトウェアをインストールする手順については、『Sun Clusterソフト
ウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。クラスタハードウェア
コンポーネントをサービスする手順については、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』を参照してください。

注 –クラスタインターコネクト手順中、通常は、(適切であれば)デフォルトのポート
名を選択してもかまいません。デフォルトのポート名は、ケーブルのアダプタ側が接
続されているノードの内部ノード ID番号と同じです。ただし、SCIなどの特定の種類
のアダプタではデフォルトのポート名は使用できません。

表 6–1作業リスト:クラスタインターコネクトの管理

タスク 参照箇所

クラスタトランスポートの管理

- scsetup(1M)を使用します

23ページの「scsetupユーティリティーにアクセスす
る」

クラスタインターコネクトの状態の
確認

- scstatを使用

144ページの「クラスタインターコネクトの状態を確認
する」

クラスタトランスポートケーブル、
トランスポートアダプタまたは、ト
ランスポート接続点の削除

- scstat(1M)を使用します

145ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を追加す
る」

クラスタトランスポートケーブル、
トランスポートアダプタまたは、ト
ランスポート接続点の削除

- scsetupを使用します。

146ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を削除す
る」
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表 6–1作業リスト:クラスタインターコネクトの管理 (続き)
タスク 参照箇所

クラスタトランスポートケーブルの
有効化

- scsetupを使用します。

149ページの「クラスタトランスポートケーブルを有効
にする」

クラスタトランスポートケーブルの
無効化

- scsetupを使用します。

150ページの「クラスタトランスポートケーブルを無効
にする」

トランスポートアダプタのインスタ
ンス番号の確認

152ページの「トランスポートアダプタのインスタンス
番号を確認する」

クラスタインターコネクトでの動的再構成
クラスタインターコネクト上で動的再構成 (DR)を実行するときには、いくつかの問
題を考慮する必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
しない場合を除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する
前に、必ず、Solarisの DR機能についての説明を参照してください。特に、DR
Detach操作中に、ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問
題について確認してください。

� Sun Clusterは、アクティブなプライベートインターコネクトインタフェース上で
実行された DRボード削除操作を拒否します。

� DRのボード削除操作によってアクティブなプライベートインターコネクトインタ
フェースに影響がある場合には、Sun Clusterは操作を拒否し、操作によって影響
を受けるインタフェースを特定します。

注意 – Sun Clusterの個々のクラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対す
る有効なパスが、少なくとも 1つは存在していなければなりません。したがって、
個々のクラスタノードへの最後のパスをサポートするプライベートインターコネクト
インタフェースを無効にしないでください。

パブリックネットワークインタフェース上で DR操作を実行するときは、次の手順を
その順番どおりに行います。
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表 6–2 Task Map:パブリックネットワークインタフェースでの動的再構成

タスク 参照箇所

1.アクティブなインターコネクトか
らインタフェースを無効にして削除

154ページの「パブリックネットワークインタフェース
での動的再構成」

2.パブリックネットワークインタ
フェース上で DR操作を実行

『Sun Enterprise 10000 DR Configuration Guide』

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris
9 on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュア
ル』

� クラスタインターコネクトの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

1. クラスタインターコネクトの状態を確認します。

# scstat -W

2. 一般的な状態メッセージについては、以下を参照してください。

状態メッセージ 説明および可能な処置

Path online パスが現在正常に機能しています。処置は必要ありません。

Path waiting パスが現在初期化中です。処置は必要ありません。

Path faulted パスが機能していません。これは、パスが一時的に待機状態とオンライ
ン状態の中間にある状態の可能性があります。再び scstat -W を実行
してもメッセージが繰り返される場合は、適切な処置を行ってくださ
い。

クラスタインターコネクトの状態を確認する

次に、正常に機能しているクラスタインターコネクトの状態の例を示します。

# scstat -W
-- クラスタトランスポートパス --

エンドポイント エンドポイント 状態
------ -------- ------

トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-2:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe0 phys-schost-2:qfe0 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-3:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe0 phys-schost-3:qfe0 Path online

手順

例 6–1
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トランスポートパス: phys-schost-2:qfe1 phys-schost-3:qfe1 Path online

トランスポートパス: phys-schost-2:qfe0 phys-schost-3:qfe0 Path online

� クラスタトランスポートケーブル、トランスポー
トアダプタ、トランスポート接続点を追加する
クラスタ固有のトランスポートの要件については、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Interconnect Requirements and
Restrictions」を参照してください。

この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

1. クラスタトランスポートケーブルが物理的に取り付けられていることを確認しま
す。

クラスタトランスポートケーブルのインストール手順については、『Sun
Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris OS』を参照してくだ
さい。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 4 (クラスタインターコネクト)を入力して、「クラスタインターコネクトメ
ニュー」にアクセスします。

注 – SCIアダプタを使用する構成では、この手順の「Add (追加)」部分において表
示されるアダプタ接続 (ポート名)のデフォルトを受け入れてはいけません。その
代わりに、ノードに物理的に (ケーブルで)接続されている、Dolphinスイッチ上
のポート名 (0、1、2、または 3)を指定します。

5. 1 (トランスポートケーブルを追加)を選択してトランスポートケーブルを追加しま
す。

指示に従い、必要な情報を入力します。

6. 2 (トランスポートアダプタをノードに追加)を選択してトランスポートアダプタを
追加します。

指示に従い、必要な情報を入力します。

7. 3(トランスポート接続点を追加)を選択してトランスポート接続点を追加します。

指示に従い、必要な情報を入力します。

手順
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8. クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トランスポート接続
点が追加されたことを確認します。

# scconf -p | grep cable
# scconf -p | grep adapter

# scconf -p | grep junction

クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トラ
ンスポート接続点の追加

次に、scsetupコマンドを使用し、トランスポートケーブル、トランスポートアダプ
タ、トランスポート接続点をノードに追加する例を示します。

[ケーブルがインストールされているか確認する]
# scsetup
クラスタインターコネクトを選択する
「トランスポートケーブルを追加」、「トランスポートアダプタをノードに追加」、
「トランスポート接続点を追加」の中からいずれかを選択する
プロンプトが表示されたら質問に答える
必須: 例:
ノード名 phys-schost-1
アダプタ名 qfe2
接続点名 hub2
トランスポートタイプ dlpi

[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する]
コマンドが正常に完了しました
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブル、アダプタ、接続点が追加されたことを確認する:]
# scconf -p | grep "ケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe0@1 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

# scconf -p | grep "ノードのトランスポートアダプタ"
ノードのトランスポートアダプタ: qfe2 hme1 qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0

# scconf -p | grep "クラスタのトランスポート接続点"
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub1 hub2
クラスタのトランスポート接続点: hub0
クラスタのトランスポート接続点: hub1

クラスタのトランスポート接続点: hub2

� クラスタトランスポートケーブル、トランスポー
トアダプタ、トランスポート接続点を削除する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

例 6–2
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次の手順を使用して、クラスタトランスポートケーブル、クラスタトランスポートア
ダプタ、およびトランスポート接続点をノード構成から削除します。ケーブルを無効
にした場合、このケーブルの 2つのエンドポイントは構成されたままになります。ト
ランスポートケーブルの終端として使用されているアダプタは削除できません。

注意 –各クラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対する (機能している)
トランスポートパスが少なくとも 1つずつ必要です。2つのノードは必ず接続されて
おり、お互いに分離されているノードは存在しません。ケーブルを無効にする前に
は、必ず、ノードのクラスタインターコネクトの状態を確認してください。状態が冗
長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にします。
ノードの最後の機能しているケーブルを無効にすると、そのノードはクラスタメン
バーシップから外れます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 残りのクラスタトランスポートパスの状態を確認します。

# scstat -W

注意 – 2ノードクラスタのいずれかのノードを削除しようとして「パス障害 (Path
faulted)」などのエラーメッセージが表示された場合、この手順を続ける前に問題
を調査してください。このような問題は、ノードパスが利用できないことを示して
います。残りの正常なパスを削除すると、このノードはクラスタメンバーシップか
ら外れ、クラスタが再構成されます。

3. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 4 (クラスタインターコネクト)を入力して、「クラスタインターコネクトメ
ニュー」にアクセスします。

5. 4 (トランスポートケーブルを削除)を選択して、ケーブルを削除します。

指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ
名、および接続点名を知っておく必要があります。

注 –物理的にケーブル接続を解除する場合は、ポートと宛先デバイスをつないでい
るケーブルを切り離します。

6. アダプタを削除するには、5 (トランスポートアダプタをノードから削除)を選択し
ます。

手順
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指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ
名、および接続点名を知っておく必要があります。

注 –アダプタをノードから物理的に取り外す場合のハードウェアサービス手順につ
いては、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』を参照してください。

7. 接続点を削除するには、6 (トランスポート接続点を削除)を選択します。

指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ
名、および接続点名を知っておく必要があります。

注 –ポートがトランスポートケーブルの終端として使用されている場合、接続点は
削除できません。

8. ケーブルまたはアダプタが削除されたことを確認します。

# scconf -p | grep cable
# scconf -p | grep adapter

# scconf -p | grep junction

ノードからトランスポートケーブルやトランスポートアダプタが削除された場合
は、このコマンドの出力には表示されません。

トランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トランスポー
ト接続点の削除

次に、scsetupコマンドを使用して、トランスポートケーブル、トランスポートアダ
プタ、またはトランスポート接続点を削除する例を示します。

[クラスタ内の任意のノードでスーパーユーザーになる]
[ユーティリティーを入力する:]
# scsetup
4 (クラスタインターコネクト) を入力
「トランスポートケーブルを削除」、「トランスポートアダプタをノードから削除」、
「トランスポート接続点を削除」の中からいずれかを選択する

プロンプトが表示されたら質問に答える
必須:

例:
ノード名 phys-schost-1
アダプタ名 qfe1
ジャンクション名 hub1

[ scconf コマンドが正常に完了したことを確認する:]
コマンドの実行が正常に完了しました
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブル、アダプタ、接続点が取り除かれたことを確認する:]
# scconf -p | grep "ケーブル"

例 6–3
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トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe0@1 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

# scconf -p | grep "ノードのトランスポートアダプタ"
ノードのトランスポートアダプタ: qfe2 hme1 qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0

# scconf -p | grep "クラスタのトランスポート接続点"
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub2
クラスタのトランスポート接続点: hub0

クラスタのトランスポート接続点: hub2

� クラスタトランスポートケーブルを有効にする
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

このオプションを使用し、既存のクラスタトランスポートケーブルを有効にします。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (クラスタインターコネクト)を入力して、「クラスタインターコネクトメ
ニュー」にアクセスします。

4. 7 (トランポートケーブルを有効化)を選択して、トランスポートケーブルを有効に
します。

プロンプトが表示されたなら、指示に従います。ケーブルのいずれかの終端のノー
ド名およびアダプタ名の両方を入力する必要があります。

5. ケーブルが有効になっていることを確認します。

# scconf -p

クラスタトランスポートケーブルを有効にする

次に、ノード phys-schost-2にあるアダプタ qfe-1のクラスタトランスポート
ケーブルを有効にする例を示します。

[すべてのノードでスーパーユーザーになる]
[scsetupユーティリティーを入力する:]
# scsetup

手順
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「クラスタインターコネクト」、続いて「トランスポートケーブルを有効化」を選択する

プロンプトが表示されたら質問に答える
以下の情報が必要となる
必須:

例:
ノード名 phys-schost-2
アダプタ名 qfe1
接続点名 hub1

[ scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -c -m endpoint=phys-schost-2:qfe1,state=enabled

コマンドの実行が正常に完了しました。
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブルが有効であることを確認する:]
# scconf -p | grep "トランスポートケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe1@0 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled

トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

� クラスタトランスポートケーブルを無効にする
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

クラスタトランスポートケーブルを無効にし、クラスタインターコネクトパスを一時
的に停止する必要があることがあります。これは、クラスタインターコネクトで発生
する問題の解決や、クラスタインターコネクトのハードウェアの交換に便利です。

ケーブルを無効にした場合、このケーブルの 2つのエンドポイントは構成されたまま
になります。トランスポートケーブルの終端として使用されているアダプタは削除で
きません。

注意 –各クラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対する (機能している)
トランスポートパスが少なくとも 1つずつ必要です。2つのノードは必ず接続されて
おり、お互いに分離されているノードは存在しません。ケーブルを無効にする前に
は、必ず、ノードのクラスタインターコネクトの状態を確認してください。状態が冗
長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にします。
ノードの最後の機能しているケーブルを無効にすると、そのノードはクラスタメン
バーシップから外れます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ケーブルを無効にする前に、クラスタインターコネクトの状態を確認します。

# scstat -W

手順

150 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



注意 – 2ノードクラスタのいずれかのノードを削除しようとして「パス障害 (Path
faulted)」などのエラーメッセージが表示された場合、この手順を続ける前に問題
を調査してください。このような問題は、ノードパスが利用できないことを示して
います。残りの正常なパスを削除すると、このノードはクラスタメンバーシップか
ら外れ、クラスタが再構成されます。

3. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 4 (クラスタインターコネクト)を入力して、「クラスタインターコネクトメ
ニュー」にアクセスします。

5. 8 (トランスポートケーブルを無効化)を選択してケーブルを無効にします。

指示に従い、必要な情報を入力します。このクラスタインターコネクトのすべての
コンポーネントは無効になります。ケーブルのいずれかの終端のノード名およびア
ダプタ名の両方を入力する必要があります。

6. ケーブルが無効になっていることを確認します。

# scconf -p

クラスタトランスポートケーブルを無効にする

次に、ノード phys-schost-2にあるアダプタ qfe-1のクラスタトランスポート
ケーブルを無効にする例を示します。

[すべてのノードでスーパーユーザーになる]
[scsetupユーティリティーを入力する:]
# scsetup
「クラスタインターコネクト」、続いて「トランスポートケーブルを無効化」を選択する

プロンプトが表示されたら質問に答える
以下の情報が必要になる
必須:

例:
ノード名 phys-schost-2
アダプタ名 qfe1
接続点名 hub1

[ scconfコマンドが正常に完了したことを確認する:]

scconf -c -m endpoint=phys-schost-2:qfe1,state=disabled

コマンドの実行が正常に完了しました。
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブルが無効化されたことを確認する:]
# scconf -p | grep "トランスポートケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe1@0 ethernet-1@2 Disabled

例 6–5
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トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled

トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

� トランスポートアダプタのインスタンス番号を確
認する
scsetupコマンドを使用して正しいトランスポートアダプタの追加と削除を行うに
は、トランスポートアダプタのインスタンス番号を確認する必要があります。アダプ
タ名は、アダプタの種類とアダプタのインスタンス番号を組み合わせたものです。こ
の作業では、SCI-PCIアダプタを例として使用しています。

1. スロット番号にもとづき、アダプタの名前を確認してください。

次の画面は例であり、個々のハードウェアと一致しない可能性があります。

# prtdiag
...
========================= IO Cards =========================

Bus Max
IO Port Bus Freq Bus Dev,
Type ID Side Slot MHz Freq Func State Name Model
---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ----- --------------------------------
PCI 8 B 2 33 33 2,0 ok pci11c8,0-pci11c8,d665.11c8.0.0
PCI 8 B 3 33 33 3,0 ok pci11c8,0-pci11c8,d665.11c8.0.0

...

2. アダプタの名前とスロット番号を使用してアダプタのインスタンス番号を確認して
ください。

次の画面は例であり、個々のハードウェアと一致しない可能性があります。

# prtconf
...
pci, instance #0

pci11c8,0, instance #0
pci11c8,0, instance #1

...

パブリックネットワークの管理
Sun Cluster 3.1 4/04はパブリックネットワークの IP (Internet Protocol)ネットワーク
マルチパスの Solaris実装をサポートします。IPネットワークマルチパスの基本的な
管理は、クラスタ環境でも非クラスタ環境でも同じです。マルチパスの管理について
は、適切な Solarisのマニュアルを参照してください。ただし、Sun Cluster環境で IP
ネットワークマルチパスを管理する前には、以下のガイドラインを熟読してくださ
い。

手順
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クラスタで IPネットワークマルチパスグループを
管理する
IPネットワークマルチパス手順をクラスタ上で実行する前に、次のガイドラインにつ
いて考慮してください。

� 各パブリックネットワークアダプタは、マルチパスグループに属している必要があ
ります。

� local-mac-address?変数には、Ethernetアダプタの値として trueが指定され
ていなければなりません。

� 次に示すタイプのマルチパスグループ内に存在するアダプタごとにテスト IPアド
レスを設定する必要があります。

� Solaris 8 OSで稼働しているクラスタ内のすべてのマルチパスグループ

� Solaris 9または Solaris 10 OSで稼働しているクラスタ内のすべてのマルチアダ
プタマルチパスグループSolaris 9または Solaris 10 OS上のシングルアダプタマ
ルチパスグループは、テスト IPアドレスを必要としません。

� 同一マルチパスグループ内のすべてのアダプタ用のテスト IPアドレスは、単一の
IPサブネットに属する必要があります。

� テスト IPアドレスは高可用性でないため、通常のアプリケーションが使用しない
ようにします。

� マルチパスグループの命名に制限はありません。しかし、リソースグループを構成
するとき、netiflistには、任意のマルチパス名にノード ID番号またはノード
名が続くものを指定します。たとえば、マルチパスグループの名前が sc_ipmp0
であるとき、ノード IDが 1である phys-schost-1というノード上にアダプタ
が存在する場合、netiflistには sc_ipmp0@1または
sc_ipmp0@phys-schost-1のどちらを指定してもかまいません。

� あらかじめ IPアドレスをグループ内の削除する予定のアダプタから代替アダプタ
にスイッチオーバーせずに、IPネットワークマルチパスグループのアダプタを構
成解除 (アンプラム)または停止しないようにします (つまり、 if_mpadm(1M)コ
マンドを使用)。

� 個々のマルチパスグループから削除する前に、アダプタを別のサブネットに配線し
ないようにします。

� 論理アダプタ操作は、マルチパスグループで監視中の場合でもアダプタに対して行
うことができます。

� クラスタ内の各ノードについて、最低 1つのパブリックネットワーク接続を維持し
なければなりません。クラスタは、パブリックネットワーク接続がないとアクセス
できません。

� クラスタ上の IPネットワークマルチパスグループの状態を表示するには、
scstat(1M)に -iオプションを指定して実行します。

IPネットワークマルチパスの詳細については、Solarisシステム管理マニュアルセット
の適切なマニュアルを参照してください。
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表 6–3 Task Map:パブリックネットワークの管理

Solarisオペレーティングシステムリリース 参照箇所

Solaris 8オペレーティングシステム 『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9オペレーティングシステム 『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』の「IPネットワークマルチパス (ト
ピック)」

クラスタソフトウェアをインストールする手順については、『Sun Clusterソフト
ウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。パブリックネットワー
クハードウェアコンポーネントをサービスする手順については、『Sun Cluster 3.0-3.1
Hardware Administration Manual for Solaris OS』を参照してください。

パブリックネットワークインタフェースでの動的
再構成
クラスタ内のパブリックネットワークインタフェース上で動的再構成 (DR)を実行す
るときには、いくつかの問題を考える必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
しない場合を除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する
前に、必ず、Solarisの DR機能についての説明を参照してください。特に、DR
Detach操作中に、ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問
題について確認してください。

� DRボード削除操作は、パブリックネットワークインタフェースがアクティブでな
いときだけ成功します。アクティブなパブリックネットワークインタフェースを削
除する前に、if_mpadm(1M)コマンドを使用して、削除するアダプタからマルチ
パスグループ内の別のアダプタに IPアドレスを切り換えます。

� アクティブなネットワークインタフェースを適切に無効にせずにパブリックネット
ワークインタフェースカードを削除しようとした場合、Sun Clusterはその操作を
拒否して、その操作から影響を受けるインタフェースを識別します。

注意 – 2つのアダプタを持つマルチパスグループの場合、無効にしたネットワークア
ダプタ上で DR削除操作を実行している間に残りのネットワークアダプタに障害が発
生すると、可用性に影響が生じます。これは、DR操作の間は、残りのネットワーク
アダプタのフェイルオーバー先が存在しないためです。

パブリックネットワークインタフェース上で DR操作を実行するときは、次の手順を
その順番どおりに行います。
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表 6–4 Task Map:パブリックネットワークインタフェースでの動的再構成

タスク 参照箇所

1. if_mpadmを使用し
て、IPアドレスをマル
チパスグループ内の削
除する予定のアダプタ
から代替アダプタへの
切り換えを実行

if_mpadm(1M)のマニュアルページ

適切な Solarisのマニュアル:

Solaris 8:『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9:『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPネットワー
クマルチパス (トピック)」

2. ifconfig コマンド
を使用して、マルチパ
スグループからアダプ
タを削除

適切な Solarisのマニュアル:

Solaris 8:『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9:『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPネットワー
クマルチパス (トピック)」

ifconfig(1M)のマニュアルページ。

3.パブリックネット
ワークインタフェース
上で DR操作を実行

『Sun Enterprise 10000 DR Configuration Guide』および「Solaris 8
on Sun Hardware」コレクションと「Solaris 9 on Sun Hardware」コ
レクションの『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationリ
ファレンスマニュアル』
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第 7章

クラスタの管理

この章では、クラスタ全体に影響を与える項目の管理手順について説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 158ページの「クラスタ名を変更する」
� 159ページの「ノード IDをノード名にマップする」
� 159ページの「新しいクラスタノード認証で作業する」
� 160ページの「クラスタの時刻をリセットする」
� 162ページの「SPARC:ノードで OpenBoot PROM (OBP)に入る」
� 162ページの「プライベートホスト名を変更する」
� 165ページの「ノードを保守状態にする」
� 167ページの「ノードを保守状態から戻す」
� 171ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」
� 173ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを削除する」
� 174ページの「2ノード接続より大きなクラスタでアレイと単一ノード間の接続を
削除する」

� 177ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」

� 178ページの「エラーメッセージを修正する」

クラスタ管理の概要
表 7–1作業リスト:クラスタの管理

タスク 参照箇所

クラスタ名を変更 158ページの「クラスタ名を変更する」
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表 7–1作業リスト:クラスタの管理 (続き)
タスク 参照箇所

ノード IDおよびそれらの対応する
ノード名の一覧の表示

159ページの「ノード IDをノード名にマップする」

クラスタへの新しいノードの追加を
許可または拒否

159ページの「新しいクラスタノード認証で作業する」

Network Time Protocol (NTP)を使用
してクラスタの時刻を変更

160ページの「クラスタの時刻をリセットする」

『ノードを停止し、SPARCベースシ
ステムでは OpenBoot PROMの ok
プロンプトに入り、x86ベースシス
テムでは Boot Subsystemに入りま
す。

162ページの「SPARC:ノードで OpenBoot PROM
(OBP)に入る」

プライベートホスト名を変更 162ページの「プライベートホスト名を変更する」

クラスタノードを保守状態に変更 165ページの「ノードを保守状態にする」

クラスタノードを保守状態から復帰 167ページの「ノードを保守状態から戻す」

ノードをクラスタに追加 171ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」

ノードをクラスタから削除 173ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを
削除する」

� クラスタ名を変更する
必要に応じて、初期インストール後にクラスタ名を変更できます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupコマンドを起動します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. クラスタ名を変更するには、8 (クラスタその他のプロパティー)を入力します。

「クラスタその他のプロパティー」メニューが表示されます。

4. メニューから選択を行って、画面の指示に従います。

クラスタ名の変更

次に、scsetupユーティリティーから生成された scconf(1M)コマンドを使用し
て、新しいクラスタ名 dromedaryに変更する例を示します。

# scconf -c -C cluster=dromedary

手順

例 7–1
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� ノード IDをノード名にマップする
Sun Clusterのインストール時に、各ノードには、自動的に一意のノード ID番号が割
り当てられます。このノード ID番号は、最初にクラスタに加わったときの順番で
ノードに割り当てられます。一度割り当てられた番号は変更できません。ノード ID
番号は、通常、エラーメッセージが発生したクラスタノードを識別するために、エ
ラーメッセージで使用されます。この手順を使用し、ノード IDとノード名間の
マッピングを判別します。

構成情報の一覧を表示するために、スーパーユーザーになる必要はありません。

� scconf(1M)コマンドを使用して、クラスタ構成情報の一覧を表示します。

% scconf -pv | grep "ノード ID"

ノード名のノードIDへのマップ

次に、ノード IDの割り当て例を示します。

% scconf -pv | grep “ノード ID”
(phys-schost-1) ノード ID: 1
(phys-schost-2) ノード ID: 2

(phys-schost-3) ノード ID: 3

� 新しいクラスタノード認証で作業する
Sun Clusterにより、新しいノードをクラスタに追加できるか、およびどのタイプの認
証で追加するかを判別できます。パブリックネットワーク上のクラスタに加わる新し
いノードを許可したり、新しいノードがクラスタに加わることを拒否したり、クラス
タに加わるノードを特定できます。新しいノードは、標準 UNIXまたは
Diffie-Hellman (DES)認証を使用し、認証することができます。DES認証を使用して
認証する場合、ノードが加わるには、すべての必要な暗号化鍵を構成する必要があり
ます。詳細については、keyserv(1M)および publickey(4)のマニュアルページ
を参照してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. クラスタ認証で作業するには、7 (新規ノード)を選択します。

「新規ノード」メニューが表示されます。

4. メニューから選択を行って、画面の指示に従います。

手順

例 7–2
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新しいマシンがクラスタに追加されないようにする

次に、新しいマシンがクラスタに追加されないようにする、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconfコマンドの例を示します。

# scconf -a -T node=.

すべての新しいマシンがクラスタに追加されるように許可する

次に、すべての新しいマシンがクラスタに追加されるようにする、scsetupユー
ティリティーから生成された scconfコマンドの例を示します。

# scconf -r -T all

クラスタに追加される新しいマシンを指定する

次に、単一の新しいマシンがクラスタに追加されるようにする、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -a -T node=phys-schost-4

認証を標準 UNIXに設定する

次に、クラスタに加わる新しいノードの認証を標準 UNIX認証にリセットする、
scsetupユーティリティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -c -T authtype=unix

認証を DESに設定する

次に、クラスタに加わる新しいノードで DES認証を使用する、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -c -T authtype=des

DES認証を使用する場合、クラスタにノードが加わるには、すべての必要な暗号化鍵
を構成する必要があります。詳細については、keyserv(1M)および publickey(4)
のマニュアルページを参照してください。

� クラスタの時刻をリセットする
Sun Clusterは、Network Time Protocol (NTP)を使用し、クラスタノード間で時刻を
同期させています。クラスタの時刻の調整は、ノードが時刻を同期するときに、必要
に応じて自動的に行われます。詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』と『Network Time Protocol User’s Guide』を参照してください。

例 7–3

例 7–4

例 7–5

例 7–6

例 7–7
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注意 – NTPを使用する場合、クラスタの稼動中はクラスタの時刻を調整しないでくだ
さい。このような調整には、date(1)、rdate(1M)、xntpd(1M)、svcadm(1M)な
どのコマンドを、対話的に使用したり、cron(1M)スクリプト内で使用する方法が含
まれます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタを停止します。

# scshutdown -g0 -y

3. ノードが okプロンプトの状態、あるいは「Current Boot Parameters」画面の
Select (b)oot または (i)nterpreter プロンプトの状態になったことを確認
します。

4. boot(1M)または bコマンドに -xオプションを指定し、ノードを非クラスタモー
ドで起動します。

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

5. 単一のノードで、dateコマンドを実行して時刻を設定します。

# date HHMM.SS

6. ほかのマシンで、rdate(1M)コマンドを実行し、時刻をこのノードに同期化しま
す。

# rdate hostname

7. 各ノードを起動し、クラスタを再起動します。

# reboot

8. すべてのクラスタノードで変更が行われたことを確認します。

各ノードで、dateコマンドを実行します。

# date
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� SPARC:ノードで OpenBoot PROM (OBP)に入る
OpenBoot PROM設定を構成または変更する必要がある場合は、この手順を使用しま
す。

1. 端末集配信装置 (コンセントレータ)ポートに接続します。

# telnet tc_name tc_port_number

tc_name 端末集配信装置 (コンセントレータ)の名前を指定します。

tc_port_number 端末集配信装置のポート番号を指定します。ポート番号は構成
に依存します。通常、ポート 2 (5002)とポート 3 (5003)は、サ
イトで最初に設置されたクラスタで使用されています。

2. scswitch(1M)コマンドを使用し、クラスタノードを正常に停止し、任意のリ
ソースまたはディスクデバイスグループを排除します。続いて、shutdownコマ
ンドを実行します。

# scswitch -S -h node[,...]
# shutdown -g0 -y -i0

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を
使用してはいけません。

3. OBPコマンドを実行します。

� プライベートホスト名を変更する
インストール完了後、クラスタノードのプライベートホスト名を変更するには、次の
ようにします。

デフォルトのプライベートホスト名は、クラスタの初期インストール時に割り当てら
れます。デフォルトのプライベートホスト名の形式は、clusternode nodeid -priv
です (clusternode3-priv など)。clusternode3-priv . プライベートホスト名
を変更するのは、すでにその名前がドメイン内で使用されている場合だけにしてくだ
さい。

注意 –新しいプライベートホスト名には IPアドレスを割り当てないでください。クラ
スタソフトウェアが IPアドレスを割り当てます。

手順
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1. クラスタ内のすべてのノード上で、プライベートホスト名をキャッシュする可能性
があるデータサービスリソースやアプリケーションをすべて無効にします。

# scswitch -n -j resource1, resource2

無効にするアプリケーションには次のようなものがあります。

� HA-DNSと HA-NFSサービス (構成している場合)
� プライベートホスト名を使用するようにカスタマイズしているアプリケー
ション

� クライアントがプライベートインターコネクト経由で使用しているアプリケー
ション

scswitchコマンドを使用する方法については、scswitch(1M)のマニュアル
ページと、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照し
てください。

2. クラスタ内の各ノード上で、Network Time Protocol (NTP)デーモンを停止しま
す。

� Solaris 8または Solaris 9を使用している場合は、xntpdコマンドを使用して
NTPデーモンを停止してください。NTPデーモンの詳細については、xntpd
(1M)のマニュアルページを参照してください。

# /etc/init.d/xntpd.cluster stop

� Solaris 10を使用している場合は、svcadmコマンドを使用して NTPデーモン
を停止してください。NTPデーモンの詳細については、svcadm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

# svcadm disable ntp

3. scsetup(1M)ユーティリティーを実行して、適切なノードのプライベートホスト
名を変更します。

この手順は、クラスタ内の 1つのノードから行うだけでかまいません。

注 –新しいプライベートホスト名を選択するときには、その名前がクラスタノード
内で一意であることを確認してください。

4. 「メインメニュー」から 6 (プライベートホスト名)を選択します。

5. 「プライベートホスト名メニュー」から 1「プライベートホスト名を変更」を選択
します。

表示される質問に答えます。ここでは、プライベートホスト名を変更するノードの
名前 (clusternode<nodeid>-priv)と新しいプライベートホスト名を問い合わせ
られます。

6. ネームサービスキャッシュをフラッシュします。
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この手順は、クラスタ内の各ノード上で行います。この作業によって、クラスタア
プリケーションとデータサービスが古いプライベートホスト名にアクセスすること
を防ぎます。

# nscd -i hosts

7. 各ノードで ntp.conf.clusterファイルを編集し、プライベートホスト名を新
しいものに変更します。

編集するツールは任意のものを使用できます。

この手順をインストール時に行う場合は、構成するノードの名前を削除する必要が
あります。デフォルトのテンプレートには 16のノードが事前構成されています。
通常 ntp.conf.cluster ファイルは各クラスタノード上で同じです。

8. すべてのクラスタノードから新しいプライベートホスト名に pingを実行して応答
を確認します。

9. NTPデーモンを再起動します。

この手順は、クラスタ内の各ノード上で行います。

� Solaris 8または Solaris 9を使用している場合は、xntpdコマンドを使用して
NTPデーモンを再起動してください。

# /etc/init.d/xntpd.cluster start

� Solaris 10を使用している場合は、svcadmコマンドを使用して NTPデーモン
を再起動してください。

# svcadm enable ntp

10.手順 1で無効にしたデータサービスリソースとその他のアプリケーションをすべて
有効にします。

# scswitch -e -j resource1, resource2

scswitchコマンドを使用する方法については、scswitchのマニュアルページ
と『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してくださ
い。

プライベートホスト名の変更

次に、ノード phys-schost-2上のプライベートホスト名 clusternode2-privを
clusternode4-privに変更する例を示します。

[必要に応じてすべてのアプリケーションとデータサービスを無効化する]
phys-schost-1# /etc/init.d/xntpd stop
phys-schost-1# scconf -p | grep ノード
...
クラスタノード: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-
schost-3
クラスタノード名: phys-schost-1
ノードのプライベートホスト名: clusternode1-priv
クラスタノード名: phys-schost-2

例 7–8
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ノードのプライベートホスト名: clusternode2-priv
クラスタノード名: phys-schost-3
ノードのプライベートホスト名: clusternode3-priv
...
phys-schost-1# scsetup
phys-schost-1# nscd -i hosts
phys-schost-1# vi /etc/inet/ntp.conf
...
peer clusternode1-priv
peer clusternode4-priv
peer clusternode3-priv
phys-schost-1# ping clusternode4-priv
phys-schost-1# /etc/init.d/xntpd start

[手順の初めで無効化したすべてのアプリケーションとデータサービスを有効化する]

� ノードを保守状態にする
サービスからクラスタノードを長時間はずす場合は、そのノードを保守状態にしま
す。保守状態のノードは、サービス対象中に定足数確立の投票に参加しません。クラ
スタノードを保守状態にするには、scswitch(1M)と shutdown(1M)を使用してこ
のノードを停止する必要があります。

注 –ノードを 1つだけ停止する場合は、Solarisの shutdownコマンドを使用します。
scshutdownコマンドは、クラスタ全体を停止する場合にだけ使用します。

クラスタノードが停止されて保守状態になると、そのノードのポートで構成されるす
べての定足数デバイスの、定足数投票数 (quorum vote count)が 1つ減ります。この
ノードが保守状態から移動してオンラインに戻されると、ノードおよび定足数デバイ
スの投票数は 1つ増えます。

クラスタノードを保守状態にするには、scconf(1M)コマンドを使用する必要があり
ます。scsetup(1M)ユーティリティーには、定足数デバイスを保守状態にする機能
はありません。

1. 保守状態にするノードでスーパーユーザーになります。

2. すべてのリソースグループとディスクデバイスグループをノードから退避します。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグループ
を退避します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定し
ます。
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3. 退避させたノードを停止します。

# shutdown -g0 -y -i0

4. クラスタ内の別のノードでスーパーユーザーになり、手順 3で停止したノードを保
守状態にします。

# scconf -c -q node=node,maintstate

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

node=node 変更するノードのノード名またはノード IDを指定します。

maintstate ノードを保守状態にします。

5. クラスタノードが保守状態にあることを確認します。

# scstat -q

保守状態にしたノードの状態はオフラインであり、その Presentと Possibleの
定足数投票数は 0 (ゼロ)である必要があります。

クラスタノードを保存状態にする

次に、クラスタノードを保守状態にして、その結果を確認する例を示します。
scstat -q の出力では、phys-schost-1 のノードの投票数は 0 (ゼロ) で、その状態は
オフラインです。定足数の概要では、投票数も減っているはずです。構成によって異
なりますが、Quorum Votes by Device の出力では、いくつかの定足数ディスクデ
バイスも offlineである可能性があります。

[保守状態にするノード上で次を実行する:]
phys-schost-1# scswitch -S -h phys-schost-1
phys-schost-1# shutdown -g0 -y -i0

[クラスタ内の別のノード上:]
phys-schost-2# scconf -c -q node=phys-schost-1,maintstate
phys-schost-2# scstat -q

-- 定足数の概要 --
可能な定足数投票数: 2
必要な定足数投票数: 2
現在の定足数投票数: 2

-- ノードによる定足数の投票数 --
ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 0 0 Offline
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 Online
ノードの投票数: phys-schost-3 1 1 Online

-- デバイスによる定足数の投票数 --
デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

例 7–9
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デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 0 0 Offline
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d17s2 0 0 Offline

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d31s2 1 1 Online

ノードをオンライン状態に戻す方法については、167ページの「ノードを保守状態か
ら戻す」を参照してください。

� ノードを保守状態から戻す
次の手順を使用して、ノードをオンラインに戻し、定足数投票数をリセットしてデ
フォルト設定に戻します。クラスタノードのデフォルトの投票数は 1です。定足数デ
バイスのデフォルトの投票数は N-1です。Nは、投票数が 0以外で、定足数デバイス
が構成されているポートを持つノードの数を示します。

ノードが保守状態になると、そのノードの投票数は 1つ減ります。また、このノード
のポートに構成されているすべての定足数デバイスの投票数も (1つ)減ります。投票
数がリセットされ、ノードが保守状態から戻されると、ノードの投票数と定足数デバ
イスの投票数の両方が 1つ増えます。

保守状態にしたノードを保守状態から戻した場合は、必ずこの手順を実行してくださ
い。

注意 – globaldevまたは nodeオプションのどちらも指定しない場合、定足数投票数
はクラスタ全体でリセットされます。

1. 保守状態ではない任意のクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. 2ノードクラスタでノードを保守状態から戻そうとしているかどうかを確認しま
す。

� 2ノードクラスタの場合は、手順 4に進みます。
� 2ノードクラスタでない場合は、手順 3に進みます。

3. 定足数を使用する場合は、保守状態ではないノードのクラスタ定足数投票数をリ
セットします。

保守状態ではないノードの定足数投票数をリセットするのは、そのノードを再起動
する前である必要があります。そうしないと、定足数の確立を待機してハング
アップすることがあります。

# scconf -c -q node=node,reset

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

参照

手順

第 7章 •クラスタの管理 167



node=node リセットするノードの名前を指定します (phys-schost-1な
ど)。

reset 定足数をリセットする変更フラグです。

4. 保守状態から戻したいノードを起動します。

5. 定足数投票数を確認します。

# scstat -q

保守状態から戻したいノードの状態は onlineであり、Presentと Possibleの
定足数投票数は適切な値である必要があります。

クラスタノードを保守状態から戻して、定足数投票数をリセットす
る

次に、クラスタノードの定足数投票数をリセットして、その定足数デバイスをデ
フォルトに戻し、その結果を確認する例を示します。scstat -q の出力では、
phys-schost-1の Node votesは 1であり、その状態は onlineです。Quorum
Summaryでは、投票数も増えているはずです。

phys-schost-2# scconf -c -q node=phys-schost-1,reset

phys-schost-1上で次のように実行する:

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

phys-schost-1# scstat -q

-- Quorum Summary --

Quorum votes possible: 6
Quorum votes needed: 4
Quorum votes present: 6

-- Quorum Votes by Node --

例 7–10
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Node Name Present Possible Status
--------- ------- -------- ------

Node votes: phys-schost-1 1 1 Online

Node votes: phys-schost-2 1 1 Online
Node votes: phys-schost-3 1 1 Online

-- Quorum Votes by Device --

Device Name Present Possible Status
----------- ------- -------- ------

Device votes: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 Online
Device votes: /dev/did/rdsk/d17s2 1 1 Online

Device votes: /dev/did/rdsk/d31s2 1 1 Online

クラスタノードの追加と削除
次の表に、ノードを既存のクラスタに追加するときに行う作業を示します。これらの
作業を正常に行うには、示された順番に従う必要があります。

表 7–2 Task Map:既存のクラスタへのクラスタノードの追加

タスク 参照箇所

ホストアダプタのノードへの取り付
けと、既存のクラスタインターコネ
クトが新しいノードをサポートでき
ることの確認

『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual
for Solaris OS』

共有記憶装置の追加 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual
for Solaris OS』

認証ノードリストへのノードの追加

- scsetupを使用します。

171ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」

新しいクラスタノードへのソフト
ウェアのインストールと構成

- Solarisオペレーティングシステム
および Sun Clusterソフトウェアを
インストールします。

-クラスタの一部としてノードを構成
します。

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』の第 2章「Sun Clusterソフトウェアのインストー
ルと構成」

次の表に、ノードを既存のクラスタから削除するときに行う作業を示します。これら
の作業を正常に行うには、示された順番に従う必要があります。
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注意 – OPS構成を実行しているクラスタでは、この手順を実行してはいけません。現
時点では、OPS構成のノードを削除すると、他のノードがリブート時にパニックを起
こす可能性があります。

表 7–3 Task Map:クラスタノードの削除 (5/02)

タスク 参照箇所

削除したいノードからすべてのリ
ソースグループとディスクデバイス
グループを移動

- scswitch(1M)を使用します

# scswitch -S -h from-node

すべてのリソースグループからノー
ドを削除

- scrgadm(1M)を使用します

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』

すべてのディスクデバイスグループ
からノードを削除

- scconf(1M)、metaset(1M)、お
よび scsetup(1M)を使用します

83ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」

99ページの「SPARC:ディスクデバイスグループから
ノードを削除する (VERITAS Volume Manager)」

100ページの「SPARC: rawディスクデバイスグループ
からノードを削除する」

注意:望ましい二次ノードの数を 2つ以上に構成する場
合は、1に減らす必要があります。

完全に接続された定足数デバイスを
すべて削除する

- scsetupを使用します。

注意:2ノードクラスタからノードを削除している場
合、定足数デバイスを削除してはなりません。

131ページの「定足数デバイスを削除する」

次の手順では、ストレージデバイスを削除する前に定
足数デバイスを削除する必要がありますが、定足数デ
バイスはその直後に追加し直すことができます。

ノードから完全に接続されたスト
レージデバイスをすべて削除する

- devfsadm(1M)、scdidadm(1M)
を使用します。

注意:2ノードクラスタからノードを削除している場
合、定足数デバイスを削除してはなりません。
174ページの「2ノード接続より大きなクラスタでアレ
イと単一ノード間の接続を削除する」

定足数デバイスを再び追加する (クラ
スタに残しておきたいノードのみ)

- scconf -a -q
globaldev=d[n],node=
node1,node=node2を使用します

scconf(1M)
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表 7–3 Task Map:クラスタノードの削除 (5/02) (続き)
タスク 参照箇所

削除するノードを保守状態に変更

- scswitch(1M)、
shutdown(1M)、および
scconf(1M)を使用します。

165ページの「ノードを保守状態にする」

削除するノードに対するすべての論
理トランスポート接続 (トランスポー
トケーブルとアダプタ)を削除

- scsetupを使用します。

146ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を削除す
る」

削除するノードに接続されているす
べての定足数デバイスを削除する

- scsetup、scconf(1M)を使用し
ます。

132ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削
除する」

クラスタソフトウェア構成からノー
ドを削除

- scconf(1M)を使用します。

173ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを
削除する」

� ノードを認証ノードリストに追加する
既存のクラスタにマシンを追加する前に、プライベートクラスタインターコネクトと
の物理的な接続が正確に行われているかなど、必要なハードウェアがすべて正確に
ノードにインストールおよび構成されていることを確認してください。

ハードウェアのインストールについては、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』または各サーバーに付属のハードウェアマ
ニュアルを参照してください。

この手順によって、マシンは自分自身をクラスタ内にインストールします。つまり、
自分のノード名を当該クラスタの認証ノードリストに追加します。

この手順を行うには、現在のクラスタメンバー上でスーパーユーザーになる必要があ
ります。

1. 169ページの「クラスタノードの追加と削除」の作業マップに記載されている必要
不可欠なハードウェアのインストール作業と構成作業をすべて正しく完了している
ことを確認します。

2. scsetupコマンドを起動します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

手順
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3. 「新規ノード」メニューにアクセスするには、「メインメニュー」で 7を選択し
ます。

4. 認証ノードリストを変更するには、「新規ノード」メニューで 3を選択して、自
分自身を追加するマシンの名前を指定します。

指示に従って、ノードの名前をクラスタに追加します。追加するノードの名前が問
い合わせられます。

5. 作業が正常に行われたことを確認します。

作業が正常に行われた場合、scsetupユーティリティーは「コマンドが正常に完了
しました」というメッセージを表示します。

6. scsetupユーティリティーを終了します。

7. 新しいクラスタノード上でソフトウェアをインストールして構成します。

scinstallまたは JumpStart™を使用して、新しいノードのインストールと構成
を完了します (『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参
照)。

8. 新しいマシンをクラスタに追加できないように設定するには、「新規ノード」メ
ニューで 1を入力します。

scsetupの指示に従います。このオプションを設定すると、クラスタは、新しい
マシンが自分自身をクラスタに追加しようとするパブリックネットワーク経由の要
求をすべて無視します。

クラスタノードの認証ノードリストへの追加

次に、ノード phys-schost-3を既存のクラスタの認証ノードリストに追加する例を
示します。

[スーパーユーザーになり、scsetupユーティリティーを実行する ]
# scsetup
新規ノードを選択します > 追加するマシンの名前を指定します プロンプトが表示されたら、
質問に答えます scconf コマンドが正常に終了したことを確認します

scconf -a -T node=phys-schost-3

コマンドが正常に完了しました 「新規マシンはクラスタに追加しない」を選択します
scsetup 新規ノードメニューとメインメニューを停止する
[クラスタソフトウェアをインストールする]

クラスタノードを追加する作業の概要については、表 7–2の「作業マップ :クラスタ
ノードの追加」を参照してください。

ノードを既存のリソースグループに追加する方法については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

例 7–11

参照
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� クラスタソフトウェア構成からノードを削除する
クラスタからノードを削除するは、次の手順を実行します。

1. 169ページの「クラスタノードの追加と削除」の「作業マップ:クラスタノードの
削除」に記載されている必要不可欠な作業をすべて正しく完了していることを確認
します。

注 –この手順を実行する前に、ノードをすべてのリソースグループ、ディスクデバ
イスグループ、および定足数デバイスの構成から削除していること、および、この
ノードを保守状態にしていることを確認します。

2. 削除するノード以外のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

3. クラスタからノードを削除します。

# scconf -r -h node=node-name

4. scstat(1M)を使用して、ノードが削除されていることを確認します。

# scstat -n

5. 削除するノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする予定かどう
かを確認します。

� アンインストールする場合は、177ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラ
スタノードからアンインストールする」に進みます。あるいは、Solarisソフト
ウェアをインストールし直してもかまいません。

� アンインストールしない場合、ノードをクラスタから物理的に取り外すには、
ハードウェア接続を切断します (『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』を参照)。

クラスタソフトウェア構成からのノードの削除

次に、ノード phys-schost-2をクラスタから削除する例を示します。すべてのコマ
ンドは、クラスタの別のノード (phys-schost-1)から実行します。

[クラスタからノードを削除する:]
phys-schost-1# scconf -r -h node=phys-schost-2
[ノードの削除を確認する:]
phys-schost-1# scstat -n
-- クラスタノード --

ノード名 状態
--------- ------

クラスタノード: phys-schost-1 オンライン

削除するノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする方法について
は、177ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」を参照してください。

手順
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参照
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ハードウェア手順については、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration
Manual for Solaris OS』を参照してください。

クラスタノードを削除する作業の概要については、表 7–3を参照してください。

ノードを既存のクラスタに追加する方法については、171ページの「ノードを認証
ノードリストに追加する」を参照してください。

� 2ノード接続より大きなクラスタでアレイと単一
ノード間の接続を削除する
3ノードまたは 4ノード接続のクラスタでストレージアレイを単一クラスタノードか
ら取り外すには、次の手順を使用します。

1. 取り外す予定のストレージアレイに関連付けられているすべてのデータベーステー
ブル、データサービス、ボリュームのバックアップを作成します。

2. 切断する予定のノードで動作しているリソースグループとデバイスグループを判別
します。

# scstat

3. 必要であれば、切断する予定のノードからすべてのリソースグループとデバイスグ
ループを移動します。

注意 ((SPARCのみ)) – Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフト
ウェアをクラスタで実行している場合、グループをノードから移動する前に、動作
している Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベースのインス
タンスを停止します。手順については、『Oracle Database Administration
Guide』を参照してください。

# scswitch -S -h from-node

4. デバイスグループを保守状態にします。

Veritas共有ディスクグループへの入出力活動を休止させる手順については、
VxVMのマニュアルを参照してください。

デバイスグループを保守状態にする手順については、第 7章を参照してください。

5. デバイスグループからノードを削除します。

� VxVMまたは rawディスクを使用している場合は、scconf(1M)コマンドを
使用して、デバイスグループを削除します。

� Solstice DiskSuiteを使用している場合は、metasetコマンドを使用して、デ
バイスグループを削除します。

手順
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6. クラスタで HAStorageまたは HAStoragePlusを実行している場合は、リソース
グループのノードリストからノードを削除します。

# scrgadm -a -g resource-group -h nodelist

リソースグループのノードリストを変更する方法の詳細については、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

注 – scrgadmを実行するときには、リソースタイプ、リソースグループ、および
リソースのプロパティー名に大文字と小文字の区別はありません。

7. 削除する予定のストレージアレイがノードに接続されている最後のストレージアレ
イである場合、当該ストレージアレイに接続されているハブまたはスイッチとノー
ドの間にある光ケーブルを取り外します (そうでない場合、この手順を飛ばしま
す)。

8. 切断する予定のノードからホストアダプタを削除するかどうかを確認します。

� 削除する場合は、ノードを停止して、ノードの電源を切断します。
� 削除しない場合は、手順 11に進みます。

9. ノードからホストアダプタを削除します。

ホストアダプタを削除する手順については、ノードに付属しているマニュアルを参
照してください。

10.起動が行われないようにして、ノードに電源を入れます。

11.ノードを非クラスタモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x
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注意 ((SPARCのみ)) –次のステップで Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersソフトウェアを削除する前に、あらかじめノードを非クラスタモードにす
る必要があります。非クラスタモードにしないと、ノードにパニックが発生して
データの可用性が失われる可能性があります。

12. SPARC:Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェアがインス
トールされている場合、切断する予定のノードからそのパッケージを削除します。

# pkgrm SUNWscucm

注意 ((SPARCのみ)) –切断する予定のノードから Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersソフトウェアを削除しなければ、そのノードをクラスタに導
入し直したときに、ノードにパニックが発生して、データの可用性が失われる可能
性があります。

13.ノードをクラスタモードで起動します。

� SPARC:

ok boot

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b

14.ノードの /devicesと /devエントリを更新して、デバイスの名前空間を更新し
ます。

# devfsadm -C

# scdidadm -C

15.デバイスグループをオンラインに戻します。

VERITAS共有ディスクグループをオンラインにする手順については、VERITAS
Volume Managerのマニュアルを参照してください。

デバイスグループをオンラインにする手順については、「デバイスグループを保守
状態にする」の手順を参照してください。
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� Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからア
ンインストールする
完全に確立されたクラスタ構成からクラスタノードを切り離す前に、クラスタノード
から Sun Clusterソフトウェアをアンインストールするには、この手順を使用しま
す。この手順では、クラスタに存在する最後のノードからソフトウェアをアンインス
トールできます。

注 –クラスタにまだ結合されていない、あるいはまだインストールモードであるノー
ドから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする場合、この手順を使用して
はいけません。その代わりに、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris
OS版)』の「Sun Clusterソフトウェアをアンインストールしてインストール問題を解
決する」に進みます。

1. クラスタノードの削除に必要なすべての前提条件 (作業マップを参照)が完了して
いるか確認します。

169ページの「クラスタノードの追加と削除」を参照してください。

注 –この手順を行う前に、すべてのリソースグループやデバイスグループ、定足数
構成からこのノードが削除され、保守状態に置かれ、クラスタから削除されている
ことを確認してください。

2. アンインストールを行なうノード以外のアクティブなクラスタメンバー上でスー
パーユーザーになります。

3. アクティブなクラスタメンバーから、アンインストールを行うノードをクラスタ
のノード認証リストに追加します。

# scconf -a -T node=nodename

-a ノードを追加します。

-T 認証オプションを指定します。

node=nodename 認証リストに追加するノードの名前を指定します。

あるいは、scsetup(1M)ユーティリティーも使用できます。手順については、
171ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」を参照してください。

4. アンインストールするノードでスーパーユーザーになります。

5. ノードを再起動して、非クラスタモードにします。

� SPARC:

# shutdown -g0 -y -i0ok boot -x

� x86:

手順
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# shutdown -g0 -y -i0
...

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

6. /etc/vfstabファイルから、広域的にマウントされるすべてのファイルシステム
エントリを削除します。ただし、/global/.devices広域マウントを除きます。

7. ノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールします。

Sun Clusterパッケージとは関係のないディレクトリから次のコマンドを実行しま
す。

# cd /

# scinstall -r

詳細については、scinstall(1M)のマニュアルページを参照してください。
scinstallからエラーメッセージが返される場合は、179ページの「削除されて
いないクラスタファイルシステムエントリがある場合」を参照してください。

8. 他のクラスタデバイスからトランスポートケーブルとトランスポート接続点 (ある
場合)を切り離します。

a. アンインストールしたノードが、並列 SCSIインタフェースを使用する記憶装
置デバイスに接続されている場合は、トランスポートケーブルを切り離した後
で、この記憶装置デバイスのオープン SCSIコネクタに SCSIターミネータを
取り付ける必要があります。

アンインストールしたノードが、Fibre Channelインタフェースを使用する記憶
装置デバイスに接続されている場合は、終端処理は必要ありません。

b. 切り離し手順については、ホストアダプタやサーバーに添付されているマ
ニュアルを参照してください。

� エラーメッセージを修正する
前の節のエラーメッセージを修正するには、次の手順を実行します。

1. ノードのクラスタへの再結合を試みます。

# boot

手順
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2. ノードがクラスタに正常に再結合されているかどうかを確認します。

� 再結合されていない場合は、手順 3に進みます。

� 再結合されている場合は、次の各手順を行なってノードをディスクデバイスグ
ループから削除します。

a. ノードが正常にクラスタに再結合された場合は、残っているディスクデバイス
グループからノードを削除します。

82ページの「すべてのディスクデバイスグループからノードを削除する」の作
業を行います。

b. すべてのディスクデバイスグループからノードを削除したあと、177ページ
の「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストールする」
に戻り、その手順を繰り返します。

3. ノードがクラスタに再結合されなかった場合は、ノードの /etc/cluster/ccr
ファイルを他の名前に変更します (たとえば、ccr.old)。

# mv /etc/cluster/ccr /etc/cluster/ccr.old

4. 177ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」に戻り、その手順を繰り返します。

ノードのアンインストールに伴う問題の解決
ここでは、scinstall -rコマンドを実行したときに出力される可能性があるエラー
メッセージとその対処方法について説明します。

削除されていないクラスタファイルシステムエントリがあ
る場合
次のエラーメッセージは、削除したノードに、 vfstabファイルから参照されている
クラスタファイルシステムがまだあることを示しています。

予期せぬ広域マウントが /etc/vfstab に残っていないことを確認しています ... 失敗しました
scinstall: global-mount1 はまだ広域マウントとして構成されています
scinstall: global-mount1 はまだ広域マウントとして構成されています
scinstall: /global/dg1 はまだ広域マウントとして構成されています

scinstall: このようなエラーが出たままアンインストールするのは安全ではありません。
scinstall: 安全なアンインストール手順については、ドキュメントを参照してください。
scinstall: アンインストールが失敗しました。
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このエラーを修正するためには、177ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタ
ノードからアンインストールする」に戻って、その手順を繰り返す必要があります。
scinstall -r を実行する前に、この手順 6 が正しく行われているか確認してくださ
い。

ディスクデバイスグループに削除されていないリストがあ
る場合
次のエラーメッセージは、削除したノードが依然としてディスクデバイスグループに
リストされていることを示しています。

このノードを参照しているデバイスサービスが存在しないことを確認しています ... 失敗しました
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service2」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service3」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「dg1」をホストするように構成されています

scinstall: このようなエラーが出たままアンインストールするのは安全ではありません。
scinstall: 安全なアンインストールの手順については、ドキュメントを参照してください。
scinstall: アンインストールが失敗しました。
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第 8章

Sun Clusterソフトウェアとファーム
ウェアのパッチ

この章では、Sun Cluster構成のパッチの追加および削除手順について説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 183ページの「再起動パッチを適用する (ノード)」
� 187ページの「再起動パッチを適用する (クラスタおよびファームウェア)」
� 189ページの「非再起動 Sun Clusterパッチを適用する」
� 189ページの「Sun Clusterパッチを削除する」

Sun Clusterへのパッチの適用の概要
クラスタの性質上、クラスタを正しく動作させるには、すべてのクラスタメンバー
ノードが同じパッチレベルにある必要があります。Sun Clusterパッチをノードに適用
するときは、パッチをインストールする前に、クラスタメンバーシップからノードを
一時的に削除するか、全体のクラスタを停止しておく必要があります。この節では、
これらの手順について説明します。

Sun Clusterパッチを適用する前に、まず、特別な注意事項がないか、Sun Clusterの
Webページで確認してください。現在の参照先 URLについては、『Sun Cluster 3.1
8/05 Release Notes for Solaris OS』を参照するか、ご購入先にお問い合わせくださ
い。特に注意事項がない場合は、パッチの READMEファイルを確認してください。

注 – Sun Clusterパッチを適用する場合は、この章の説明よりも新しい注意事項がない
かどうか、READMEファイルと SunSolveを参照してください。

すべてのクラスタノードにパッチをインストールする作業は、次のいずれかの状況に
該当します。
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� 再起動パッチ (ノード) —パッチを適用するには、boot-sxまたは b -sxコマン
ドを使用して、ノードをシングルユーザーモードで起動してから、クラスタに結合
するために再起動する必要があります。このようにする場合、まず、任意のリソー
スグループまたはディスクデバイスグループを、パッチを適用するノードから別の
クラスタメンバーに切り替え、ノードをオフライン状態にする必要があります。ま
た、クラスタ全体が停止しないように、パッチは 1つのクラスタノードに適用しま
す。

このようにパッチを適用する間、個々のノードが一時的に停止しても、クラスタ自
体は使用できます。パッチを適用したノードは、他のノードが同じパッチレベルに
なくても、メンバーノードとしてクラスタに結合できます。

� 再起動パッチ (クラスタおよびファームウェア)—ソフトウェアまたはファーム
ウェアパッチを適用するには、boot -sx または b -sx コマンドを使用して、ク
ラスタを停止し、各ノードをシングルユーザーモードで起動する必要があります。
次に、ノードを再起動してクラスタに結合します。このようなパッチでは、パッチ
適用中にクラスタを使用できます。

� 非再起動パッチ—ノードをオフライン状態にする必要はありません (引き続きリ
ソースグループやデバイスグループのマスターとして動作可能)。また、パッチの
適用時にノードを停止または再起動する必要もありません。ただし、パッチは一度
に 1つのノードに適用し、次のノードに適用する前に、パッチが動作することを確
認する必要があります。

注 –パッチの適用によって配下のクラスタプロトコルが変更されることはありませ
ん。

パッチをクラスタに適用するには patchaddコマンドを、パッチを削除するには (可
能な場合) patchrmコマンドをそれぞれ使用します。

Sun Clusterパッチの適用に関する注意事項
Sun Clusterパッチをより効率的に適用するために、次の点に注意してください。

� パッチまたはファームウェアの更新に関連する特別な注意事項がないかどうかを、
Sun ClusterのWebサイトで確認してください。現在の参照先 URLについては、
『Sun Cluster 3.1 8/05 Release Notes for Solaris OS』を参照するか、ご購入先にお
問い合わせください。

� パッチを適用する前に、必ずパッチの READMEファイルを参照してください。

� クラスタを実際の環境で実行する前に、すべてのパッチ (必須および推奨)を適用
します。

� ハードウェアのファームウェアレベルを確認し、必要と思われる必須ファーム
ウェアアップデートをインストールします。

� クラスタメンバーとして機能するノードには、すべて同じパッチを適用する必要が
あります。
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� クラスタサブシステムパッチの状態を最新の状態に保ちます。これには、ボリュー
ム管理、ストレージファームウェア、クラスタトランスポートなどが含まれます。

� 定期的に (四半期に一度など)パッチレポートを確認し、推奨パッチを Sun Cluster
構成に適用します。

� ご購入先が推奨するパッチを適用します。

� 主要なパッチを更新したならフェイルオーバーをテストします。クラスタの動作が
低下または悪化した場合に備えて、パッチを取り消す準備をしておきます。

クラスタへのパッチの適用
表 8–1 Task Map:クラスタへのパッチの適用

タスク 参照箇所

ノードを停止せずに、非再起動 Sun
Clusterパッチを一度に 1つのノード
だけに適用

189ページの「非再起動 Sun Clusterパッチを適用す
る」

クラスタメンバーを非クラスタモー
ドにした後で、再起動 Sun Cluster
パッチを適用

183ページの「再起動パッチを適用する (ノード)」

187ページの「再起動パッチを適用する (クラスタおよ
びファームウェア)」

Sun Clusterパッチを削除

-必要に応じて、パッチを取り消すこ
とができます。

189ページの「Sun Clusterパッチを削除する」

� 再起動パッチを適用する (ノード)
パッチを一度にクラスタの 1つのノードだけに適用し、パッチ処理中でもクラスタ自
体は動作したままにします。この手順では、まず、ノードを停止し、パッチを適用す
る前に boot -sx または b -sx コマンドを使用してこのノードをシングルユーザー
モードで起動する必要があります。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の
特別な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. パッチを適用するノードでスーパーユーザーになります。

3. パッチを適用するノードのリソースグループおよびデバイスグループの一覧を表示
します。

# scrgadm -pv

# scstat

手順
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4. すべてのリソースグループ、リソース、デバイスグループを、パッチを適用する
ノードから他のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスグループとリソースグループ
を退避させます。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定し
ます。

5. ノードを停止します。

# shutdown -g0 [-y]

[-i0]

6. ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -sx

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -sx

7. パッチを適用します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

注 –パッチディレクトリに、この章の手順よりも新しい注意事項がないかどうかを
必ず確認してください。

8. パッチが正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

9. ノードを再起動してクラスタに結合します。

# reboot
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10.パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作していることを確認しま
す。

11.残りのすべてのクラスタノードで、手順 2から手順 10を繰り返します。

12.必要に応じて、リソースグループ、リソース、およびデバイスグループを切り替え
ます。

すべてのノードを再起動した後、最後に再起動したノードのリソースグループとデ
バイスグループはオンラインになりません。

# scswitch -z -D device-group[,...]
-h node[,...]
# scswitch -z -g resource-group[,...]
-h nod[,...]e

-z リソースグループまたはデバイスグループのマスターにおける変更
を指定します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定し
ます。

-D 指定したデバイスグループを -h オプションで指定したノードに切
り替えます。

-g 指定したリソースグループを -h オプションで指定したノードに切
り替えます。-h を指定しない場合、リソースグループはオフライ
ンになります。

13. scversionsコマンドを使用し、パッチソフトウェアをコミットする必要がある
かどうかを確認してください。

# /usr/cluster/bin/scversions

結果として、次に示すメッセージのどちらか一方が表示されます。

Upgrade commit is needed.

Upgrade commit is NOT needed. All versions match.

14.コミットが必要な場合は、パッチソフトウェアをコミットします。

#/usr/cluster/bin/scversions -c

-cオプションを指定すると、クラスタはパッチが適用された新しいソフトウェア
をコミットし、これを実行します。

注 – scversions(1m)を実行すると、状況に応じて 1つ以上の CMM再構成が発
生します。

再起動パッチの適用 (ノード)

次に、ノードに Sun Cluster再起動パッチを適用する例を示します。

例 8–1
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# scrgadm -pv
...
リソースグループ 名前: schost-sa-1
...
# scstat
...
デバイスグループ 名前: dg-schost-1
...
# scswitch -S -h phys-schost-2
# shutdown -g0 -y -i0

...

ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -sx

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -sx

# patchadd -M /var/tmp/patches 234567-05
...
# showrev -p | grep 234567-05

...
# reboot
...
# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1
# scswitch -z -g schost-sa-1 -h phys-schost-1
# scversions
Upgrade commit is needed.

# scversions -c

パッチを取り消す必要がある場合は、189ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

参照
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� 再起動パッチを適用する (クラスタおよびファーム
ウェア)
この手順では、パッチを適用する前にまずクラスタを停止して、boot -sx または b
-sxコマンドを使用して各ノードをシングルユーザーモードで起動する必要がありま
す。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の
特別な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. クラスタを停止します。

# scshutdown -y -g grace-period “message”

-y 確認プロンプトで yesと答えます。

-g grace-period 停止までの待機時間を秒単位で指定します。デフォルトの猶予
期間は 60秒です。

message 送信する警告メッセージを指定します。messageが複数の単語
の場合は、引用符で囲みます。

4. 各ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

各ノードのコンソールで、次のコマンドを実行します。

� SPARC:

ok boot -sx

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -sx

5. ソフトウェアパッチまたはファームウェアパッチを適用します。

一度に 1つのノードずつ、次のコマンドを実行します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

手順
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注 –パッチディレクトリに、この章の手順よりも新しい注意事項がないかどうかを
必ず確認してください。

6. パッチが各ノードに正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

7. パッチをすべてのノードに適用したなら、ノードを再起動してクラスタに結合しま
す。

各ノードで次のコマンドを実行します。

# reboot

8. パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作していることを確認しま
す。

再起動パッチの適用 (クラスタ)

次に、クラスタに Sun Cluster再起動パッチを適用する例を示します。

# scshutdown -g0 -y

...

クラスタを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -sx

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -sx

...
# patchadd -M /var/tmp/patches 234567-05
(Apply patch to other cluster nodes)
...
# showrev -p | grep 234567-05

# reboot

例 8–2
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パッチを取り消す必要がある場合は、189ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

� 非再起動 Sun Clusterパッチを適用する
パッチを一度にクラスタの 1つのノードだけに適用します。非再起動パッチを適用す
るときは、パッチを適用するノードを停止する必要はありません。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の
特別な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. ひとつのノードにパッチを適用します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

3. パッチが正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

4. パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作していることを確認しま
す。

5. 残りのクラスタノードで、手順 2から手順 4を繰り返します。

非再起動 Sun Clusterパッチの適用
# patchadd -M /tmp/patches 234567-05
...

# showrev -p | grep 234567-05

パッチを取り消す必要がある場合は、189ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

� Sun Clusterパッチを削除する
必要に応じて、Sun Clusterパッチを取り消す(削除する)ことができます。

1. パッチを削除するノード上でスーパーユーザーになります。

参照

手順

例 8–3

参照

手順
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2. パッチを削除するノードのリソースグループおよびデバイスグループの一覧を表示
します。

# scrgadm -pv

# scstat

3. すべてのリソースグループ、リソース、デバイスグループを、パッチを削除する
ノードから他のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグ
ループを退避します。

-h node[,...] リソースグループおよびデバイスグループの切り替え先のノー
ドを指定します。

4. ノードを停止します。

# shutdown -g0 -y -i0 “message”

-g0 停止までの待機時間を秒単位で指定します。デフォルトの猶予
期間は 60秒です。

-y 確認プロンプトで yesと答えます。

-i0 init状態 0を指定します。これによって、ノードは SPARC
ベースシステムでは OpenBoot PROM okプロンプトの状態と
なり、x86ベースシステムでは Boot Subsystemsの状態となり
ます。

message 送信する警告メッセージを指定します。messageが複数の単語
の場合は、引用符で囲みます。

5. ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -sx

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -sx

190 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



6. パッチを削除します。

# patchrm patch-id

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

7. パッチが正常に削除されていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

8. ノードを再起動します。

# reboot

9. ノードおよびクラスタが正常に動作することを確認します。

10.残りのクラスタノードで、手順 1から手順 9を繰り返します。

11.必要に応じて、リソースグループ、リソース、デバイスグループを切り替えます
(省略可能)。

すべてのノードを再起動した後、最後に再起動したノードのリソースグループとデ
バイスグループはオンラインになりません。

# scswitch -z -D device-group[,...] -h node
# scswitch -z -g resource-group[,...] -h node

-z リソースグループまたはデバイスグループのマスターにおける変更
を指定します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定し
ます。

-D 指定したデバイスグループを -h オプションで指定したノードに切
り替えます。

-g 指定したリソースグループを -h オプションで指定したノードに切
り替えます。-h を指定しない場合、リソースグループはオフライ
ンになります。

Sun Clusterパッチの削除

次に、Sun Clusterパッチを削除する例を示します。

# scrgadm -pv
...
リソースグループ 名前: schost-sa-1
...
# scstat
...
デバイスグループ 名前: dg-schost-1
...
# scswitch -S -h phys-schost-2
# shutdown -g0 -y -i0 "Rebooting down node for maintenance"

...

例 8–4
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ノードを非クラスタモードで起動します。

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

...
# patchrm 234567-05
...
# showrev -p | grep 234567-05
...
# reboot
...
# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1

# scswitch -z -g schost-sa-1 -h phys-schost-1
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第 9章

クラスタのバックアップと復元

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 194ページの「バックアップするファイルシステム名を確認する」
� 195ページの「完全バックアップに必要なテープ数を判別する」
� 195ページの「ルート(/)ファイルシステムをバックアップする」
� 197ページの「ミラーのオンラインバックアップを実行する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 200ページの「SPARC:ボリュームのオンラインバックアップの実行 (VERITAS

Volume Manager)」
� 205ページの「個々のファイルを対話形式で復元する (Solstice DiskSuite/Solaris

Volume Manager)」
� 205ページの「ルート(/)ファイルシステムを復元する (/)」
� 207ページの「Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは Solaris Volume Manager上
に存在していたルート (/)ファイルシステムを復元する」

� 212ページの「SPARC:カプセル化されていないルート(/)ファイルシステムを復元
する (VERITAS Volume Manager)」

� 214ページの「SPARC:カプセル化されたルート (/)ファイルシステムを復元する
(VERITAS Volume Manager)」

クラスタのバックアップ
表 9–1 Task Map:クラスタファイルのバックアップ

タスク 参照箇所

バックアップするファイルシステムの名前の
検索

194ページの「バックアップするファイルシス
テム名を確認する」

193



表 9–1 Task Map:クラスタファイルのバックアップ (続き)
タスク 参照箇所

フルバックアップを作成するのに必要なテー
プ数の計算

195ページの「完全バックアップに必要なテー
プ数を判別する」

ルートファイルシステムのバックアップの作
成

195ページの「ルート(/)ファイルシステムを
バックアップする」

ミラーまたはプレックスファイルシステムの
オンラインバックアップの実行

197ページの「ミラーのオンラインバック
アップを実行する (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Manager)」

200ページの「SPARC:ボリュームのオンライ
ンバックアップの実行 (VERITAS Volume
Manager)」

� バックアップするファイルシステム名を確認する
この手順を使用し、バックアップするファイルシステムの名前を判別します。

1. /etc/vfstabファイルの内容を表示します。

このコマンドを実行するためにスーパーユーザーまたは同等の役割である必要はあ
りません。

% more /etc/vfstab

2. バックアップするファイルシステムのマウントポイントの列を調べます。

この名前は、ファイルシステムをバックアップするときに使用します。

% more /etc/vfstab

バックアップするファイルシステム名の確認

次に、/etc/vfstabファイルに記述されている使用可能なファイルシステム名の例
を示します。

% more /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount mount
#to mount to fsck point type pass at boot options
#
#/dev/dsk/c1d0s2 /dev/rdsk/c1d0s2 /usr ufs 1 yes -
f - /dev/fd fd - no -
/proc - /proc proc - no -
/dev/dsk/c1t6d0s1 - - swap - no -
/dev/dsk/c1t6d0s0 /dev/rdsk/c1t6d0s0 / ufs 1 no -
/dev/dsk/c1t6d0s3 /dev/rdsk/c1t6d0s3 /cache ufs 2 yes -

swap - /tmp tmpfs - yes -

手順

例 9–1
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� 完全バックアップに必要なテープ数を判別する
この手順を使用し、ファイルシステムのバックアップに必要なテープ数を計算しま
す。

1. バックアップするクラスタノード上で、スーパーユーザーまたは同等の役割になり
ます。

2. バックアップのサイズをバイト単位で予測します。

# ufsdump S filesystem

S バックアップの実行に必要な予測バイト数を表示します。

filesystem バックアップするファイルシステムの名前を指定します。

3. 予測サイズをテープの容量で割り、必要なテープの数を確認します。

必要なテープ数の判別

次の例では、ファイルシステムのサイズは 905,881,620バイトなので、4 GBのテープ
に収めることができます (905,881,620 ÷ 4,000,000,000)。

# ufsdump S /global/phys-schost-1

905881620

� ルート(/)ファイルシステムをバックアップする
この手順を使用し、クラスタノードのルート ( /) ファイルシステムをバックアップし
ます。バックアップ手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認
してください。

1. バックアップするクラスタノード上で、スーパーユーザーまたは同等の役割になり
ます。

2. 実行中の各データサービスを、バックアップを作成するノードからクラスタ内の別
のノードに切り替えます。

# scswitch -z -D disk-device-group[,...] -h node[,...]

-z 切り替えを実行します。

-D disk-device-group 切り替えるディスクデバイスグループの名前を指定しま
す。

-h node ディスクデバイスグループの切り替え先のクラスタノード
の名前を指定します。このノードが新しい主ノードになり
ます。

手順

例 9–2

手順
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3. ノードを停止します。

# shutdown -g0 -y -i0

4. ノードを再起動して、非クラスタモードにします。

� SPARC:

ok boot -x

� x86:

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -x

5. ルート (/)ファイルシステムをバックアップします。

� ルートディスクがカプセル化されていない場合は、次のコマンドを使用しま
す。

# ufsdump 0ucf dump-device /

� ルートディスクがカプセル化されている場合は、次のコマンドを使用します。

# ufsdump 0ucf dump-device /dev/vx/rdsk/rootvol

詳細については、ufsdump(1M)のマニュアルページを参照してください。

6. ノードをクラスタモードで再起動します。

# init 6

ルートファイルシステム (/)のバックアップ

次に、ルート (/)ファイルシステムをテープデバイス /dev/rmt/0にバックアップす
る例を示します。

# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 18 18:06:15 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/rdsk/c0t0d0s0 (phys-schost-1:/) to /dev/rmt/0
DUMP: Mapping (Pass I) [regular files]
DUMP: Mapping (Pass II) [directories]
DUMP: Estimated 859086 blocks (419.48MB).
DUMP: Dumping (Pass III) [directories]
DUMP: Dumping (Pass IV) [regular files]

例 9–3

196 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



DUMP: 859066 blocks (419.47MB) on 1 volume at 2495 KB/sec
DUMP: DUMP IS DONE

DUMP: Level 0 dump on Tue Apr 18 18:06:15 2000

� ミラーのオンラインバックアップを実行する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
ミラー化した Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは Solaris Volume Managerのボ
リュームは、マウント解除したりミラー全体をオフラインにすることなくバック
アップできます。サブミラーの 1つを一時的にオフラインにする必要があるので、ミ
ラー化の状態ではなくなりますが、バックアップ完了後ただちにオンラインに戻し、
再度同期をとることができます。システムを停止したり、データへのユーザーアクセ
スを拒否する必要はありません。ミラーを使用してオンラインバックアップを実行す
ると、アクティブなファイルシステムの「スナップショット」であるバックアップが
作成されます。

lockfsコマンドを実行する直前にプログラムがボリュームにデータを書き込むと、
問題が生じることがあります。この問題を防ぐには、このノードで実行中のすべての
サービスを一時的に停止します。また、バックアップ手順を実行する前に、クラスタ
が正常に動作していることを確認してください。

1. バックアップするクラスタノード上で、スーパーユーザーまたは同等の役割になり
ます。

2. metaset(1M)コマンドを使用し、バックアップするボリュームの所有権を持つ
ノードを判別します。

# metaset -s setname

-s setname ディスクセット名を指定します。

3. -wオプションを指定して lockfs(1M)コマンドを使用し、ファイルシステムへの
書き込みをロックします。

# lockfs -w mountpoint

注 –ファイルシステムをロックする必要があるのは、UFSファイルシステムがミ
ラー上にある場合だけです。たとえば、Solstice DiskSuiteメタデバイスや Solaris
Volume Managerボリュームがデータベース管理ソフトやその他の特定のアプリ
ケーションに使用する rawデバイスとして設定されている場合、lockfsコマンド
を使用する必要はありません。ただし、ソフトウェアアプリケーション固有の適切
なユーティリティーを実行し、任意のバッファをフラッシュしてアクセスをロック
してもかまいません。

手順
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4. metastat(1M)コマンドを使用し、サブミラーの名前を判別します。

# metastat -s setname -p

-p md.tabファイルと同様の形式で状態を表示します。

5. metadetach(1M)コマンドを使用し、ミラーから 1つのサブミラーをオフライン
にします。

# metadetach -s setname mirror submirror

注 –読み取り操作は引き続きその他のサブミラーから行われます。読み取り操作は
引き続きその他のサブミラーから実行できますが、オフラインのサブミラーは、
ミラーに最初に書き込んだ直後から同期がとれなくなります。この不一致は、オフ
ラインのサブミラーをオンラインに戻したときに修正されます。fsckを実行する
必要はありません。

6. -uオプションを指定して lockfsコマンドを使用し、ファイルシステムのロック
を解除して書き込みを続行できるようにします。

# lockfs -u mountpoint

7. fsckコマンドを実行し、ファイルシステムを確認します。

# fsck /dev/md/diskset/rdsk/submirror

8. オフラインのサブミラーをテープなどのメディアにバックアップします。

ufsdump(1M)コマンドか、それ以外の通常使用しているバックアップユーティリ
ティーを使用します。

# ufsdump 0ucf dump-device submirror

注 –ブロックデバイス (/dsk)名ではなく、サブミラーの rawデバイス (/rdsk)名
を使用してください。

9. metattach(1M)コマンドを使用し、メタデバイスまたはボリュームをオンライン
に戻します。

# metattach -s setname mirror submirror

メタデバイスまたはボリュームをオンラインに戻すと、自動的にミラーとの再同期
が行われます。

10. metastatコマンドを使用し、サブミラーが再同期されていることを確認します。

# metastat -s setname mirror
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ミラーのオンラインバックアップの実行 (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Manager)

次の例では、クラスタノード phys-schost-1がメタセット schost-1の所有者な
ので、バックアップ作成手順は phys-schost-1から実行します。ミラー
/dev/md/schost-1/dsk/d0は、サブミラー d10、d20、d30で構成されていま
す。

[メタセットの所有者を決定する:]
# metaset -s schost-1
Set name = schost-1, Set number = 1
Host Owner
phys-schost-1 Yes

...
[ファイルシステムを書き込みからロックする:]
# lockfs -w /global/schost-1
[サブミラーをリストする:]
# metastat -s schost-1 -p
schost-1/d0 -m schost-1/d10 schost-1/d20 schost-1/d30 1
schost-1/d10 1 1 d4s0
schost-1/d20 1 1 d6s0
schost-1/d30 1 1 d8s0
[サブミラーをオフラインにする:]
# metadetach -s schost-1 d0 d30
[ファイルシステムをアンロックする:]
# lockfs -u /
[ファイルシステムをチェックする:]
# fsck /dev/md/schost-1/rdsk/d30
[バックアップデバイスにサブミラーをコピーする:]
# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /dev/md/schost-1/rdsk/d30
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 25 16:15:51 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/md/schost-1/rdsk/d30 to /dev/rdsk/c1t9d0s0.
...
DUMP: DUMP IS DONE

[サブミラーをオンラインに戻す:]
# metattach -s schost-1 d0 d30
schost-1/d0: submirror schost-1/d30 is attached
[サブミラーを Resyncする:]
# metastat -s schost-1 d0
schost-1/d0: Mirror

Submirror 0: schost-0/d10
State: Okay

Submirror 1: schost-0/d20
State: Okay

Submirror 2: schost-0/d30
State: Resyncing

Resync in progress: 42% done
Pass: 1
Read option: roundrobin (default)

...

例 9–4
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� SPARC:ボリュームのオンラインバックアップの実
行 (VERITAS Volume Manager)
VERITAS Volume Managerでは、ミラー化ボリュームはプレックスと認識されます。
プレックスは、マウント解除したり、ボリューム全体をオフラインにしなくても
バックアップできます。プレックスは、ボリュームのスナップショットコピーを作成
し、この一時ボリュームをバックアップします。システムを停止したり、データへの
ユーザーアクセスを拒否する必要はありません。

バックアップ手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してく
ださい。

1. クラスタの任意のノードにログインし、クラスタのディスクグループの現在の主
ノードでスーパーユーザーまたは同等の役割になります。

2. ディスクグループ情報を表示します。

# vxprint -g diskgroup

3. scstat(1M)コマンドを実行し、現在ディスクグループをインポートしている
ノードを確認します。このノードがディスクグループの主ノードです。

# scstat -D

-D すべてのディスクデバイスグループの状態を表示します。

4. vxassistコマンドを使用し、ボリュームのスナップショットを作成します。

# vxassist -g diskgroup snapstart volume

注 –ボリュームのサイズによっては、スナップショットの作成に時間がかかること
があります。

5. 新しいボリュームが作成されたことを確認します。

# vxprint -g diskgroup

スナップショットの作成が完了すると、選択したディスクグループの State
フィールドに Snapdoneと表示されます。

6. ファイルシステムにアクセスしているデータサービスを停止します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h ““

手順

200 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



注 –データファイルシステムが正しくバックアップされるように、すべてのデータ
サービスを停止します。データサービスが実行中でない場合は、手順 6と手順 8
を実行する必要はありません。

7. bkup-volというバックアップボリュームを作成し、vxassistコマンドを使用し
てスナップショットボリュームをそのボリュームに接続します。

# vxassist -g diskgroup snapshot volume bkup-vol

8. scswitch(1M)コマンドを使用し、手順 6で停止させたデータサービスを再起動
します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h node[,...]

9. vxprintコマンドを使用し、ボリュームが新しいボリューム bkup-volに接続さ
れていることを確認します。

# vxprint -g diskgroup

10.ディスクグループ構成変更を登録します。

# scconf -c -D name=diskgroup,sync

11. fsckコマンドを使用し、バックアップボリュームを確認します。

# fsck -y /dev/vx/rdsk/diskgroup/bkup-vol

12.テープなどのメディアにボリューム bkup-volをバックアップします。

ufsdump(1M)コマンドか、それ以外の通常使用しているバックアップユーティリ
ティーを使用します。

# ufsdump 0ucf dump-device /dev/vx/dsk/diskgroup/bkup-vol

13. vxeditを使用し、一時ボリュームを削除します。

# vxedit -rf rm bkup-vol

14. scconf(1M)コマンドを使用し、ディスクグループ構成変更を登録します。

# scconf -c -D name=diskgroup,sync

SPARC:ボリュームのオンラインバックアップの実行 (VERITAS
Volume Manager)

次の例では、クラスタノード phys-schost-2がディスクデバイスグループ
schost-1の主所有者なので、phys-schost-2からバックアップ手順を実行しま
す。ボリューム /vo101がコピーされ、新しいボリューム bkup-volと関連付けられ
ます。

例 9–5
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[主ノードのスーパーユーザーになるか同等の役割を引き受ける]
[ディスクグループの現在の主ノードを特定する:]
# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: rmt/1 - -
デバイスグループのサーバー: schost-1 phys-schost-2 phys-schost-1

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: rmt/1 Offline
デバイスグループの状態: schost-1 Online
[ディスクグループ情報をリストする:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-102 c1t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-103 c2t1d0s2 - 8378640 - - - -
dm schost-104 c2t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-105 c1t3d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-106 c2t3d0s2 - 17678493 - - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
[スナップショットオペレーションを開始する:]
# vxassist -g schost-1 snapstart vol01
[新しいボリュームが作成されたことを確認する:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-102 c1t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-103 c2t1d0s2 - 8378640 - - - -
dm schost-104 c2t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-105 c1t3d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-106 c2t3d0s2 - 17678493 - - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
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sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
pl vol01-04 vol01 ENABLED 208331 - SNAPDONE - -
sd schost-105-01 vol01-04 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-106-01 vol01-04 ENABLED 104139 0 - - -
[必要に応じてデータサービスを停止する:]
# scswitch -z -g nfs-rg -h ““
[ボリュームのコピーを作成する:]
# vxassist -g schost-1 snapshot vol01 bkup-vol
[必要に応じてデータサービスを再開する:]
# scswitch -z -g nfs-rg -h phys-schost-1
[バックアップボリュームが作成されたことを確認する:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
...

v bkup-vol gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl bkup-vol-01 bkup-vol ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-105-01 bkup-vol-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-106-01 bkup-vol-01 ENABLED 104139 0 - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
[ディスクグループをクラスタフレームワークと同期化する:]
# scconf -c -D name=schost-1,sync
[ファイルシステムをチェックする:]
# fsck -y /dev/vx/rdsk/schost-1/bkup-vol
[バックアップデバイスにバックアップボリュームをコピーする:]
# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /dev/vx/rdsk/schost-1/bkup-vol
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 25 16:15:51 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/vx/dsk/schost-2/bkup-vol to /dev/rmt/0.
...
DUMP: DUMP IS DONE

[バックアップボリュームを削除する:]
# vxedit -rf rm bkup-vol
[ディスクグループを同期化する:]

# scconf -c -D name=schost-1,sync
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クラスタファイルの復元の概要
ufsrestore(1M)コマンドを使うと、ufsdump(1M)コマンドで作成されたバック
アップから現在の作業ディレクトリに対する相対パスで指定されるディスク上の位置
にファイルがコピーされます。ufsrestoreを使用すると、レベル 0のダンプとそれ
以降の増分ダンプからファイルシステム階層全体を読み込み直したり、任意のダンプ
テープから個々のファイルを復元できます。スーパーユーザまたは同等の役割として
ufsrestoreを実行すると、元の所有者、最終修正時刻、モード (アクセス権)を保持
したままファイルを復元できます。

ファイルまたはファイルシステムの復元を開始する前に、次の点を確認してくださ
い。

� 必要なテープ

� ファイルシステム全体を復元する rawデバイス名

� 使用するテープドライブの種類

� テープドライブのデバイス名 (ローカルまたはリモート)

� 障害が発生したディスクのパーティション分割方式。これは、パーティションと
ファイルシステムを交換用ディスクに正確に複製しなければならないためです。

クラスタファイルの復元の作業マップ
表 9–2 Task Map:クラスタファイルの復元の作業マップ

タスク 参照箇所

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerの場合、Solarisの復元手順
に従って対話形式でファイルを復元

205ページの「個々のファイルを対話形式で復元する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerの場合、ルート (/)ファイ
ルシステムを復元

205ページの「ルート(/)ファイルシステムを復元する
(/)」

207ページの「Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは
Solaris Volume Manager上に存在していたルート (/)
ファイルシステムを復元する」

VERITAS Volume Managerの場合、
カプセル化されていないルート ( /)
ファイルシステムを復元

212ページの「SPARC:カプセル化されていないルー
ト(/)ファイルシステムを復元する (VERITAS Volume
Manager)」
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表 9–2 Task Map:クラスタファイルの復元の作業マップ (続き)
タスク 参照箇所

VERITAS Volume Managerの場合、
カプセル化されたルート ( /)ファイ
ルシステムを復元

214ページの「SPARC:カプセル化されたルート (/)
ファイルシステムを復元する (VERITAS Volume
Manager)」

� 個々のファイルを対話形式で復元する (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)
この手順を使用し、1つまたは複数の個々のファイルを復元します。復元手順を実行
する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してください。

1. 復元するクラスタノード上で、スーパーユーザーまたは同等の役割になります。

2. 復元するファイルを使用しているデータサービスをすべて停止します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h ““

3. ufsrestoreコマンドを使用してファイルを復元します。

� ルート(/)ファイルシステムを復元する (/)
障害の発生したルートディスクを交換した後などに、この手順を使用してルート (/)
ファイルシステムを新しいディスクに復元します。復元するノードは起動しないでく
ださい。復元手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してく
ださい。

注 –新しいディスクは、障害が発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。このため、この手順を始める前に、パーティションの分割方式を
確認し、ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. 復元されるノードが接続されているディスクセットにアクセスできるクラスタノー
ド上で、スーパーユーザーまたは同等の役割になります。

復元するノード以外のノードで、スーパーユーザーまたは同等の役割になります。

2. 復元するノードのホスト名をすべてのメタセットから削除します。

このコマンドは、削除するノード以外のメタセットのノードから実行します。

# metaset -s setname -f -d -h nodelist

-s setname ディスクセット名を指定します。

-f 強制的に実行します。

手順

手順
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-d ディスクセットから削除します。

-h nodelist ディスクセットから削除するノードの名前を指定します。

3. root (/)ファイルシステムと /usrファイルシステムを復元します。

rootファイルシステムと /usrファイルシステムを復元するには、『Solarisのシ
ステム管理 (デバイスとファイルシステム)』の第 26章「ファイルとファイルシス
テムの復元 (手順)」の手順に従ってください。Solarisの手順にあるシステムを再
起動する手順は省略してください。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを
確認します。

4. ノードをマルチユーザーモードで再起動します。

# reboot

5. scdidadm(1M)コマンドを使用し、ディスク IDを置換します。

# scdidadm -R rootdisk

6. metadb(1M)コマンドを使用し、状態データベースの複製を再作成します。

# metadb -c copies -af raw-disk-device

-c copies 作成する複製の数を指定します。

-f raw-disk-device 複製の作成先の rawディスクデバイス名を指定します。

-a 複製を追加します。

7. 復元したノード以外のクラスタノードから、metasetコマンドを使用し、復元し
たノードをすべてのディスクセットに追加します。

phys-schost-2# metaset -s setname -a -h nodelist

-a ホストを作成してディスクセットに追加します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになり
ます。

ルート (/)ファイルシステムの復元 (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Manager)

次に、テープデバイス /dev/rmt/0からノード phys-schost-1に復元したルート
(/)ファイルシステムの例を示します。metasetコマンドは、クラスタの別のノード
phys-schost-2から実行し、ノード phys-schost-1を削除し、後でディスク
セット schost-1に追加します。そのコマンドはすべて phys-schost-1から実行
します。新しいブートブロックが /dev/rdsk/c0t0d0s0に作成され、3つの状態
データベースの複製が /dev/rdsk/c0t0d0s4に再作成されます。

例 9–6
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[復元しようとするノード以外のクラスタノードで、スーパーユーザーになるか同等の役割引き受ける
.]
[メタセットからノードを削除する:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -f -d -h phys-schost-1
[障害のあるディスクを交換し、ノードを起動する:]
Solarisのシステム管理マニュアル内の手順に従って root (/) ファイルシステムと /usrファイル
システムを復元する
[再起動する:]
# reboot
[ディスク IDを置き換える:]
# scdidadm -R /dev/dsk/c0t0d0
[状態データベース複製を再作成する:]
# metadb -c 3 -af /dev/rdsk/c0t0d0s4
[ノードを再びメタセットに追加する:]

phys-schost-2# metaset -s schost-1 -a -h phys-schost-1

� Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは Solaris
Volume Manager上に存在していたルート (/)
ファイルシステムを復元する
この手順を使用して、バックアップ実行時に Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは
Solaris Volume Manager上に存在していたルート (/)ファイルシステムを復元しま
す。この手順は、破損したルートディスクを新しいディスクに交換する場合などに実
行します。復元するノードは起動しないでください。復元手順を実行する前に、クラ
スタが正常に動作していることを確認してください。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. 復元するノード以外の、ディスクセットにアクセスできるクラスタノード上で、
スーパーユーザーになるか、あるいは同等の役割になります。

2. 復元するノードのホスト名をすべてのディスクセットから削除します。

# metaset -s setname -f -d -h nodelist

-s setname メタセット名を指定します。

-f 強制的に実行します。

-d メタセットから削除します。

-h nodelist メタセットから削除するノードの名前を指定します。

手順
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3. ルート (/)ファイルシステムを復元するノードで、障害の発生したディスクを交換
します。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

4. 復元するノードを起動します。

� Solaris CD-ROMを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

� SPARC:OpenBoot PROMの okプロンプトで、次のコマンドを入力しま
す。

ok boot cdrom -s

� x86: CDをシステムの CDドライブに挿入し、システムを停止して、電源を
切って入れなおすことにより、システムを起動します。「Current Boot
Parameters」画面で次のコマンドを入力します。

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@
7,1/sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -s

� Solaris JumpStart™サーバーを使用する場合は次のように操作します。

� SPARC:OpenBoot PROMの okプロンプトで、次のコマンドを入力します。

ok boot net -s

� x86:システムを停止し、電源を切って入れなおすことにより起動します。
「Current Boot Parameters」画面で次のコマンドを入力します。

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@
7,1/sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -s

5. formatコマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとスワップ
を作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成し
ます。
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6. newfsコマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを
確認します。

7. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

8. 次のコマンドを使用し、ルート (/)ファイルシステムを復元します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable

9. 新しい起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname -i‘/lib/fs/ufs/bootblk

raw-disk-device

10. /temp-mountpoint/etc/systemファイルのMDDルート情報の行を削除します。

* Begin MDD root info (do not edit)
forceload: misc/md_trans
forceload: misc/md_raid
forceload: misc/md_mirror
forceload: misc/md_hotspares
forceload: misc/md_stripe
forceload: drv/pcipsy
forceload: drv/glm
forceload: drv/sd
rootdev:/pseudo/md@0:0,10,blk

* End MDD root info (do not edit)

11. /temp-mountpoint/etc/vfstabファイルを編集して、ルートエントリを
Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは Solaris Volume Managerボリュームから
メタデバイスまたはボリュームの一部であるルートディスク上の各ファイルシステ
ムの対応する正常なスライスに変更します。

Example:
Change from—
/dev/md/dsk/d10 /dev/md/rdsk/d10 / ufs 1 no -

Change to—

/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 / ufs 1 no -
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12.一時ファイルシステムをマウント解除し、rawディスクデバイスを確認します。

# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device

13.ノードをマルチユーザーモードで再起動します。

# reboot

14. scdidadmコマンドを使用し、ディスク IDを置換します。

# scdidadm -R rootdisk

15. metadbコマンドを使用し、状態データベースの複製を再作成します。

# metadb -c copies -af raw-disk-device

-c copies 作成する複製の数を指定します。

-af raw-disk-device 指定した rawディスクデバイスに初期状態のデータベース
の複製を作成します。

16.復元したノード以外のクラスタノードから、metasetコマンドを使用し、復元し
たノードをすべてのディスクセットに追加します。

phys-schost-2# metaset -s setname -a -h nodelist

-a メタセットを追加 (作成)します。

Solstice DiskSuiteのマニュアルに従って、メタデバイスまたはボリューム/ミラー
のルート ( /)を設定します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになり
ます。

Solstice DiskSuiteメタデバイスまたは Solaris Volume Manager上
に存在していたルート (/)ファイルシステムの復元

次に、テープデバイス /dev/rmt/0からノード phys-schost-1に復元したルート
(/)ファイルシステムの例を示します。metasetコマンドは、クラスタの別のノード
phys-schost-2から実行し、ノード phys-schost-1を削除し、後でメタセット
schost-1に追加します。そのコマンドはすべて phys-schost-1から実行します。
新しいブートブロックが /dev/rdsk/c0t0d0s0に作成され、3つの状態データベー
スの複製が /dev/rdsk/c0t0d0s4に再作成されます。

[メタセットにアクセスできる、復元しようとするノード以外のクラスタノードで、スーパーユーザーになるか同等の役割
を引き受ける]
[ノードをメタセットから削除する:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -f -d -h phys-schost-1

[障害のあるディスクを交換し、ノードを起動する:]

次の操作で、SolarisCDからノードを起動します。

� SPARC:OpenBoot PROMの okプロンプトで、次のコマンドを入力します。

例 9–7
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ok boot cdrom -s

� x86: CDをシステムの CDドライブに挿入し、システムを停止して、電源を切って
入れなおすことにより、システムを起動します。「Current Boot Parameters」画面
で次のコマンドを入力します。

<<< Current Boot Parameters >>>
Boot path: /pci@0,0/pci8086,2545@3/pci8086,1460@1d/pci8086,341a@7,1/
sd@0,0:a
Boot args:

Type b [file-name] [boot-flags] <ENTER> to boot with options
or i <ENTER> to enter boot interpreter
or <ENTER> to boot with defaults

<<< timeout in 5 seconds >>>

Select (b)oot or (i)nterpreter: b -s

[ format
と newfs を使用して、パーティションとファイルシステムを再作成する
.]
[一時マウントポイント上でルートファイルシステムをマウントする:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[ルートファイルシステムを復元する:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
[新しいブートブックをインストールする:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname \
-i‘/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0

[/
temp-mountpoint/etc/system ファイルで MDD ルート情報の行を削除する:
]
* Begin MDD root info (do not edit)
forceload: misc/md_trans
forceload: misc/md_raid
forceload: misc/md_mirror
forceload: misc/md_hotspares
forceload: misc/md_stripe
forceload: drv/pcipsy
forceload: drv/glm
forceload: drv/sd
rootdev:/pseudo/md@0:0,10,blk
* End MDD root info (do not edit)
[ /temp-mountpoint/etc/vfstab
ファイルを編集する]
Example:
Change from—
/dev/md/dsk/d10 /dev/md/rdsk/d10 / ufs 1 no -

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 /usr ufs 1 no -
[一時ファイルシステムのマウントを解除し、rawディスクデバイスをチェックする:
]
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# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[再起動する:]
# reboot
[ディスク ID を置き換える:]
# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0
[状態データベース複製を再作成する:]
# metadb -c 3 -af /dev/rdsk/c0t0d0s4
[ノードを再びメタセットに追加する:]

phys-schost-2# metaset -s schost-1 -a -h phys-schost-1

� SPARC:カプセル化されていないルート(/)ファイ
ルシステムを復元する (VERITAS Volume
Manager)
この手順を使用し、カプセル化されていないルート (/)ファイルシステムをノードに
復元します。復元するノードは起動しないでください。復元手順を実行する前に、ク
ラスタが正常に動作していることを確認してください。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. ルートファイルシステムを復元するノードで、障害が発生したディスクを交換しま
す。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

2. 復元するノードを起動します。

� Solaris CDを使用している場合は、OpenBoot PROMの okプロンプトで、次
のコマンドを入力します。

ok boot cdrom -s

� Solaris JumpStart™サーバーを使用している場合は、OpenBoot PROMの ok
プロンプトで、次のコマンドを入力します。

ok boot net -s

3. formatコマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとスワップ
を作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成し
ます。

手順
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4. newfsコマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを
確認します。

5. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

6. バックアップからルート (/)ファイルシステムを復元し、ファイルシステムをマウ
ント解除して確認します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable
# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device

これでファイルシステムが復元されます。

7. 新しい起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname -i‘/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

8. ノードをマルチユーザーモードで再起動します。

# reboot

9. scdidadmコマンドを使用し、ディスク IDを更新します。

# scdidadm -R /dev/rdsk/disk-device

10. Control-Dキーを押して、マルチユーザーモードで再起動します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになり
ます。

SPARC:カプセル化されていないルート (/)ファイルシステムの復
元 (VERITAS Volume Manager)

次に、カプセル化されていないルート (/)ファイルシステムがテープデバイス
/dev/rmt/0からノード phys-schost-1に復元される例を示します。

[Replace the failed disk and boot the node:]

SolarisCDからノードを起動します。OpenBoot PROMの okプロンプトで、次のコマ
ンドを入力します。

例 9–8
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ok boot cdrom -s
...
[formatおよび newfs を使用してパーティションとファイルシステムを作成する]
[一時マウントポイント上でルートファイルシステムをマウントする:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[ルートファイルシステムを復元する:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[新しいブートブロックをインストールする:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname \
-i‘/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0

[再起動する:]
# reboot
[ディスクIDをアップデートする:]

# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0

� SPARC:カプセル化されたルート (/)ファイルシス
テムを復元する (VERITAS Volume Manager)
この手順を使用し、カプセル化されたルート (/)ファイルシステムをノードに復元し
ます。復元するノードは起動しないでください。復元手順を実行する前に、クラスタ
が正常に動作していることを確認してください。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. ルートファイルシステムを復元するノードで、障害が発生したディスクを交換しま
す。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

2. 復元するノードを起動します。

� Solaris CDを使用している場合は、OpenBoot PROMの okプロンプトで、次
のコマンドを入力します。

ok boot cdrom -s

� Solaris JumpStart™サーバーを使用している場合は、OpenBoot PROMの ok
プロンプトで、次のコマンドを入力します。

ok boot net -s

手順

214 Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



3. formatコマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとスワップ
を作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成し
ます。

4. newfsコマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを
確認します。

5. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

6. バックアップからルート (/)ファイルシステムを復元します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable

7. 空の install-dbファイルを作成します。

これによって、次回起動時にノードが VxVMインストールモードになります。

# touch \

/temp-mountpoint/etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db

8. / temp-mountpoint/etc/systemファイル内の次のエントリを削除します。

* rootdev:/pseudo/vxio@0:0

* set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

9. /temp-mountpoint /etc/vfstabファイルを編集し、すべての VxVMマウントポ
イントをルートディスクの標準ディスクデバイス (/dev/dsk/c0t0d0s0など)に
置換します。

例:
変更前の—
/dev/vx/dsk/rootdg/rootvol /dev/vx/rdsk/rootdg/rootvol / ufs 1 no -

変更後の—

/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 / ufs 1 no -

10.一時ファイルシステムをマウント解除してファイルシステムを確認します。

# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device
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11.起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname -i‘/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

12.ノードをマルチユーザーモードで再起動します。

# reboot

13. scdidadm(1M)を使用し、ディスク IDを更新します。

# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0

14.ディスクをカプセル化して再起動するために、vxinstallを実行します。

# vxinstall

15.マイナー番号が他のシステムと衝突している場合は、広域デバイスをマウント解除
し、ディスクグループに別のマイナー番号を割り当てます。

� クラスタノードの広域デバイスファイルシステムをマウント解除します。

# umount /global/.devices/node@nodeid

� クラスタノードの rootdgディスクグループに別のマイナー番号を割り当てま
す。

# vxdg reminor rootdg 100

16.ノードを停止し、クラスタモードで再起動します。

# shutdown -g0 -i6 -y

SPARC:カプセル化されたルート (/)ファイルシステムの復元
(VERITAS Volume Manager)

次に、カプセル化されたルート (/)ファイルシステムがテープデバイス /dev/rmt/0
からノード phys-schost-1に復元される例を示します。

[Replace the failed disk and boot the node:]

SolarisCDからノードを起動します。OpenBoot PROMの okプロンプトで、次のコマ
ンドを入力します。

ok boot cdrom -s
...
[format と
newfs を使用してパーティションとファイルシステムを作成する ]
[ルートファイルシステムを一時的なマウントポイントにマウントする:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[ルートファイルシステムを復元する:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
[空の install-dbファイルを作成する:]
# touch /a/etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db

例 9–9
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[/etc/systemを一時ファイルシステム上で編集し、次の入力例を削除またはコメントアウトする:]
# rootdev:/pseudo/vxio@0:0
# set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

[/etc/vfstabを一時ファイルシステム上で編集する:]
Example:
Change from—
/dev/vx/dsk/rootdg/rootvol /dev/vx/rdsk/rootdg/rootvol / ufs 1 no-

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 / ufs 1 no -
[一時ファイルシステムをマウント解除し、ファイルシステムをチェックする:]
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[新しいブートブロックをインストールする:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/‘uname \
-i‘/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0

[再起動する:]
# reboot
[ディスクIDを更新する:]
# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0
[vxinstallを実行する:]
# vxinstall
Choose to encapsulate the root disk.
[マイナー番号が重複する場合は、rootdgディスクグループのマイナー番号を変更する
:]
# umount /global/.devices/node@nodeid
# vxdg reminor rootdg 100

# shutdown -g0 -i6 -y

カプセル化されたルートディスクをミラーリングする指示については、『Sun Cluster
ソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。

参照
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第 10章

グラフィカルユーザーインタフェース
による Sun Clusterの管理

この章では、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールの、SunPlex
Managerと Sun Management Centerについて説明します。これらのツールを使用す
ると、クラスタをさまざまな面から管理できます。また、SunPlex Managerを構成お
よび起動する手順も説明します。GUIを使用してさまざまな管理作業を行うための方
法については、各 GUIのオンラインヘルプを参照してください。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 222ページの「共通エージェントコンテナを使用して、サービスまたは管理エー
ジェントのポート番号を変更する」

� 223ページの「SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する」
� 223ページの「新しいセキュリティー証明書を構成する」
� 224ページの「共通エージェントコンテナのセキュリティー鍵を再生成する」
� 226ページの「SunPlex Managerを起動する」
� 227ページの「SPARC: SunPlex Managerを Sun Management Center Web Console
から起動する」

SunPlex Managerの概要
SunPlex Managerは、クラスタ情報のグラフィカルな表示、構成の変更の監視、およ
びクラスタコンポーネントのチェックを可能にする GUIです。SunPlex Managerで
は、以下の Sun Clusterコンポーネントを対象としたさまざまな管理作業も行えま
す。ただし、SunPlex Managerは現在、Sun Clusterのすべての管理作業を実行でき
るわけではありません。一部の作業には、コマンド行インタフェースを使用する必要
があります。

� アダプタ
� ケーブル
� データサービス
� 広域デバイス
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� 相互接続
� 接続点
� ノード
� 定足数デバイス
� リソースグループ
� リソース

SunPlex Managerのインストールモジュールである SunPlex Installerを使用して、特
定の Sun Clusterデータサービスをインストールできます。SunPlex Managerを起動
すれば、SunPlex Installerを使用できます。SunPlex Installerは、以下のポートにあり
ます。

https://node:6789/

SunPlex Managerをインストールおよび使用する方法については、次の文書を参照し
てください。

� SunPlex Managerのインストールと起動:『Sun Clusterソフトウェアのインス
トール (Solaris OS版)』を参照してください。

� ポート番号、サーバーアドレス、セキュリティー証明書、ユーザーの構成: 221
ページの「SunPlex Managerの構成」を参照してください。

� SunPlex Managerによるクラスタのインストールと管理 : SunPlex Managerに付
属のオンラインヘルプを参照してください。

� SunPlex Managerセキュリティー鍵の再生成: 224ページの「共通エージェントコ
ンテナのセキュリティー鍵を再生成する」を参照してください。

SPARC: Sun Management Centerの概要
Sun Management Center™ (旧 Sun Enterprise SyMON™)用の Sun Clusterモジュー
ルの GUIコンソールを使用すると、クラスタリソース、リソースタイプ、リソースグ
ループをグラフィカルに表示できます。また、構成の変更を監視したり、クラスタコ
ンポーネントの状態を検査できます。ただし、Sun Management Center用の Sun
Clusterモジュールは、Sun Clusterの構成作業を行えません。構成処理には、コマン
ド行インタフェースを使用する必要があります。詳細については、第 1章「コマンド
行インタフェース」を参照してください。

Sun Management Center用の Sun Clusterモジュールをインストールおよび起動する
方法と、Sun Clusterモジュールと共に提供されているクラスタ固有のオンラインヘル
プを表示する方法については、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris
OS版)』を参照してください。

Sun Management Center用の Sun Clusterモジュールは Simple Network
Management Protocol (SNMP)に準拠しています。したがって、SNMPに基づくサン
以外の管理ステーションは、Sun Clusterが作成する管理情報ベース (MIB)をデータ
定義として使用できます。
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Sun Cluster MIBファイルは、任意のクラスタノード上の
/opt/SUNWsymon/modules/cfg/sun-cluster-mib.mib にあります。

Sun ClusterのMIBファイルは、モデル化された Sun ClusterデータのASN.1仕様で
す。この仕様は、Sun Management CenterのすべてのMIBで使用される仕様と同じ
です。Sun Cluster MIBを使用する方法については、『Sun Management Center 3.5
ユーザーガイド』の「Sun Management Center対応モジュール SNMP MIB」 in
『Sun Management Center 3.5ユーザーガイド』の「Sun Management Center対応モ
ジュール SNMP MIB」にあるその他の Sun Management Center MIBを使用するため
の指示を参照してください。

SunPlex Managerの構成
SunPlex Managerは、定足数デバイス、IPMPグループ、インターコネクトコンポー
ネント、広域デバイスなどのあらゆる局面の状態を管理、表示できる GUIです。
SunPlex Managerは、多くの Sun Cluster CLIコマンドの代わりに使用できます。

SunPlex Managerを各自のクラスタにインストールする手順については、『Sun
Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。GUIを使
用してさまざまな作業を行う方法については、SunPlex Managerのオンラインヘルプ
を参照してください。

この節では、初期インストール後、SunPlex Managerを再構成するための次のような
手順について説明します。

� 221ページの「RBACの役割の設定」
� 223ページの「SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する」
� 223ページの「新しいセキュリティー証明書を構成する」
� 224ページの「共通エージェントコンテナのセキュリティー鍵を再生成する」

RBACの役割の設定
SunPlex Managerは、RBACを使用して、誰がクラスタを管理する権限を持っている
かを判別します。Sun Clusterソフトウェアには、いくつかの RBAC権限プロファイ
ルが含まれています。これらの権限プロファイルをユーザーまたは役割に割り当てる
ことで、Sun Clusterに対するさまざまなレベルのアクセス権をユーザーに与えること
ができます。Sun Clusterの RBACのインストールと管理の方法については、『Sun
Clusterのシステム管理』の「Sun Clusterと RBAC」を参照してください。
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� 共通エージェントコンテナを使用して、サービス
または管理エージェントのポート番号を変更する
共通エージェントコンテナサービスのデフォルトのポート番号 (6789)が実行中の別の
プロセスと衝突する場合、cacaoadmコマンドを使用し、各クラスタノード上で、衝
突しているサービスまたは管理エージェントのポート番号を変更できます。

1. すべてのクラスタ上で共通エージェントコンテナ管理デーモンを停止します。

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm stop

2. Sun Java Web Consoleを停止します。

# /usr/sbin/sunmcwebserver stop

3. ポート番号を変更する共通エージェントコンテナサービスで現在使用されている
ポート番号がわからない場合は、cacaoadmコマンドと get-paramサブコマンド
を使用して、ポート番号を取得します。

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm get-param parameterName

cacaoadmコマンドを使用して、以下の共通エージェントコンテナサービスの
ポート番号を変更できます。次のリストは、共通エージェントコンテナで管理でき
るサービスとエージェント、および対応するパラメータ名の例を示しています。

JMXコネクタポート jmxmp-connector-port

SNMPポート snmp-adaptor-port

SNMPトラップポート snmp-adaptor-trap-port

コマンドストリームポート commandstream-adaptor-port

4. ポート番号を変更するには、cacaoadmコマンドと setparamサブコマンドおよ
びパラメータ名を使用します。

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm set-param parameterName=parameterValue
=parameterValue

5. クラスタの各ノード上で手順 4を繰り返します。

6. Sun Java Web Consoleを再起動します。

# /usr/sbin/sunmcwebserver start

7. すべてのクラスタノード上で共通エージェントコンテナ管理デーモンを再起動し
ます。

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm start

手順
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� SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する
クラスタノードのホスト名を変更する場合、SunPlex Managerを実行するアドレスを
変更する必要があります。デフォルトのセキュリティー証明書は、SunPlex Manager
がインストールされる時点でノードのホスト名にもとづいて生成されます。ノードの
ホスト名をリセットするには、証明書ファイルである keystoreを削除し、SunPlex
Managerを再起動します。SunPlex Managerは、新しいホスト名を使用して新しい証
明書ファイルを自動的に作成します。この手順は、ホスト名を変更したすべてのノー
ド上で行う必要があります。

1. /etc/opt/webconsoleにある証明書ファイル keystoreを削除します。

# cd /etc/opt/webconsole

# pkgrm keystore

2. SunPlex Managerを再起動します。

# /usr/sbin/smcwebserver restart

� 新しいセキュリティー証明書を構成する
独自のセキュリティー証明書を生成することによって、クラスタの管理を安全にし、
デフォルト以外で生成された証明書を SunPlex Managerが使用するように構成できま
す。ここで説明する手順は、SunPlex Managerが特定のセキュリティーパッケージで
生成されたセキュリティー証明書を使用するように構成する例です。したがって、実
際に行う作業は使用するセキュリティーパッケージによって異なります。

注 –サーバーが独自の証明書を使用して起動できるように、暗号化されていない証明
書を生成する必要があります。クラスタ内の各ノード用に新しい証明書を生成した後
は、SunPlex Managerがそれらの証明書を使用するように構成します。独自のセ
キュリティー証明書は、各ノードで持つ必要があります。

1. 証明書をノードへコピーします。

2. /opt/SUNWscvw/conf/httpd.conf構成ファイルをテキストエディタで開きま
す。

3. 次のエントリを編集して、SunPlex Managerが新しい証明書を使用できるように
します。

SSLCertificateFile <path to certificate file>

手順
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4. サーバーの非公開鍵が証明書と関連付けられていない場合、SSLCertificateKeyFile
エントリを編集します。

SSLCertificateKeyFile <path to server key>

5. ファイルを保存し、エディタを終了します。

6. SunPlex Managerを再起動します。

# /usr/sbin/smcwebserver restart

7. この手順をクラスタ内の各ノード上で繰り返します。

新しいセキュリティー証明書を使用するための SunPlex Managerの
構成

次に、新しいセキュリティー証明書を使用するように SunPlex Managerの構成ファイ
ルを編集する例を示します。

[適切なセキュリティー証明書を各ノードにコピーします]
[構成ファイルを編集します]
# vi /opt/SUNWscvw/conf/httpd.conf
[適切なエントリを編集します]
SSLCertificateFile /opt/SUNWscvw/conf/ssl/phys-schost-1.crt
SSLCertificateKeyFile /opt/SUNWscvw/conf/ssl/phys-schost-1.key

[ファイルを保存して、エディタを終了します]
[SunPlex Managerを再起動します]

# /usr/sbin/smcwebserver restart

� 共通エージェントコンテナのセキュリティー鍵を
再生成する
SunPlex Managerは、強力な暗号化技術を使用して、SunPlex Manager webサーバー
と各クラスタノード間の安全な通信を確保しています。

SunPlex Managerで使用される鍵は、各ノードの
/etc/opt/SUNWcacao/securityディレクトリに格納されています。これらの鍵
は、すべてのクラスタノードで同一でなければなりません。

通常の動作では、これらのキーはデフォルトの構成のままとなります。クラスタノー
ドのホスト名を変更する場合は、共通エージェントコンテナのセキュリティー鍵を再
生成する必要があります。また、鍵が攻撃の対象となる恐れがある場合 (マシンの
ルート侵入など)にも鍵の再生成が必要となります。セキュリティー鍵を再生成する
には、次の手順を実行します。

例 10–1
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1. すべてのクラスタ上で共通エージェントコンテナ管理デーモンを停止します。

# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm stop

2. クラスタの 1つのノード上で、セキュリティー鍵を再生成します。

phys-schost-1# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm create-keys --force

3. セキュリティー鍵を再生成したノード上で共通エージェントコンテナ管理デーモ
ンを再起動します。

phys-schost-1# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm start

4. /etc/opt/SUNWcacao/securityディレクトリの tarfileを作成します。

phys-schost-1# tar cf /tmp/SECURITY.tar security

5. /tmp/Security.tar ファイルを各クラスタノードにコピーします。

6. /tmp/SECURITY.tarファイルをコピーした各ノード上で、セキュリティー
ファイルを解凍します。

/etc/opt/SUNWcacao/ディレクトリに既にセキュリティーファイルがある場合
は、すべて上書きされます。

phys-schost-2# cd /etc/opt/SUNWcacao

phys-schost-2# tar xf /tmp/SECURITY.tar

7. クラスタの各ノードから /tmp/SECURITY.tarファイルを削除します。

セキュリティーのリスクを避けるために tarfileの各コピーを削除する必要があり
ます。

phys-schost-1# rm /tmp/SECURITY.tar

phys-schost-2# rm /tmp/SECURITY.tar

8. すべてのノード上で共通エージェントコンテナ管理デーモンを再起動します。

phys-schost-1# /opt/SUNWcacao/bin/cacaoadm start

9. SunPlex Managerを再起動します。

# /usr/sbin/smcwebserver restart

SunPlex Managerソフトウェアの起動
SunPlex Managerグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)は、Sun Clusterソフ
トウェアをさまざまな面から簡単に管理する方法を提供します。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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� SunPlex Managerを起動する
次の手順に従って、SunPlex Managerをクラスタ上で起動します。

1. SunPlex Managerにアクセスするときに、クラスタノードの rootのユーザー名
とパスワードを使用するか、異なるユーザー名とパスワードを設定するかを決定し
ます。

� 使用する場合は、手順 5に進みます。
� そうでない場合は、手順 3に進んで、SunPlex Managerのユーザーアカウント
を設定します。

2. クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

3. SunPlex Manager経由でクラスタにアクセスするためのユーザーアカウントを作
成します。

useradd(1M)コマンドを使って、ユーザーアカウントをシステムに追加します。
rootシステムアカウントを使用しない場合、SunPlex Managerにアクセスするに
は、少なくとも 1つのユーザーアカウントを設定する必要があります。SunPlex
Managerのユーザーアカウントは、 SunPlex Managerだけで使用されます。
Solarisシステムのユーザーアカウントとの関連はありません。RBACの役割を作
成し、それをユーザーアカウントに割り当てる方法については、36ページの「Sun
Cluster管理権限プロファイルによる RBAC役割の作成と割り当て」を参照してく
ださい。

注 –ノードにユーザーアカウントが設定されていない場合、そのユーザーはその
ノードからは SunPlex Manager経由でクラスタにアクセスできません。また、ア
クセス権を持っている別のクラスタノードからも、そのノードを管理することはで
きません。

4. (省略可能)追加するユーザーアカウントごとに手順 3を繰り返します。

5. 管理コンソール、またはクラスタの外部に存在する他のマシンから、ブラウザを起
動します。

6. ブラウザのディスクとメモリーキャッシュのサイズが、0より大きな値に設定され
ていることを確認します。

7. ブラウザから、クラスタ内の任意のノード上にある SunPlex Managerのポートに
接続します。

デフォルトのポート番号は 6789です。

https://node:6789/

手順
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� SPARC: SunPlex Managerを Sun Management
Center Web Consoleから起動する

注 – SunPlex Managerにログインするためには、solaris.cluster.guiの
Role-Based Access Control (RBAC)権限が必要です。RBAC権限については、
『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の第 8章「役割と特権の使用 (概
要)」、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の第 10章「役割によるア
クセス制御 (参照)」、および第 2章を参照してください。

1. Sun Management Center Web Consoleにログインします。

デフォルトのポート番号は 6789です。

https://node:6789/

2. SunPlex Managerリンクを選択します。

ログイン後「Start Each Application in a New Window」オプションを選択した場
合は、新しいブラウザウィンドウに SunPlexが表示されます。このオプションを
選択しなかった場合は、SunPlex Managerは既存のブラウザウィンドウに表示さ
れます。

3. SunPlex Managerを終了する場合は、SunPlex Managerワークスペースページの
右上にある「Log Out」をクリックします。

SunPlex Managerが終了します。

手順
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トランスポートケーブル
追加, 145, 146
無効にする, 150
有効にする, 149

トランスポート接続点、追加, 145
トランスポート接続点の追加, 146

な
名前空間,広域, 72-75
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に
二次ノード
希望数の設定, 94
デフォルト数, 102

ね
ネットワーク接続ストレージ, NAS, 128
ネットワーク接続ストレージ定足数デバイス
インストールの要件, 128
追加, 128

の
ノード

IDを検索, 159
rawディスクデバイスグループから削
除, 100

起動, 55-69
再起動, 61-65
再起動パッチの適用, 183
削除, 173
主, 73-74
主ノード, 102
追加, 171
停止, 55-69
ディスクデバイスグループから削除, 82, 99
ディスクデバイスグループに追加, 98
二次ノード, 102
認証, 159
保守状態にする, 165

ノードの再起動, 61-65

は
バックアップ
クラスタ, 20, 193-203
ファイルシステム, 195
ボリュームをオンラインで, 200
ミラーのオンライン, 197
ルートファイルシステム, 195

パッチ
クラスタとファームウェアに適用, 187
再起動パッチの適用, 183
削除, 189

パッチ (続き)
注意事項, 182
非再起動パッチを適用, 189

パブリックネットワーク
管理, 141-155
動的再構成, 154

ひ
非クラスタノードの起動, 66
表示,障害のあるディスクパス, 119-120
表示、クラスタ構成の, 28
表示、構成済みタイプの, 24

ふ
ファイル

/etc/vfstab, 31
md.conf, 80
md.tab, 20
ntp.conf.cluster, 164
対話形式で 1つずつ復元, 205

ファイルシステム
カプセル化されたルートの、復元, 214
カプセル化されていないルートの、復
元, 212

名前の確認, 194
バックアップ, 195
ルートの、復元, 205
ルートを復元
ボリュームから, 207
メタデバイスから, 207

復元
カプセル化されたルートファイルシステ
ム, 214

カプセル化されていないルートファイルシス
テム, 212

クラスタファイル, 204
個々のファイルを対話形式で, 205
ルートファイルシステム, 205
ボリュームから, 207
メタデバイスから, 207

プライベートホスト名の変更, 162
プロパティー

failback, 102
numsecondaries, 94
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プロパティー (続き)
preferenced, 102

プロファイル, RBAC権限, 34-36

へ
変更

numsecondariesプロパティー, 103
SunPlex Manager
サーバーアドレス, 223

クラスタ名, 158
(コマンド行)ユーザープロパティー, 41
主ノード, 106-107
ディスクグループ, 89
定足数デバイスのノードリスト, 134
プライベートホスト名, 162
プロパティー, 102
ポート番号
共通エージェントコンテナの使用, 222

ユーザー (RBAC), 40

ほ
ポート番号,共通エージェントコンテナの使用
の変更, 222

保守状態
nodes, 165
定足数デバイスを保守状態から戻す, 137
定足数デバイスを保守状態にする, 136

ボリューム
オンラインでバックアップ, 200
ディスクデバイスグループからの削除, 96
ディスクデバイスグループに追加, 88

ま
マウントポイント、広域, 31

み
ミラー、オンラインバックアップ, 197

む
無効にする、トランスポートケーブルを, 150

や
役割
カスタム役割を追加, 39
コマンド行から役割を追加する, 38
設定, 33
役割の追加, 36

ゆ
有効にする、トランスポートケーブルを, 149
ユーザー
コマンド行からユーザープロパティーを変更
する, 41

プロパティーの変更, 40
ユーザーアカウントツール,説明, 40

り
リソース、構成済みタイプを表示, 24
リリース情報, 23, 24

ろ
ログイン,遠隔, 22
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